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ず表紙について :トンネル、 橋、 渡船施設など道路と一体となってその効用を全うする施設を、 デザインしました。
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孃榊
獺彩ろ
壽
簾
/
躯
螂
九
鯉
鷹
鱸
臟
鬮
轢
重
嵐
朧
簾

濃
襲
鬮
孃圓
圓
J

攣
成
れ
鮭
廳
重
点
施
策
彊
つ
い
て

~
二
中
日
世
紀
を
見
据
え
た
建
設
行
政
の
新
た
な
方
向
へ
の
舵
取
り
i

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

し
て
都
市
生
活
の
質
的
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て
は
、
民
間

の
経
済
力
･
技
術
力
の
充
実
を
踏
ま
え
、
従
来
の
公
的
主

体
に
よ
る
直
接
整
備
･
直
接
供
給
に
加
え
、
民
間
市
場
を

通
じ
た
良
質
な
住
宅
建
設
、
ま
ち
づ
く
り
、
国
土
形
成
の

誘
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
o

一
方
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
公
共
事
業
の
進

め
方
に
対
す
る
国
民
の
批
判
や
指
摘
に
的
確
に
応
え
、
公

共
事
業
の
約
七
割
を
所
管
す
る
省
と
し
て
、
行
政
の
透
明

性
の
向
上
、
国
民
の
参
加
の
機
会
の
拡
大
、
国
と
地
方
の

的
確
な
役
割
分
担
、
効
率
的
･
効
果
的
な
公
共
投
資
の
実

施
等
の
観
点
か
ら
、
さ
ら
な
る
建
設
行
政
の
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
は
、
次
の
四

は
じ
め
に

副
題
を

｢二
十
一
世
紀
を
見
据
え
た
建
設
行
政
の
新
た

な
方
向
へ
の
舵
取
り
｣
と
銘
打
っ
た
平
成
九
年
度
建
設
省

重
点
施
策
が
、
去
る
八
月
八
日
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
基
本
方
針
と
本
重
点
施
策
の
主
要
な
も
の
に
つ

い
て
、
道
路
関
係
部
分
を
中
心
に
概
要
を
紹
介
す
る
。

◎
平
成
九
年
度
建
設
省
重
点
施
策
の
基
本
方
針

建
設
行
政
の
基
本
的
使
命
は
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
豊
か
で
快
適
な
生
活
環
境
の
実

現
に
向
け
て
、
未
だ
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
立
ち
遅
れ
て

い
る
住
宅
･
社
会
資
本
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
高
齢
社
会

を
迎
え
る
二
十
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
計
画
的
か
つ
着
実

に
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

我
が
国
の
経
済
･
社
会
の
情
勢
を
見
る
と
、
国
際
化
、

高
度
情
報
化
、
高
齢
化
、
産
業
の
空
洞
化
な
ど
、
歴
史
的

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
、
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
に
つ

い
て
も
、
従
来
の
施
設
ご
と
、
事
業
分
野
ご
と
に
足
ら
ざ

る
も
の
を
整
備
し
て
い
く
と
い
う
単
純
な
も
の
か
ら
、
経

済
･
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
国
民
の
新
た
な
選
択
に

積
極
的
に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対

応
し
た
横
断
的
な
政
策
テ
ー
マ
で
あ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
新
時
代
を
支
え
る
研

究
開
発
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
歴
史
文
化
の

尊
重
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
環
境
の
創
造
な
ど
に
つ
い

て
、
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
国
民
の
大
半
が
都
市
に
暮
ら
す
時
代
を
迎
え
、

職
住
近
接
し
た
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
、
地
域
の
安
全
性
の

向
上
、
総
合
的
な
交
通
政
策
の
推
進
な
ど
、
従
来
に
も
増



2

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
推
進
に
向
け
た
住
宅
･
社
会

制
度
等
に
つ
い
て
検
討

資
本
整
備

○
公
共
施
設
管
理
の
高
度
化

①

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ
の
整
備

○
所
管
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
公
共
収
容
空

間
、
官
庁
施
設
等
の
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
公

共
施
設
管
理
の
高
度
化
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
、
通

信
コ
ス
ト
の
削
減
等
を
図
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

過
疎
地
域
な
ど
、
当
面
、
ま
と
ま
っ
た
通
信
需
要
が
見
込

め
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
進
ま
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
情

報
化
を
推
進
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
次
の
施
策
を
推
進
す
る
。

･
所
管
公
共
施
設
等
へ
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
標
準
的

つ
の
主
要
課
題
を
設
定
し
、
各
種
施
策
を
重
点
的
か
つ
総

合
的
に
展
開
し
て
い
く
。

一

経
済
･
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
建
設
行
政
の
推

進
二

都
市
生
活
の
質
的
向
上
を
目
指
し
た
建
設
行
政
の

推
進

三

市
場
の
条
件
整
備
の
視
点
か
ら
の
建
設
行
政
の
推

進
四

建
設
行
政
の
進
め
方
の
改
革

一
経
済
･
社
会
の
変
化
に
対
応
し
在
建
設
行

政
の
推
進

1

地
域
経
済
活
性
化
を
牽
引
す
る
建
設
行
政
の
推
進

①

国
際
経
済
の
変
化
の
中
で
の
産
業
活
性
化
に
向
け
た

基
盤
整
備
の
推
進

○
産
業
集
積
地
域
に
お
け
る
空
洞
化
対
策
や
新
産
業
へ
の

転
換
を
推
進
す
る
た
め
、
通
産
省
等
と
連
携
し
て
基
盤
整

備
等
を
推
進
す
る

『新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業

(仮

称
)｣
を
創
設
す
る
。

○
国
際
空
港
･
港
湾
を
活
用
し
た
ア
ジ
ア
等
の
海
外
と
の

交
流
･
連
携
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
八
年
に
策
定
さ
れ

る
港
湾
及
び
空
港
整
備
の
五
箇
年
計
画
と
連
携
し
つ
つ
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
を

行
う

｢国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
｣
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
物
流
効
率
化
の
た
め
の
広
域
物
流
拠
点
整
備
等

を
進
め
る
。

②

福
祉
･
交
流
施
設
と

一
体
と
な
っ
た
中
心
市
街
地
の

に
整
備

再
編

･
公
共
収

○
地
方
都
市
等
の
中
心
市
街
地
は
、
大
規
模
店
舗
の
郊
外

立
地
に
よ
る
商
業
機
能
の
低
下
、
高
齢
化
等
に
よ
り
、
空

き
店
舗
や
空
地
が
散
在
的
に
増
加
し
活
力
が
衰
退
し
て
い

る
･0こ

の
た
め
、
低
未
利
用
地
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
既

成
市
街
地
の
整
備
等
を
通
じ
て
、
良
質
な
住
宅
の
供
給
や

公
益
施
設
の
立
地
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
対
し
、
総

合
的
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
魅
力
と

活
力
を
備
え
た
中
心
市
街
地
の
再
整
備
を
行
う
。

･
公
共
収
用
空
間
･
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
利
用

(占

用
、
接
続
等
)
の
た
め
の
基
本
ル
ー
ル

(負
担
ル
ー

ル
、
管
理
ル
ー
ル
等
)
を
策
定

･
｢地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
推
進
協
議
会

(仮
称
)｣

を
設
置
し
、
地
域
毎
の
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ン

等
を
策
定

･
モ
デ
ル
事
業
に
お
い
て
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
公

共
収
容
空
間
、
C
A
T
V
網
等
の
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
験
を
郵
政
省
等

と
連
携
し
つ
つ
実
施

･
共
同
溝
へ
の
新
た
な
収
容
物
件
の
追
加
、
事
後
入
溝

○
公
共
施
設
管
理
の
高
度
化
･
効
率
化
、
環
境
･
防
災
対

策
や
地
域
に
お
け
る
各
種
の
活
動
を
支
援
す
る
G
I
S

(地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
)
活
用
の
た
め
の

｢空
間
デ
ー
タ

基
盤
｣
(電
子
白
地
図
)
の
整
備
を
推
進
す
る
。

②

公
共
分
野
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発

･
導
入
･

普
及

0
I
T
S
の
実
用
化
及
び
研
究
開
発
を
推
進

･
V
I
C
s

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
サ
ー

ビ
ス
の
高
速
道
路
で
の
全
国
展
開

･
料
金
所
渋
滞
の
解
消
を
図
る
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ

セ行

プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
の
試
験
運
用
の
拡

道

大
.
拡
充

ィ

･
夜
間
や
悪
天
候
下
に
お
け
る
障
害
物
検
知
技
術
の
確



立
な
ど
A
H
S

(自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
)
の
研

究
開
発
の
推
進

･
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
社
会
参
加
で
き
る
環
境
を
目

指
し
た
歩
行
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究
着
手

･
物
流
の
効
率
化
を
図
る
商
用
車
運
行
管
理
支
援
に
関

す
る
シ
ス
テ
ム
の
研
究
着
手
等

○
関
係
省
庁
と
連
携
し
つ
つ
、
災
害
時
の
被
害
情
報
等
を

収
集
、
共
有
す
る
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築

○
河
川
管
理
、
道
路
管
理
、
都
市
防
災
、
環
境
影
響
評
価

等
、
G
I
S
を
活
用
し
た
新
た
な
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築

3

新
時
代
を
支
え
る
技
術
研
究
開
発
の
推
進

①

次
世
代
国
土
空
間
整
備
の
た
め
の
新
技
術
導
入
･
普

及
の
推
進

○
二
十
一
世
紀
に
向
け
、
新
た
な
生
活
と
産
業
の
基
盤
と

な
る
次
世
代
都
市
等
の
国
土
空
間
の
整
備
を
図
る
た
め
、

新
技
術
を
先
導
的
に
導
入
す
る
モ
デ
ル
地
域
を
定
め
、
他

省
庁
、
他
分
野
の
研
究
機
関
等
の
参
画
を
得
て
、
二
十
一

世
紀
の
諸
課
題
に
対
す
る
技
術
の
導
入
･
普
及
を
図
る
。

あ
わ
せ
て
、
新
技
術
を
国
の
事
業
で
積
極
的
に
導
入
し
て

い
く
た
め
の
制
度
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
特
殊
法
人

等
の
事
業
に
お
け
る
新
技
術
の
導
入
促
進
策
を
講
じ
る
。

へ例
〉道
路
環
境
保
全
技
術

(多
孔
質
弾
性
舗
装
、
新
型
遮

音
壁
等
)

②

先
端
的
、
独
創
的
な
建
設
関
連
技
術
開
発
の
推
進

○
先
端
的
、
独
創
的
な
建
設
関
連
技
術
開
発
を
推
進
す
る

た
め
、
試
験
研
究
機
関
等
に
お
け
る
研
究
開
発
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
国
･
大
学
等
･
民
間
に
お
け
る
共
同
技

術
開
発
な
ど
、
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
技
術
研
究
開
発
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る
施
策
を
推
進
す
る
。

へ例
〉
A
H
S

(自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
)
の
研
究
開
発

4

高
齢
社
会
を
支
え
る
新
た
な
生
活
社
会
基
盤
の
創
造

①

福
祉
空
間
形
成
の
た
め
の
移
動
環
境
の
整
備

○
福
祉
施
設
等
の
周
辺
に
良
好
な
道
路
交
通
環
境
を
緊
急

に
確
保
す
る
た
め
、
｢人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
｣

等
の
推
進
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
環
境
や
道
路
の

拡
幅
、
施
設
へ
の
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
等
に
よ
る
運
転
環

境
の
面
的
整
備
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
歩
行
空

間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
総
合
設

計
制
度
等
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
公
開
空
地
を
建
築

敷
地
と
し
た
ま
ま
で
道
路
区
域
と
し
、
歩
道
等
の
整
備
を

図
る
こ
と
が
で
き
る

｢環
境
道
路
制
度
｣
を
確
立
す
る
。

②

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
先
導
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

○
中
心
市
街
地
等
に
お
い
て
、
高
齢
者
、
傷
害
者
等
が
安

心
し
て
行
動
で
き
る
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
面
的
な
広

が
り
を
も
っ
た
、
歩
行
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
総
合
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

モ
デ
ル
都
市
に
お
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
係
る
事
業
を

面
的
に
行
う
先
導
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
。

5

歴
史
文
化
の
尊
重
と
文
化
創
造
の
視
点
に
立
っ
た
住

宅
･
社
会
資
本
整
備
の
推
進

①

文
化
庁
と
の
協
議
の
場
を
通
じ
た
連
携
の
強
化

○
先
般
、
設
置
さ
れ
た

｢文
化
庁
･
建
設
省
連
携
推
進
会

議
｣
を
活
用
し
、
文
化
施
策
と
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の

緊
密
な
連
携
･
調
整
を
進
め
る
。

②

文
化
財
や
歴
史
的
環
境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
･

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
文
化
庁
と
連
携
協
力
し
、
文
化
財
を
活
か
し
た
モ
デ
ル

地
域
づ
く
り
の
支
援
、
歴
史
的
街
並
み
の
保
全
と
街
路
整

備
の
よ
り
一
体
的
な
実
施
、
歴
史
的
な
道
の
整
備
･
活
用

等
を
推
進
す
る
。
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6

環
境
の
創
造
に
向
け
た
建
設
行
政
の
転
換

①

良
好
な
水
辺
の
整
備
と
緑
の
保
全
･
創
出
(水
と
緑
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)

○
緑
の
政
策
大
綱
を
踏
ま
え
て
本
年
度
策
定
す
る

｢緑
の

推
進
五
箇
年
計
画
｣
に
基
づ
い
た
道
路
、
河
川
、
下
水
道
、

公
園
等
の
所
管
施
設
に
お
け
る
緑
化
の
推
進
や
、
関
係
省

庁
や
民
間
と
の
連
携
に
よ
る
緑
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
な
ど
、
関
連
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

②

環
境
の
視
点
か
ら
の
道
路
行
政
の
転
換

○
従
前
の
道
路
構
造
対
策
や
沿
道
環
境
整
備
等
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
沿
道
環
境
の
現
状
が
厳
し
い
区

間
に
つ
い
て
、
沿
道
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
交

通
量
を

｢環
境
容
量
｣
と
し
、
こ
れ
を
道
路
整
備
の
た
め



の
指
標
の
一
つ
と
し
て
組
み
込
み
、
道
路
構
造
対
策
や
バ

イ
パ
ス
整
備
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
車
道
･
植
樹
帯
･
歩
道
等
の
道
路
の
横
断
構

成
の
再
構
築
等
の
対
策
を
検
討
す
る
。

○
排
出
ガ
ス
対
策
と
し
て
低
公
害
車
の
普
及
を
図
る
た
め
、

モ
デ
ル
地
域
を
設
定
し
て
基
盤
整
備
等
の
支
援
策
を
検
討

す
る
。二

都
市
生
活
の
質
的
向
上
を
目
指
し
彪
建
設

行
政
の
推
進

1

土
地
の
有
効
利
用
を
通
じ
た
都
市
居
住
等
の
推
進

①

土
地
の
有
効
利
用
に
必
要
な
都
市
基
盤
整
備
の
推
進

○
都
市
計
画
道
路
等
の
整
備
は
、
都
市
の
交
通
基
盤
の
充

実
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
容
積
率

を
適
切
に
活
用
し
た
土
地
の
有
効
利
用
も
可
能
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画
道
路
等
の

計
画
的
･
効
率
的
な
用
地
取
得
を
進
め
そ
の
着
実
な
整
備

を
推
進
す
る
た
め
、
地
価
下
落
を
踏
ま
え
た
先
行
取
得
土

地
の
買
い
戻
し
方
式
の
特
例
措
置
の
活
用
、
特
定
公
共
事

業
等
先
行
取
得
資
金
融
資
制
度
等
の
都
市
開
発
資
金
の
貸

付
対
象
拡
充
に
よ
る
用
地
確
保
の
促
進
と
と
も
に
、
代
替

地
確
保
の
た
め
の
道
路
開
発
資
金
の
拡
充
な
ど
を
図
る
。

②

土
地
の
集
約
化
や
有
効
利
用
の
た
め
の
制
度
の
充
実

○
中
心
市
街
地
等
に
散
在
す
る
低
未
利
用
地
等
の
集
約
化

や
再
編
を
通
じ
た
市
街
地
の
再
整
備
や
、
密
集
市
街
地
に

お
け
る
建
築
物
の
共
同
化
･
不
燃
化
や
基
盤
施
設
の
整
備

を
促
進
す
る
た
め
、
転
入
･
転
出
希
望
者
等
の
間
で
土
地

の
権
利
を
円
滑
に
移
転
で
き
る
よ
う
必
要
な
法
制
度
の
創

設
を
図
り
、
税
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
市
街

地
の
再
整
理
を
支
援
す
る
各
種
の
事
業
制
度
の
拡
充
を
図

る
･0

0
都
市
計
画
･
建
築
規
制
に
関
し
、
複
数
の
敷
地
に
空
地

等
が
協
調
的
に
配
置
さ
れ
る
場
合
な
ど
、
一
定
の
ま
と
ま

り
の
あ
る
区
域
で
市
街
地
環
境
の
向
上
に
資
す
る
と
き
の

取
扱
に
つ
い
て
、
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
検

討
を
行
う
。

③

民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
の
充
実
と
公
的
主
体

に
よ
る
住
宅

･
宅
地
供
給
の
推
進

○
良
質
な
民
間
住
宅
供
給
を
促
進
･
誘
導
す
る
た
め
、
住

宅
宅
地
関
連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業
の
活
用
、
緊
急
住

宅
宅
地
関
連
特
定
施
設
整
備
事
業
等
の
統
合
･
拡
充
な
ど

に
よ
り
、
関
連
す
る
公
共
施
設
等
の
整
備
を
総
合
的
に
推

進
す
る
な
ど
民
間
事
業
の
積
極
的
支
援
を
行
う
。

○
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
街
地
再
開
発
事
業
、

都
心
共
同
住
宅
供
給
事
業
等
の
拡
充
を
図
る
。

○
基
盤
整
備
等
が
必
要
な
用
地
や
民
間
企
業
の
リ
ス
ト
ラ

用
地
を
活
用
し
た
住
宅
供
給
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
･

都
市
整
備
公
団
等
と
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

○
都
心
地
域
の
国
公
有
地
･
低
未
利
用
地
の
積
極
的
な
活

用
に
よ
り
公
共
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
駅

周
辺
の
低
未
利
用
地
に
つ
い
て
住
宅
･
都
市
整
備
公
団
、

地
方
公
共
団
体
等
が
市
街
地
開
発
事
業
、
土
地
区
画
整
理

事
業
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
住
宅
･
宅
地
供
給
を
推

進
す
る
。

2

安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
の
形
成

①

密
集
市
街
地
の
危
険
度
の
公
表
と
市
街
地
の
再
編

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
危
険
市
街

地
に
関
す
る
調
査
･
判
定
の
公
表
を
地
方
公
共
団
体
が
必

要
に
応
じ
て
行
う
こ
と
や
、
地
元
住
民
等
か
ら
な
る
協
議

会
を
通
じ
て
、
密
集
市
街
地
整
備
に
つ
い
て
の
住
民
の
気

運
を
高
め
る
o

o
面
的
整
備
事
業
等
に
よ
る
避
難
地
･
避
難
路
と
な
る
公

園
、道
路
等
の
公
共
施
設
の
整
備
や
、建
築
物
の
共
同
化
･

不
燃
化
を
促
進
し
、
市
街
地
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
。

②

大
地
震
に
対
応
し
た
耐
震
改
修
等
に
よ
る
安
全
性
の

向
上

○
対
策
が
必
要
な
ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
の
防
災
対
策
、
震
災

時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
機
能
を
確
保
す
る
た
め
の
道
路
整

備
等
を
進
め
る
o

③

大
規
模
な
災
害
等
発
生
時
の
体
制
強
化

○
大
規
模
な
災
害
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
図
る
た
め
、
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
、
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
登
録
制
度
の
拡
充
や
特
殊

分
野
の
専
門
家
な
ど
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、

被
災
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
体
制
の
充
実
に
よ
り
、

情
報
連
絡
体
制
や
現
地
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
ほ

か
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
等
を
図
る
。
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④

総
合
的
な
交
通
安
全
施
策
の
集
中
的
実
施

○
交
通
事
故
死
者
が
八
年
連
続
し
て
一
万
人
を
超
え
る
厳

し
い
状
況
に
か
ん
が
み
、
平
成
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計

画
｣
等
に
基
づ
く
整
備
を
推
進
し
、
特
に
、
全
国
平
均
に

比
べ
て
事
故
発
生
率
の
高
い
都
市
に
お
い
て
緊
急
に
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
多
発
地
区
に
面
的
な
事
故
削
減

策
を
集
中
的
に
実
施
す
る
。

3

円
滑
な
交
通
の
確
保
に
向
け
た
総
合
的
な
交
通
政
策

の
推
進

①

都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
の
策
定

○
警
察
庁
、
運
輸
省
と
協
力
し
て
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施

策
や
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ

｢都
市
圏

交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
を
数
都
市
圏
に
お
い
て
策
定
し
、

総
合
的
な
都
市
交
通
施
策
を
実
施
す
る
。

②

路
面
電
車
の
再
評
価
と
支
援

○
都
市
内
の
渋
滞
対
策
の
一
環
と
し
て
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
が
重
要
な
対
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
面
電
車

の
ピ
ー
ク
時
輸
送
力
や
都
市
環
境
保
全
上
の
利
点
に
着
目

し
、
路
面
電
車
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
施
設
や
走
行
可

能
な
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
。

③

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
を
含
め
た
交
通
混

雑
対
策

○
混
雑
緩
和
に
向
け
、
道
路
の
交
通
容
量
の
拡
大
策
と
併

せ
て
交
通
の
平
準
化
を
図
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
の
一
環
と
し
て
、
有
料
道
路
に
お
け
る

混
雑
度
に
応
じ
た
弾
力
的
な
料
金
設
定
や
地
域
へ
の
流
入

量
の
適
正
化
を
図
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
の
手
法
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

④

占
用
許
可
基
準
の
見
直
し
等
に
よ
る
路
上
工
事
の
大

幅
な
削
減

○
電
気
･
ガ
ス
･
電
話
･
地
下
鉄
等
の
工
事
が
近
年
の
交

通
渋
滞
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
特
定
区
間

で
非
開
削
工
法
や
共
同
施
工
を
条
件
と
す
る
な
ど
の
占
用

許
可
基
準
の
見
直
し
、
埋
設
物
件
の
浅
層
化
に
よ
る
工
事

期
間
の
短
縮
化
等
の
施
策
を
実
施
し
、
路
上
工
事
の
大
幅

な
削
減
を
推
進
す
る
。

三

市
場
の
条
件
整
備
の
視
点
か
ら
の
建
設
行

政
の
推
進

1

透
明
性
･
競
争
性
の
高
い
住
宅
市
場
の
実
現

(省
略
)

2

新
し
い
競
争
時
代
に
お
け
る
住
宅
産
業
･
建
設
産
業

政
策
の
推
進

(省
略
)

3

国
際
協
調
･
協
力
の
推
進

①

-
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
に
関
す
る
国
際

協
調
の
推
進

O
A
H
S

(自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
)
に
関
す
る
日
米

の
情
報
交
換
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
｢日
米
A
H
S
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
｣
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
E
T
C

(
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
)
の
仕
様
を
I
S
0
(国

際
標
準
化
機
構
)
及
び
I
T
U

(国
際
電
気
通
信
連
合
)

へ
提
案
す
る
な
ど
国
際
標
準
化
に
関
す
る
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
、
I
T
S
に
関
す
る
国
際
協
調
を
推
進
す
る
。

②

開
発
途
上
国
に
お
け
る
B
O
T
等
民
活
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
支
援

○
開
発
途
上
国
で
ニ
ー
ズ
が
高
い
B
O
T

(民
間
事
業
者

が
設
計
、
建
設
に
加
え
、
施
設
運
営
･
料
金
徴
収
を
行
い
、

整
備
費
用
を
回
収
後
政
府
に
移
管
す
る
方
式
)
等
の
民
活

イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
B
O
T
支
援
チ

ー
ム
に
よ
る
案
件
の
発
掘
･
形
成
、
各
国
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
計
画
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
施
設
運
営

に
対
す
る
我
が
国
の
公
団
等
の
技
術
･
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、

人
材
育
成
等
に
つ
い
て
の
建
設
業
界
へ
の
側
面
支
援
等
の

施
策
を
講
ず
る
。

③

国
際
的
協
力
に
よ
る
地
球
観
測
網
の
構
築

○
世
界
で
最
も
進
ん
で
い
る
我
が
国
の
宇
宙
技
術
を
利
用

し
た
G
P
S

(汎
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
)
連
続
観
測
に
関

す
る
技
術
協
力
を
各
国
に
対
し
行
う
と
と
も
に
、
地
球
環

境
の
変
化
な
ど
を
と
ら
え
る
た
め
の
国
際
的
に
統
一
さ
れ

た
規
格
の
数
値
地
図

(地
球
地
図
)
の
整
備
を
推
進
す
る
。
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四

建
設
行
政
の
進
め
方
の
改
革

1

国
民
に
開
か
れ
た
建
設
行
政
の
推
進

①

国
民
へ
の
情
報
公
開
の
推
進

○
事
業
箇
所
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
明
ら
か
に
し
た
地
域

的
な
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
･
公
表
を
行
う
こ
と
で
事

業
の
全
体
像
の
公
表
を
行
う
。

･
｢道
路
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
(供
用
目
標
及
び

事
業
着
手
等
の
見
通
し
)｣を
地
方
公
共
団
体
と
連
携

し
て
策
定
･
公
表
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
地
方
版

の
道
路
計
画
へ
展
開

○
事
業
選
択
過
程
の
客
観
化
、
透
明
化
を
図
る
た
め
、
事

業
採
択
を
係
る
基
準
･
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
新
た
に
作
成
、
又

は
充
実
し
て
事
業
の
優
先
順
位
の
考
え
方
を
明
確
化
し
、

公
表
す
る
。
ま
た
、
事
業
実
施
に
よ
る
効
果
、
コ
ス
ト
等

の
住
民
等
に
対
す
る
説
明
の
徹
底
を
図
る
。

･
道
路
事
業
に
関
し
、
費
用
効
果
分
析

(B
/
C
)
を

含
め
た
新
た
な
客
観
的
な
評
価
に
基
づ
き
平
成
九
年

度
の
新
規
事
業
の
採
択
を
実
施
、
こ
の
う
ち
、
費
用

効
果
分
析
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
の
走
行
便
益
、

時
間
便
益
の
他
に
、
交
通
事
故
減
少
効
果
等
を
加
え

た
新
た
な
定
量
的
評
価
を
行
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

･
住
宅
宅
地
関
連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業
に
お
け
る

優
先
す
べ
き
事
業
の
基
準
の
明
確
化

○
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
、
住
民
が
理
解
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
従
来
、
公
表
す
る
こ
と
を
控
え
て
い
た

危
険
市
街
地
に
関
す
る
調
査
･
判
定
も
含
め
、
積
極
的
に

の
評
価
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し
て
以
下
の
取

資
料
の
提
供
を
行
う
。
ま
た
、
災
害
情
報
等
に
つ
い
て
デ

組
み
を
行
う
。

ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
い
一
般
の
人
々
に
配
信
す
る
。

･
道
路
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
着
手
後
の
各
段
階
に
お

･
地
方
公
共
団
体
が
必
要
に
応
じ
て
危
険
市
街
地
に
開

け
る
評
価
の
た
め
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
実

る
司

･
刈

を

云
こ

施

･
地
方
公
共
団
体
が
必
要
に
応
じ
て
危
険
市
街
地
に
関

す
る
調
査
･
判
定
を
公
表

･
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
情
報
基
盤
を
用
い
た
災
害
情
報

や
行
政
情
報
の
配
信

･
一
般
の
人
々
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
道
路
情
報
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築

②

国
民
の
計
画
づ
く
り
等
へ
の
参
加
の
推
進

○
事
業
の
計
画
づ
く
り
等
に
対
し
て
、
利
用
者
で
あ
る
国

民
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
民
の
計
画
づ

く
り
等
へ
の
参
加
を
推
進
す
る
。

･
道
路
の
長
期
構
想
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
幅
広
く
一

般
の
人
々
か
ら
の
意
見
や
提
案
を
も
と
に
議
論
を
進

め
る
P
I
方
式

(パ
ブ
リ
ッ
ク

･
イ
ン
ポ

ル
ブ
メ
ン

ト
)
の
考
え
方
の
導
入

･
各
地
域
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
た
、
地
域
に
お
け
る
道
路
整
備
の
方
針
の
策
定

･
道
路
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
情
報
及
び
改
善
報
告
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
道
路
整
備
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
等
で
公
開

○
事
業
の
着
手
時
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
の
可
否
に
つ
い

て
、
意
見
を
求
め
る

｢大
規
模
公
共
事
業
評
価
に
関
す
る

総
合
評
価
シ
ス
テ
ム
｣
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。
さ
ら
に
、

事
業
の
途
上
、
事
業
完
成
後
の
各
段
階
に
お
い
て
も
事
業

2

国
と
地
方
公
共
団
体
の
的
確
な
役
割
分
担

①

国
の
補
助
す
べ
き
分
野
の
明
確
化
と
補
助
対
象
の
限

定
化

○
事
業
に
お
い
て
、
国
が
補
助
し
て
整
備
す
る
範
囲
に
つ

い
て
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
補
助
採
択
基
準
を
切
り
上

げ
、
補
助
対
象
を
限
定
化
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
。

へ国
の
補
助
す
べ
き
分
野
の
明
確
化
の
例
〉

･
地
方
道
事
業
は
、
国
の
支
援
の
必
要
性
に
か
ん
が
み
、

次
の
四
つ
の
観
点
を
中
心
に
、
重
点
的
に
実
施

①
広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

②
特
別
立
法
等
の
法
律
等
に
よ
る
地
域
の
支
援

③
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援

④
特
定
の
施
策
や
新
技
術
の
促
進

②

補
助
の
メ
ニ
ュ
ー
化
･
統
合
化
等
の
推
進

○
地
方
公
共
団
体
の
主
体
性
･
自
主
性
が
十
分
に
発
揮
で

き
る
よ
う
、補
助
の
メ
ニ
ュ
ー
化
･統
合
化
等
を
推
進
す
る

%

と
と
も
に
、地
方
公
共
団
体
が
策
定
し
た
計
画
に
基
づ
き
、

セ行

事
業
が
計
画
的
･重
点
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
。
道

･
地
方
公
共
団
体
と
住
民
が
共
同
で
策
定
し
た
計
画
に

β

基
づ
き
、
地
区
内
で
実
施
さ
れ
る
各
種
道
路
事
業
を



面
的
に
一
括
し
て
支
援
す
る

｢く
ら
し
の
み
ち
づ
く

り
事
業
｣
を
推
進

3

重
点
分
野
の
明
確
化
と
効
率
的
投
資
の
た
め
の
事
業

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

①

重
点
化
等
に
よ
る
投
資
効
果
の
向
上

○
二
十
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
に
お

け
る
重
点
投
資
分
野
の
検
討
を
行
い
、
横
割
り
の
政
策
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
重
点
的
に
投
資
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
に
は
、
重
点
分
野
に
つ
い
て
、
身
近
に
事
業
効
果

が
感
じ
ら
れ
る
分
か
り
や
す
い
政
策
目
標
を
掲
げ
る
。

○
従
来
、
と
も
す
れ
ば
薄
く
、
広
く
投
資
を
行
う
傾
向
に

あ
っ
た
た
め
、
完
成
ま
で
長
時
間
が
か
か
り
投
資
効
果
の

発
現
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
投
資
の
重
点
化
を
行

う
こ
と
で
投
資
効
果
の
早
期
発
現
を
図
る
こ
と
と
し
、
事

業
箇
所
数
の
絞
り
込
み
を
行
い
、
重
点
配
分
を
行
う
こ
と

と
す
る
。

へ事
業
の
重
点
化
の
例
〉

･
道
路
事
業
に
つ
い
て
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
他
、
地
域
活
性
化
を
促
進
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
た
事
業
を
中
心
に
重
点
的
に
実

施
あ
る
い
は
補
助

･
街
路
事
業
に
つ
い
て
、
主
要
な
放
射
状
･
環
状
道
路

等
の
広
域
的
･
根
幹
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
等
の

観
点
に
立
っ
て
重
点
的
に
補
助

･
住
宅
宅
地
関
連
公
共
施
設
整
備
促
進
事
業
に
つ
い
て

重
点
的
投
資
を
実
施

②

省
庁
間
を
横
断
し
た
類
似
事
業
の
調
整
等

○
各
省
庁
が
バ
ラ
バ
ラ
に
事
業
を
行
い
非
効
率
的
な
投
資

と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
各
地
域
に
お
い
て
計
画
段

階
で
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
担
当
部
局
間
の
連

絡
調
整
会
議
や
省
庁
横
断
的
な
協
議
調
整
機
関
を
活
用
し
、

調
整
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

○
国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
各
省
庁
の
個
別
の
事

業
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
総
合
的
な
施
策
の
展
開
を
推
進

す
る
。

･
新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業

(仮
称
)
の
創
設

(通

商
産
業
省
)

･
国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
の
創
設

(運
輸
省
)

･
｢道
の
駅
｣
の
整
備
と
治
山
事
業
に
よ
る
遊
歩
道
の

設
置
な
ど
の
周
辺
環
境
の
整
備
を
一
体
的
に
実
施
す

る
こ
と
を
検
討

(林
野
庁
)

･
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
公
共
収
容
空
間
、
C
A
T

V
網
等
を
活
用
し
た
防
災
情
報
配
信
、
在
宅
勤
務
等

の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
験
の
実
施

(郵
政
省
)

･
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
体

制
の
整
備

(文
化
庁
)

･
地
方
都
市
等
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
推
進

(厚

生
省
、
文
部
省
、
通
商
産
業
省
)

･
治
山
事
業
と
の
連
携
に
よ
る
道
路
上
部
斜
面
の
落
石

対
策
の
推
進
に
つ
い
て
検
討

(林
野
庁
)

○
横
断
的
な
政
策
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
他
省
庁
分
も
含

め
て
所
管
横
断
型
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
要
求
し
、

投
入
さ
れ
る
予
算
を
取
り
ま
と
め
て
公
表
す
る
。

⑧

建
設
コ
ス
ト
の
縮
減

○
｢公
共
工
事
の
建
設
費
の
縮
減
に
関
す
る
行
動
計
画
｣
に

基
づ
き
、
海
外
建
設
資
材
の
活
用
等
を
図
り
、
建
設
コ
ス

ト
の
縮
減
対
策
を
引
き
続
き
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
成
果
を
公
表
す
る
。

O
C
A
L
S

(生
産
･
調
達
･
運
用
支
援
統
合
情
報
シ
ス

テ
ム
)
の
活
用
な
ど
新
た
な
コ
ス
ト
縮
減
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
、
V
E
制
度

(施
工
に
関
し
建
設
費
縮
減
に
関
す
る

提
案
を
受
け
入
れ
る
発
注
方
式
)
の
公
団
事
業
等
に
お
け

る
試
行
等
を
含
め
た
制
度
に
つ
い
て
導
入
の
た
め
の
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
積
算
基
準
類
の
公
表
等
に
よ
る
設

計
･
積
算
等
の
合
理
化
を
行
う
。

○
事
業
遅
延
要
因
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
土
地
収
用
制
度

の
積
極
的
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘

調
査
に
お
い
て
、
文
化
庁
と
連
携
し
て
民
間
活
力
の
活
用

や
広
域
的
な
自
治
体
間
の
相
互
支
援
等
に
関
す
る
検
討
を

行
う
。

④

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

○
道
路
･
河
川
の
立
体
的
、
多
目
的
利
用
等
の
既
存
ス
ト

ッ
ク
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
投
資
の
効
率
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

･
周
辺
道
路
の
整
備
等
に
よ
り
利
用
実
態
の
変
化
し
た

在
来
道
路
の
歩
道
幅
の
拡
大
･
緑
地
帯
の
確
保
な
ど

に
よ
る
道
路
空
間
の
再
構
築
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嚢榊
翔蝋獺

特
簾
/
躯
螂
九
鯉
廉
遭
略
関
係
重
慮
鬮
鷲

一

施
策
の
概
要

I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
は
、
渋
滞
･
交

通
事
故
の
低
減
や
利
用
者
の
快
適
性
の
向
上
を
目
的
に
、

最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
し
て
創
り
出
す
新
し

い
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
総
称
で
あ
る
。
図
1
に
示
す
九

つ
の
開
発
分
野
に
沿
っ
て
推
進
さ
れ
る
。

D

目
的
･
効
果

①

道
路
交
通
問
題
の
解
決
に
大
き
な
効
果

産
学
の
I
T
S
推
進
団
体
で
あ
る
V
E
R
T
I
S

(道
路
･
交
通
･
車
両
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
推
進

協
議
会
)
の
試
算
に
よ
る
と
、
I
T
S
の
普
及
に
よ

り
三
〇
年
後
に
は
、
交
通
事
故
死
亡
件
数
が
半
減
し
、

自
動
車
の
燃
料
消
費
量
と
C
0
2
は
約

一
五
%
、
都

市
部
の
N
0
、
は
約
三
0
%
削
減
さ
れ
る
と
し
て
お

翻
究
開
鷺
皺
び
稟
鬮
化

道
路
局
企
画
課

:特殊車両等の管理、通行規制状況の提供等

:公共交通の運行状況の提供等

:商用車の運行管理支援、連続自動運転等

:歩行者等への経路･施設案内等

"緊急時自動通報、災害･事故発生時の状況の伝達等

:VlCS等によるナビゲーションシステムの高度化

9つの開発分野

礬
　

　　
　

　
　

料

畑

経

り
、
道
路
交
通
問
題
の
有
効
な
解
決
策
と
し
て
I
T

S
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

②

期
待
の
大
き
い
経
済
効
果

今
後
二
〇
年
間
に
、
五
〇
兆
円
規
模
の
新
た
な
市

場
を
創
出
す
る
と
試
算
さ
れ
る

(V
E
R
T
I
S
に

よ
る
)
な
ど
、
I
T
S
の
も
た
ら
す
経
済
効
果
へ
の

期
待
も
大
き
い
。
I
T
S
の
道
路
情
報
の
分
野
は
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
事
業
の
中
で
民
間
企
業
が
最
も
有
望

と
す
る
分
野
と
い
う
調
査
結
果

(図
2
)
が
得
ら
れ

て
お
り
、
民
間
企
業
の
I
T
S
に
対
す
る
期
待
の
大

き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
平
成
七
年
八
月

か
ら
平
成
八
年
の
七
月
ま
で
の
一
年
間
に
一
八
社
が

I
T
S
部
署
を
新
設
し
た
と
い
う
調
査
結
果

(図

3
)
も
あ
り
、
期
待
の
大
き
さ
を
証
明
し
て
い
る
。

ノ0 道行セ 96.9
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企
一
上
メ

　
　
　　
　

　

　

　　

(出所)野村燈台研究所‘日本企業におけるマルチメディア活用に関する覊宣!(95年幻月)に
おいて実施したアンケート国賀に基づき作成
アンケート国餓企禁:上場企疑2137社を難象に 回収数:668 (回収率:31%)

ヌ 2 マルチメディア事業の有望性評価

地域トータル防犯防災ネット
CALS

出典:(財)道路新産漿開発機構舶べく平成8年7団より作成

図 3 I T S関連部署を新設した企業数

　

　
　

　

　
　

4
･◆･{℃
{

3

粒
に

　
　　
　
　
　

　
　　　
　
　
　

霊濃讓讓総窩轆主輸選効率化法篤舵筍成立越
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
義
潟嚢讓濃藝全米 IT S プログラムプラン

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

溝藷『“ゞ {こご≦･、{門-、‐-、『、、、、一L-----

　　　　　 　　　　　　　　　　　　
　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　.窓窯 讓讓義計画策定“翼藷からインフラ離館段藤へ

図 4 アメリカの I T S 推進の経緯

の

積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
米
国
の
ー
T
S

欧
米
で
は
、
道
路
交
通
政
策
の
中
心
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
I
T
S
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

米
国
で
は
、
一
九
九
三
年
以
降
、
毎
年
二
億
ド
ル

(約

二
○
0
億
円
)
以
上
の
国
家
予
算
を
投
入
し
、
自
動
運
転

道
路
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
商
用
車
連
行
支
援
な
ど
広
範
な

分
野
で
I
T
S
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、

一
九
九
六
年
七
月
に
は
、
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ

ク
チ
ャ
の
構
築
を
完
了
し
、
国
際
市
場
を
睨
ん
だ
標
準
化

等
の
検
討
に
も
本
格
的
に
着
手
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
連
邦
政
府
は
一
九
九
六
年
一
月
に

｢時
間
節

約
作
戦

(0
□
合
巴
5
口
弓
目
①
の
難
く
①
｢)
｣
を
公
表
し
、
今
後

一
〇
年
間
に
一
兆
円
規
模
の
イ
ン
フ
ラ

(新
交
通
基
盤
…

I
T
I
)
の
導
入
を
提
言
す
る
な
ど
、
I
T
S
の
取
組
み

は
よ
り
一
層
本
格
化
し
て
い
る

(図
4
参
照
)。

③

一
層
の
推
進
が
必
要
な
日
本
の
-
T
S

/

溌 l高麗
信社繊 増本方針 精 矮まあ 塙 V 津 旛 藤3)ぢ

政府として1鵬縦進の方針決定

　　　　　　 　 　　　　　　
　　　　　　　　

6省庁が蛙sを構成する9っの爛発分野を決定 土
を
場

　 　 　

　 　 　
わが国初の公開実験を民間企業の協力を待て実施 に　　　　 　　　　　
,

l
1 一 “ . ･ “ ‐ な ‘ - “

わが国最初の本格的費Sサ-ビスの開始

　　　　　　 　 　　　　　　
　

図 5 ｢ I T S 全体構想｣の策定までの取組み

我
が
国
で
は
、
平
成
八
年
七
月
に
関
係
五
省
庁

(建
設

9

省
･
警
察
庁
･
通
産
省
･
運
輸
省
･
郵
政
省
)
が
連
携
し

,

セ

て
･
I
T
S
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る

T
T
S
全
体

断

構
想
｣
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
5
参
照
)。

こ
の

｢I
T
S
全
体
構
想
｣
の
具
体
化
を
図
る
た
め
に

は
、
V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
の
全

国
展
開
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E

T
C
)
の
試
験
運
用
、
自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H

S
)
の
本
格
的
な
研
究
開
発
の
推
進
に
加
え
、
歩
行
者
支

援
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
残
る
開
発
分
野
の
研
究
開
発
着
手

が
急
務
で
あ
る
o

ま
た
、
国
際
市
場
を
念
頭
に
置
い
た
国
際
標
準
化
へ
の

644
64,2

59,9
68,I

52,5
　　　
501

46,6
44.2

30,4



対
応
や
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
標
準
化
、

統
合
化
に
関
す
る
検
討
へ
の
着
手
が
必
要
で
あ
る
。

二

平
高
帆九
年
"度
の
取
組
み

渋
滞
や
交
通
事
故
の
削
減
に
よ
り
、
安
全
性
、
輸
送
効

率
、
快
適
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
社
会
の
早
期
実
現
を

図
る
た
め
、
欧
米
に
お
け
る
積
極
的
な
研
究
開
発
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
、
｢I
T
S
全
体
構
想
｣
に
定
め
た
開
発
分

野
別
の
開
発
･
展
開
計
画

(図
6
)
に
基
づ
き
、
研
究
開

発
及
び
実
用
化
を
推
進
す
る
。

○

研
究
開
発
等
の
総
合
的
な
推
進

(図
7
)

①

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
(A
H
S
)
の
研
究
開
発

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
は
、
道
路
と
車
の
協
調

に
よ
り
、
前
方
の
危
険
警
告
、
自
動
的
な
衝
突
の
回

避
、
車
線
か
ら
の
逸
脱
防
止
等
の
安
全
走
行
支
援
技

術
を
開
発
し
、
最
終
的
に
は
自
動
走
行
を
実
現
す
る

こ
と
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る

(図
8
)
。

プロジェクトの研究開発

　

･ 自動蠅転道路システム(A HS)の研究開発

, ◎悪天候等を想定した条件下での衝突防止システム
◎讓聽轉 勃

.
等の梺究開“

発

議票謙る“讓
実
験陶“鱗等

　　　　　　　　　 　
シ

ITS全体に関する調 査 、 姿恭
◎システム間の標準化に関する調査研究の着手 ム ,
◎国際的な標準化を行う機関(IS0、ITU)への提案 の

㈱
20005

:
ど̂中

･
学
･

鬘
絲礬
摯

乱

2

3

4

5

6

ス

a

a

馨ン一

九
九

;

身

,

‘

》"
主

･も

燃“ガべ

き
さ
さ
ハ

ぶ
ち

↑ゞ

“

諾
し

、′
れぶ

図 6 ｢ - T S 全体構想｣ における開発 ･展開計画

自
動
走
行
の
二
0
○

-年
の
試
験
運
用
着
手
を
目

途
に
、
車
線
逸
脱
防
止
や
衝
突
防
止
等
の
走
行
支
援

の
シ
ス
テ
ム
の
早
期
実
用
化
を
図
る
。
こ
の
た
め
、

道
路
状
況
の
検
知
や
車
両
の
誘
導
に
必
要
な
セ
ン
サ

等
の
研
究
開
発
を
進
め
、
民
間
に
よ
る
車
両
制
御
技

術
開
発
と
の
連
携
に
よ
り
、
土
木
研
究
所
テ
ス
ト
コ

ー
ス
で
夜
間
や
悪
天
候
を
想
定
し
た
条
件
下
で
の
衝

突
防
止
シ
ス
テ
ム
の
検
証
実
験
を
実
施
す
る
。

研究開発等の総合的な推進

図
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ま
た
、
検
証
実
験
に
向
け
、
土
木
研
究
所
実
験
施

設
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
開
発
さ
れ
た
セ
ン
サ

等
の
実
用
化
に
向
け
た
機
能
評
価
試
験
に
着
手
す
る
。

②

歩
行
者
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の
研
究
開
発
に
着
手

こ
れ
ま
で
I
T
S
と
し
て
取
組
み
の
な
さ
れ
て
い

な
い
分
野
で
あ
る
歩
行
者
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の
研
究

開
発
に
着
手
す
る
。

歩
行
者
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
高
齢
者
等
が
安
心
し

て
社
会
参
加
で
き
る
環
境
を
目
指
し
、
歩
行
者
が
安

全
、
快
適
に
移
動
す
る
た
め
の
経
路
や
施
設
の
情
報

等
を
収
集

･
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
(図
9
)
。

(の

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
(E
T
C
)

③

I
T
S
全
体
に
関
す
る
調
査

の
試
験
運
用
の
拡
充

複
数
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
I
T
S
の
効

率
的
な
整
備
を
図
る
た
め
、
各
シ
ス
テ
ム
の
情
報
や

利
用
機
器
を
共
有
化
す
る
た
め
の
標
準
化
に
関
す
る

調
査
･
研
究
に
着
手
す
る
。

ま
た
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
つ
い
て
、
国
際
的
な
標
準
化
を
行
う
機
関
で

あ
る
I
S
0
(国
際
標
準
化
機
構
)、
I
T
U
(国
際

電
気
通
信
連
合
)
へ
提
案
を
行
う
。

図 9 歩行者支援システム

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
は
、
料
金
所

9

ゲ
ー
ト
と
通
行
車
の
間
の
無
線
通
信
を
用
い
て
自
動
的
に

9セ

料
金
の
支
払
い
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
有
料
道
路
の
料
金

断

所
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
通
行
可
能
と
し
、
料
金
所
渋
滞
の

解
消
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
等
を

実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

(図
m
)。

平
成
一
〇
年
度
を
目
途
に
実
用
化
に
着
手
で
き
る
よ
う

料
金
決
済
シ
ス
テ
ム
の
検
証
を
含
め
た
試
験
運
用
を
実
施

す
′る
。

図10 ノンストップ自動料金収受システム



砲

V
ー
C
S
全
国
展
開
と
関
連
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進

V
I
C
s

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
は
、
渋

滞
状
況
、
所
要
時
間
、
工
事
･
交
通
規
制
等
に
関
す
る
道

路
交
通
情
報
を
、
道
路
上
に
設
置
し
た
ビ
ー
コ
ン
や
F
M

多
重
放
送
に
よ
り
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
等
の
車

載
機
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
提
供
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利
便

性
の
向
上
、
渋
滞
の
削
減
等
を
実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

る

(図
=
)
。･"‘′

′′′

図= 道路交通情報通信システム

平
成
八
年
度
に
全
国
の
高
速
道
路
で
ビ
ー
コ
ン
等
の
施

設
整
備
を
概
成
し
、
平
成
九
年
に
V
I
C
S
サ
ー
ビ
ス
の

高
速
道
路
で
の
全
国
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
一
般
国
道
の

通
行
規
制
区
間
等
で
の
ビ
ー
コ
ン
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
全

国
展
開
を
推
進
す
る
。
(降
雨
に
よ
り
事
前
に
通
行
規
制
す

る
峠
な
ど
約
七
〇
区
間
)

ま
た
、
V
I
C
S
等
の
情
報
内
容
の
充
実
や
道
路
管
理

の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
I
T
V
、
積
雪
計
等
の
情
報
収

集
装
置
の
整
備
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
と
併
せ
て
推
進
す

る
。
(情
報
収
集
装
置
設
置
約
六
〇
〇
基
、
長
野
冬
期
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
の
道
路
情
報
提
供
へ
の
協
力
)

(参
考
)
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○
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内
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P
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通
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す
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連
の
専
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機
関
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道
路
局
国
道
課

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
促
進
を
図
る
。

①

共
同
溝
の
整
備

道
路
の
掘
り
返
し
防
止
に
よ
る
円
滑
な
交
通
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
防
災
、
都
市
景
観
の
向

上
に
資
す
る
た
め
、
電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
水
道
等

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
共
同
収
容
施
設
で
あ
る
共
同
溝

の
整
備
を
図
る
。

②

電
線
共
同
溝
の
整
備

良
好
な
都
市
景
観
の
形
成
や
円
滑
な
交
通
の
確
保
、

高
度
情
報
化
社
会
の
早
期
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、

電
線
共
同
溝
の
整
備
を
実
施
す
る
。

③

道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
整
備

地
震
、
大
規
模
災
害
等
に
お
け
る
即
応
体
制
や
管

理
の
高
度
化
等
を
図
る
た
め
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
整
備
を
推
進
す
る
。
道
路
管
理
用
光
フ
ァ

一
目

的

よ
り
質
の
高
い
生
活
を
実
現
す
る
高
度
情
報
化
社
会
の

構
築
に
向
け
、
全
国
的
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
早
期
に
整
備
す
る
こ
と
は
、
我
が

国
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
の
地
下
空
間
を
活
用
し
て
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
等
の
収
容
空
間
と
し
て
の
共
同
溝
及
び
電
線
共
同

溝

(C
･
C
･
B
O
×
)
の
整
備
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、
地
震
、
大
規
模
災
害
等
に
お
け
る
即
応
体
制

や
管
理
の
高
度
化
等
を
目
的
と
し
た
道
路
管
理
用
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
整
備
と
併
せ
て
、
電
気
通
信
事
業
者
、
有
線
放

送
事
業
者
等
が
光
フ
ァ
ィ
バ
ー
敷
設
可
能
な
空
間
と
し
て

情
報
B
O
X
の
整
備
を
推
進
す
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
に
よ
り
、
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
経
済
構
造
改
革
を

リ
ー
ド
す
る
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
が
創
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

高
速
、
大
容
量
の
映
像
を
中
心
と
す
る
情
報
通
信
が
本
格

化
し
、
在
宅
勤
務
、
遠
隔
医
療
、
国
内
外
の
情
報
収
集
等

が
可
能
に
な
り
、
地
域
間
の
時
間
、
距
離
の
制
約
を
大
幅

に
縮
小
さ
せ
、
地
方
に
お
い
て
も
生
活
の
自
由
度
を
高
め

る
↓0二

整
備
方
法

二
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
全
国
整
備

を
行
う
と
い
う
政
府
の
基
本
方
針
(｢高
度
情
報
通
信
社
会

推
進
に
向
け
た
基
本
方
針
｣)
に
沿
い
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

収
容
す
る
空
間
と
し
て
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
等
の
整
備

を
促
進
す
る
。

ま
た
、
道
路
管
理
を
高
度
化
す
る
た
め
に
道
路
管
理
用



イ
バ
ー
は
将
来
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
容
易
さ
等
を
考

慮
し
て

｢情
報
B
O
×
｣
に
収
容
す
る
こ
と
と
す
る

が
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
全
国
整
備
を
行
う
と
い
う

政
府
の
基
本
方
針
に
沿
い
、
民
間
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
敷
設
に
つ
い
て
も
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

(参
考
)

仲

米
国
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
へ
の
取
組
み

｢N
I
I
｣
(全
米
情
報
通
信
基
盤
)
計
画

･
米
国
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
、
テ
レ
ビ
、
フ
ァ
ク

ス
、
電
話
等
を
光
フ
ァ
イ
バ
i
等
の
デ
ジ
タ
ル
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
し
、
全
て
の
米
国
民
が
、
必
要
な

情
報
を
必
要
な
時
に
、
必
要
な
場
所
で
、
適
正
価
格
で

入
手
す
る
こ
と
を
可
能
に
。

･
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
は
民
間
部
門
が
所
有
、
管
理
し
、
政

府
は
、
適
切
な
税
制
と
規
制
政
策
を
通
し
て
民
間
の
投

資
を
促
進
。

･
米
国
企
業
の
世
界
的
競
争
力
の
向
上
、
雇
用
の
創
設
、

国
家
経
済
の
成
長
、
国
民
生
活
の
向
上
等
を
目
的
と
す

る
%

2

｢高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
に
向
け
を
基
本
方
針

(平
成
七
年
二
月
三
一
日
)｣
(抜
粋
)

高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
決
定

内
閣
総
理
大
臣

建
設
大
臣
他
一
八
閣
僚

燭

高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
向
け
て
の
政
府
の

取
組
み
の
在
り
方

主
要
地
域
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
と
、
こ
れ
を

活
用
し
た
公
的
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
、
実
用

化
、
及
び
基
礎
的
汎
用
的
技
術
開
発
に
つ
い
て
は
、

二
0
○
○
年
ま
で
を
先
行
整
備
期
間
と
し
て
進
め
る
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
情
報
通

信
イ
ン
フ
ラ
の
総
体
的
整
備
を
図
る
中
で
需
要
の
顕

在
化
や
高
齢
化
の
進
捗
等
を
勘
定
し
つ
つ
、
二
〇
一

〇
年
を
念
頭
に
お
い
て
早
期
の
全
国
整
備
を
目
指
す
。

高
度
な
情
報
通
信
社
会
の
実
現
に
向
け
た
課
題
と
対

応の

公
共
分
野
の
情
報
化
等

⑤
道
路
･
交
通
･
車
両
の
情
報
化

[I
T
S
関
連
]

⑦
防
災
の
情
報
化

○
災
害
及
び
こ
れ
に
伴
う
道
路
交
通
状
況
の
情
報

を
迅
速
か
つ
的
確
に
収
集
･
提
供
し
、
緊
急
交

通
道
路

･
輸
送
路
等
を
適
切
に
確
保
す
る
た
め
、
I
T

V
、
車
両
感
知
器
、
強
震
計
、
道
路
交
通
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
装
置
等
の
整
備
を
引
き

続
き
推
進
す
る
。

③

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
は
、
敷
設
当
時
の
需
要

に
比
べ
て
相
当
大
き
な
需
要
に
耐
え
得
る
整
備
の
敷

ノ6 道イテセ 96.9

②

の

基
本
方
針

0

高
度
情
報
通
信
社
会
の
意
義

②

高
度
情
報
通
信
社
会
実
現
の
た
め
の
行
動
原
則

③

高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
向
け
て
の
官
民
の

役
割○

高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
は
、
公
正
有
効
競

争
の
下
に
基
本
的
に
は
民
間
主
導
。



設
を
行
う
な
ど
表
に
出
な
い
大
き
な
投
資
負
担
を
負

う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
民
間
主

導
を
原
則
と
す
る
と
し
て
も
、
巨
額
の
資
金
調
達
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
短
期
的
な
立
ち

上
げ
に
お
い
て
は
投
資
促
進
の
た
め
の
政
策
支
援
が

不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
総
合
的
･
計

画
的
に
推
進
す
る
。

○
先
行
整
備
期
間
で
あ
る
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
間

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
を
行
う
民
間
事
業
者

に
対
し
、
新
た
な
低
利
融
資
制
度
の
創
設
等
の

公
的
支
援
措
置
を
講
ず
る
。

○
地
震
等
に
対
す
る
情
報
通
信
網
の
セ
キ
ュ
リ
テ

　
　

　

　

　

　

　

　

ィ
確
保
等
の
た
め
、
公
的
支
援
に
よ
り
電
線
類

~　　

圓 I30~皺m
　 　

の
地
中
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ

円
滑
な
交
通
の
確
保
と
景
観
の
整
備
の
た
め
、

電
線
共
同
溝
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　緻

溝

　

　

情報B O X

　　　　　
lom 程度
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鬮
簾
/
躯
螂
九
鯉
鷹
鱸
噛
醐
轢
重
点
鬮
鷲て

い
る
。

一

概

要

路
上
工
事
に
は
、
①
道
路
の
維
持
修
繕
の
た
め
の
道
路

工
事
、
②
電
話
、
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
た
め
の
占
用
工
事
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
安
全
で

快
適
な
市
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
路
上
工
事
は
交
通
渋
滞
や
騒
音
･
振
動
な
ど

に
よ
る
地
域
住
民
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
路
上
工
事

の
工
事
数
、
工
事
期
間
の
縮
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二

現

状

こ
れ
ら
の
路
上
工
事
が
交
通
に
及
ぼ
す
影
響
を
で
き
る

限
り
軽
減
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
下
の
よ
う
な
対
策

を
行

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
施
行
時
期
及
び
施
行
方
法
に
つ
い
て
の
合
理
的
な
調
整

の
推
進

○
舗
装
工
事
完
了
後
の
掘
り
返
し
の
抑
制

○
年
度
末
工
事
の
抑
制

○
共
同
溝
の
整
備
の
推
進

等

ま
た
、
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
は
、
路
上
工

事
縮
減
の
目
標
と
し
て
、
平
成
四
年
度
に
対
し
、
計
画
の

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
九
年
度
ま
で
に
三
割
減
と
し
て
い

る
%路

上
工
事
縮
減
の
実
績
と
し
て
は
、
東
京
二
三
区
に
お

け
る
路
上
工
事
件
数
の
場
合
、
平
成
四
年
度
に
比
べ
平
成

七
年
度
は
一
、
六
四
五
の
減

(率
に
し
て
一
0
･
0
%
の

減
)
と
な

っ
て
い
る
。

平
成
九
年
度
で
三
割
減
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
東
京

三
ニ
区
の
場
合
、平
成
七
年
度
で
一割
の
減
に
止
ま
っ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
路
上
工
事
縮
減
対
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ

道
路
局
国
道
課

路上工事の実態
東京23国とおける路上工事件数の推移 (対象道路一般国道、都道)

路上工事 うち道路工事 うち占用工事

度

度

度

度

年

年

年

年

4了

rh)

b̂

ワ
･

成

成

成

成

平

平

平

平

の

め

の

の

10

94

部

知

歌

江

獺

灰

4

艘

筬
錠

16

15

13

14

獅繊
鰯
鰯
灘べ

ば
緻
鯛

　
　
　
　
　

離
(
端
[
循

内は平成4年度の路上工事件数を100とした
指数
内は路上工事に占める道路工事と占用工事

注
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三

路
上
工
事
縮
減
対
策

ゆ

路
上
工
事
縮
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
u
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
定
め
た
、
路
上
工
事

の
縮
減
目
標
を
達
成
す
べ
く
、
主
要
な
都
市
ご
と
に
、
路

上
工
事
縮
減
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

(目
標
、
具
体
的

な
施
策
、
関
係
機
関
を
含
め
た
実
施
体
制
等
を
明
記
)
を

策
定
す
る
。

②

共
同
溝
整
備
の
推
進

道
路
の
掘
り
返
し
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
路
上
工
事

の
縮
減
に
資
す
る
と
と
も
に
、
道
路
構
造
を
保
全
し
、
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
公
益
物
件
を
収
容
す

る
共
同
溝
の
計
画
的
な
整
備
を
推
進
す
る
。

③

今
後
の
路
上
工
事
縮
減
施
策

路
上
工
事
の
更
な
る
縮
減
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
施
策

に
加
え
て
、
今
後
は
以
下
の
施
策
を
強
力
に
実
施
す
る
。

○
占
用
許
可
基
準
の
見
直
し
の
検
討

○
工
事
量
、
工
事
期
間
の
短
縮
等
の
た
め
の
、
埋
設
物
件

の
浅
層
化

○
道
路
利
用
者
に
対
す
る
工
事
の
事
前
、
即
時
的
な
予
告

等
P
R
の
実
施

○
路
上
工
事
を
縮
減
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
対
策
の
検
討

道行セ 96.9 ノタ

工期短縮
影響範囲の縮小

非開削工法の推進

,

.

綿
影

.

短
う

、

尊

さ

去

間
伴

≧

ゞゞ
工

期
に

　
　
　

　
　

工
堀

　

　
　
　
　

　
　　　　2,‘埋設物件の浅層化

　
堀削に伴う影響範囲

1,l占用許可条件の見直しI
共同施工の推進

逍

ハム

堀削に伴う影響範囲

3,階報提供の充実 !



総
合
醐
懸
秦
週
轢
簾
⑭
堆
進

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

一
施
策
の
概
要

ー

総
合
的
な
渋
滞
対
策
の
推
進

の

新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
て
、

平
成
五
年
度
に
公
安
委
員
会
と
共
同
で
策
定
し
、
全
国
の

主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
約
て

七
四
〇
箇
所
の
う
ち
、
平
成

九
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
内
に
約
七
〇
〇
箇
所
の
解
消
･

緩
和
を
目
標
と
し
た
新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
等
の
整
備
、
交
差
点
立
体
化
等
の

渋
滞
対
策
を
全
国
で
推
進
す
る
。

ま
た
、
前
年
度
ま
で
の
各
種
試
行
結
果
等
を
踏
ま
え
、

平
成
九
年
度
ま
で
の
新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
し
、
新
た
な
道
路
計
画

(平
成
一
〇
年
度
…
)

の
策
定
に
合
わ
せ
て
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D

M
)
施
策
を
本
格
的
に
取
り
込
ん
だ
新
た
な
渋
滞
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
全
国
的
で
新
た
に
公
安
委
員
会
、
運
輸
省

と
共
同
で
策
定
す
る
。

平
成
九
年
度
に
渋
滞
が
解
消
ま
た
は
緩
和
さ
れ
る
主
要

渋
滞
ポ
イ
ン
ト
は
、
全
国
で
一
二
〇
箇
所

②

｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
の
策
定

都
市
交
通
を
円
滑
化
し
、
都
市
の
快
適
性
、
利
便
性
、

都
市
環
境
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
市
町
村
等
の
行
政
境

を
越
え
た
通
勤
圏
域
等
を
対
象
に
、
通
勤
、
業
務
な
ど
の

交
通
需
要
の
見
直
し
等
の
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
、
バ
イ

パ
ス
･
環
状
道
路
、
交
差
点
の
立
体
化
等
を
は
じ
め
と
す

る
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
容
量
の
拡
大
施
策
、
企
業
、
自

治
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
相
乗
り
の
推
進
、
時
差
出
勤
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
等
を
行
い
、
輸
送
効
率
の
向

上
や
交
通
量
の
時
間
的
平
準
化
を
図
り
渋
滞
の
解
消
･
緩

和
を
図
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策

(T
D
M
…

弓
経
口
g
o
｢言
什5
口
□
①日
き
Q
g
p
目
隔
日
の旦
)、
バ
ス
、

新
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
活
用
や
公
共

交
通
機
関
の
再
編
成
な
ど
の
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
る
総
合
的
な
都
市
交
通
施
策
を
実
施
す
る
。

そ
の
た
め
、
｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣を
全
国

数
都
市
圏
に
お
い
て
運
輸
省
、
警
察
庁
と
共
同
で
策
定
し
、

都
市
の
交
通
渋
滞
の
解
消
･
緩
和
、
都
市
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る

(新
規
)。

こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
バ
ス
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等

公
共
交
通
機
関
の
整
備
計
画
及
び
運
用
計
画
と
関
連
道

路
･
交
通
結
節
点
整
備
の
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
、
重

点
的
に
整
備
を
推
進
す
る
。

こ
の
た
め
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ
ム

等
の
イ
ン
フ
ラ
部
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
路
面
電
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車
の
走
行
可
能
な
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

(図
1
)。

求
め
る
経
済
的
な
手
法
の
導
入
に
向
け
て
の
検
討
を
実
施

①

交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

2

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
の
本
格

的
実
施
と
新
た
な
施
策
へ
の
取
組
み

総
合
渋
滞
対
策
支
援
モ
デ
ル
事
業
実
施
都
市
等
を
中
心

に
複
数
者
の
乗
車
す
る
ク
ル
マ
を
優
先
し
て
通
行
さ
せ
る

H
O
V

(雲
沿
け
o
n
o自
営
oこ
く
豊
村
言
)
レ
ー
ン
、
パ
ー

ク
･
ア
ン
ド
･
バ
ス
ラ
イ
ド
等
の
T
D
M
施
策
を
本
格
的

に
実
施
す
る
。

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
適
切
に
交
通
行
動
の
変
更
を

都市圏全域を対象とした都市交通実態調査 (総合交通センサス)

(圏) 交通対策実施協議会における ｢渋滞対策基本方針｣ の検討施
識

実

認

策
本

対
基

運

と

交

状
　
　

(
滞

市

渋

部

･
渋滞対策に関する基本事項 (目標等)

通勤 ･業務などの交通需要の見直し計画

者総合的な都市交通対策……………………… - …………………｢

-①交通容量の拡大施策 :バイパス .環状道路の整備等 -
②交通需要マネジメント (T D M ) 施策 :

パーク ･アンド･バスライド、時差出勤、相乗り、企業シャトルバス等 !

公共交通機関の再編成等利用促進

都市圏交通円滑化総合計画の概要

す
る
。
そ
の
中
で
、
有
料
道
路
の
混
雑
時
の
割
増
、
非
混

雑
時
の
割
引
と
い
っ
た
料
金
制
度
な
ど
の
検
討
を
行
う
と

と
も
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
一
部
都
市
で
実
施
中
の

混
雑
地
域
や
混
雑
時
間
帯
の
道
路
利
用
に
対
し
て
、
課
金

を
し
て
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
や
時
間
の
平
準
化
を

図
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
想
定
し
ア
ン
ケ
ー
ト
手
法

を
活
用
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

(仮
想
実
験
)
を
一
部

都
市
を
対
象
に
実
施
す
る

(新
規
)。

総
合
渋
滞
対
策
支
援
モ
デ
ル
事
業
実
施
都
市

(全
国

一
二
都
市
)
…
札
幌
市
、
秋
田
市
、
宇
都
宮
市
、
長

岡
市
、
金
沢
市
、
豊
田
市
、
高
山
市
、
奈
良
市
、

　　
　
　　

3

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
の
推
進

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
率
的
な
輸
送
体
系
を
確

立
し
、
良
好
な
交
通
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
道
路
の
み

な
ら
ず
航
空
、
海
運
、
水
運
及
び
鉄
道
等
複
数
の
交
通
機

関
の
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
交
通
施
策

(
マ
ル
チ
モ
ー
ダ

ル
施
策
)
を
推
進
す
る
。

○

交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
網
か
ら
、
交
通
拠
点
で
あ
る
空

港
、
港
湾
等
へ
の
連
絡
を
強
化
す
る
道
路
の
整
備
を

行
う
。

一
般
国
道
二
三
号
中
勢
道
路

(特
定
重
要
港
湾
四
日
市

港
)
等

七
五
路
線

②

I
S
O
規
格
四
〇
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
対
応
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等

貨
物
輸
送
の
効
率
化
、
円
滑
化
等
に
対
応
す
る
た

め
、
橋
梁
の
補
修
･
補
強
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

規
制
緩
和
政
策
の
一
環
と
し
て
車
両
の
大
型
化

(総

重
量
二
五
t
)
に
対
応
し
た
約
二
四
、
○
○
○
如
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
概
成
す
る
。
ま
た
、
こ
の
う

ち
海
上
輸
送
コ
ン
テ
ナ
取
り
扱
い
港
か
ら
物
流
拠
点

ま
で
の
輸
送
ル
ー
ト
で
あ
る
約
一
○
、
0
0
0
如
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
上
記
整
備
に
よ

り
、
フ
ル
積
載
し
た
状
態
の
海
上
コ
ン
テ
ナ

(I
S

O
規
格
四
〇
フ
ィ
ー
ト
)
を
ト
レ
ー
ラ
ー
輸
送
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
o

②

公
共
交
通
の
整
備
を
支
援
す
る
道
路
整
備

①

バ
ス
の
使
い
や
す
さ
の
向
上

都
市
及
び
近
郊
の
通
勤
･
通
学
バ
ス
路
線
を
は
じ

め
と
す
る
バ
ス
路
線
に
お
い
て
、
バ
ス
交
通
の
定
時

性
確
保
及
び
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
道
路
拡
幅
、

交
差
点
改
良
、
バ
ス
レ
ー
ン
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
、
パ

ー
ク
･
ア
ン
ド

･
バ
ス
ラ
イ
ド
駐
車
場
整
備
、
バ
ス

道行セ 96.9 2′



停
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化
等
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

③

交
通
結
節
点
の
整
備

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
検
討
を
進
め
る
。

①

交
通
広
場
や
歩
行

ま
た
、
高
速
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

バ
ス
停
周
辺
で
の
駐
車
場
整
備
等
を
実
施
す
る
。

さ
ら
に
、
運
輸
省
が
実
施
す
る
バ
ス
事
業
の
活
性

化
策

(オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
構
想

(仮
称
こ
と
連
携

し
、
｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣を
実
施
す
る

都
市
圏
等
か
ら
モ
デ
ル
都
市
を
選
定
し
、
上
記
バ
ス

利
用
促
進
対
策
を
策
定
す
る

(新
規
)。

バ
ス
レ
ー
ン
の
カ
ラ
ー
舗
装
化

国
道
二
〇
号

(東
京
都
八
王
子
市
)
等

二
六
箇
所

高
速
バ
ス
の
利
便
性
向
上

東
海
北
陸
自
動
車
道
大
和
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
等

一三

箇

所
②

路
面
電
車
に
対
す
る
支
援
策
の
推
進

路
面
電
車
の
走
行
可
能
な
道
路
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
都
心
交
通
改
善
事
業

(
一
般
会
計
)
に
よ

り
架
線
柱
等
の
路
面
電
車
施
設
の
整
備
を
支
援
す
る

(新
規
)。

愛
知
県
豊
橋
市

③

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
及
び
新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
の
整

備
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
及
び
ガ
イ

ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進

す
る
。

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等

一
一
箇
所

①

交
通
広
場
や
歩
行
支
援
施
設
の
整
備

駅
前
広
場
や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
交
通
広
場

の
整
備
や
交
通
結
節
点
に
お
け
る
歩
行
者
の
長
距
離

移
動
、
垂
直
移
動
等
を
軽
減
す
る
歩
行
支
援
施
設
の

整
備
を
実
施
す
る
。

駅
前
広
場
の
整
備

J
R
茅
ヶ
崎
駅
(神
奈
川
県
茅
ヶ
崎

駅
)
等
三
九
0
箇
所

②

道
路
と
広
域
物
流
拠
点
と
の
一
体
的
な
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
等
の
I
C
周
辺
に
、
貨
物
車
の

積
み
替
え
基
地
と
し
て
情
報
セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
広

域
物
流
拠
点
の
立
地
を
図
る
た
め
、
関
連
道
路
、
拠

点
内
道
路
等
の
重
点
整
備
を
行
い
、
運
輸
省
等
と
連

携
し
て
道
路
と
広
域
物
流
拠
点
と
の
一
体
的
整
備
を

推
進
す
る
。

③

共
同
集
配
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
に
よ
る
都
市
内
物

流
効
率
化
の
推
進

物
資
流
動
調
査
等
を
順
次
実
施
し
、
都
市
圏
に
お

け
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
物
流
対
策

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

ま
た
、
運
輸
省
等
の
関
係
省
庁
や
関
係
事
業
者
と

の
連
携
の
も
と
、
都
市
内
共
同
集
配
シ
ス
テ
ム
の
構

築
や
貨
物
車
専
用
駐
車
施
設
等
の
整
備
を
図
る
な
ど

都
市
内
物
流
効
率
化
を
推
進
す
る
。

④

総
合
交
通
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、｢全
国
貨
物

純
流
動
調
査
｣
｢全
国
幹
線
旅
客
純
流
動
調
査
｣を
運
輸
省

等
と
共
同
実
施
し
、
｢道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
｣と
合
わ
せ
て

総
合
交
通
デ
ー
夕
べ
i
ス
を
作
成
す
る
。

三

施
策
の
イ
メ
ー
ジ

路面電車、 パーク ･アンド ･バスライド駐車場のイメージ



地
贓
経
清
麗
造
⑭
諫
軍
麺

嚢
麗
す
る
週
騰
整
備

道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室

一

は
じ
め
に

我
が
国
の
建
設
行
政
の
基
本
的
使
命
は
、
国
土
の
均
衡

あ
る
発
展
と
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
豊
か
で
快
適
な
生

活
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
未
だ
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て

立
ち
遅
れ
て
い
る
住
宅
･
社
会
資
本
を
計
画
的
か
つ
着
実

に
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
我
が
国
の
経
済
･
社
会
情
勢
は
、
国
際
化
、
高

度
情
報
化
、
高
齢
化
、
産
業
の
空
洞
化
と
い
っ
た
歴
史
的

な
転
換
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
国
民
の
経
済
･
社
会

の
ニ
ー
ズ
は
、
多
様
な
選
択
肢
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
･
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、
我
が
国

の
経
済
構
造
の
改
革
を
進
め
る
た
め
、
建
設
行
政
と
し
て

も
地
域
経
済
の
活
性
化
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

新
時
代
を
支
え
る
研
究
開
発
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
へ
の

対
応
、
歴
史
文
化
の
尊
重
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
環
境

の
創
造
な
ど
に
つ
い
て
、
横
断
的
か
つ
総
合
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
道
路
局
に
お
け
る
地
域
経
済
の
活
性
化
へ

の
取
組
み
と
し
て
平
成
九
年
度
概
算
要
求
の
概
要
を
紹
介

す
る
も
の
で
あ
る
。

二

地
域
経
済
の
活
性
化
の
定
め
の
取
組
み

道
路
局
で
は
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
高
齢
化
、
産

業
の
空
洞
化
と
い
っ
た
経
済
･
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
九
年
度
の
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、

①

通
商
産
業
省
と
連
携
し
、
地
域
の
産
業
空
洞
化
対

策
と
新
産
業
へ
の
転
換
を
推
進
す
る

｢新
産
業
創
出

基
盤
形
成
事
業

(仮
称
)｣
の
創
設
。

②

運
輸
省
と
連
携
し
、
国
際
連
携
、
国
際
競
争
を
前

提
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
総
合
的
に
推
進
す
る

｢国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
｣
の
創
設
。

③

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
支
援
施
策
で
あ
る
、
｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事

業
｣
や
｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣、
｢交
流
ふ

れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
｣
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
主
要
施
策
の
積
極
的
な
推
進
。

な
ど
の
施
策
の
も
と
、
地
域
の
経
済
構
造
の
改
革
に
横
断

的
か
つ
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
下
に
こ
れ
ら
の
施
策
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

1

新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業

(仮
称
)

建
設
省
で
は
、
産
業
集
積
地
域
に
お
け
る
空
洞
化
対
策

と
新
産
業
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た
め
、
通
商
産
業
省
と



連
携
し
、
｢新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業

(仮
称
)｣
を
創

設
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
事
業
に
お
い
て
は
、
建
設
省
、
通
商
産
業
省
が
、

地
域

(関
係
市
町
村
及
び
都
道
府
県
)
の
策
定
す
る
計
画

を
支
援
す
る
た
め
、
研
究
開
発
、
連
携
支
援
な
ど
の
ソ
フ

ト
施
策
と
道
路
整
備
、
施
設
整
備
等
の
ハ
ー
ド
施
策
か
ら

な
る
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

道
路
事
業
に
お
け
る
具
体
的
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

は
、
産
業
集
積
地
域
と
国
際
港
湾
･
空
港
、
高
規
格
幹
線

道
路
等
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
ア
ク
セ
ス
改
善
、
地

域
産
業
の
情
報
交
流
の
基
盤
と
な
る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
整
備

(情
報
B
O
X
注
1
な
ど
)
の
支
援
な
ど
が
あ
る

(図
1
)。

現
在
、
事
業
の
実
施
方
針
に
つ
い
て
通
商
産
業
省
と
検

討
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
注
2
で
あ
る
。
今
後
は
、
全
国
二

○
地
域
程
度
の
地
域
に
お
い
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

2

国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

国
際
化
時
代
を
む
か
え
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
当
た
っ
て

も
国
際
連
携
、
国
際
競
争
を
前
提
と
し
た
整
備
水
準
を
確

保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
運
輸
省
と
建
設

省
が
連
携
し
、
国
際
交
流
の
促
進
と
我
が
国
経
済
の
国
際

競
争
力
の
強
化
を
担
う
港
湾
や
空
港
江
3、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
等
を
活
用
し
た
広
域
的
な
連
携
と
地
域
の
活
性
化
の

た
め
の
地
域
の
取
組
み
を
支
援
す
る

｢国
際
交
流
イ
ン
フ

ラ
推
進
事
業
｣
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
運
輸
省
で
八
年
秋
に
策
定
さ
れ
る
港
湾

整
備
五
箇
年
計
画
･
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
と
連
携
し
、

港
湾
や
空
港
、
高
規
格
幹
線
道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◎企業の立地促進のための税制、融資 等

建設省所管事業
◎産業集積地域と国際港湾･空港、高規格幹線道路等のlCとのアクセス改善
噂地域産業の情報交流の基盤となる情報通信インフラの整備(情報BO Xなど
◎都市基盤の整備(土地区画整理事業等) 等

図

アクセス道路の整備

新産業創出基盤形成事業のイメージ

道路一体型広域物流拠点

情報通信基盤(情報BOXなど)の整備



か
ら
な
る
国
際
的
な
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
広
域
物

流
拠
点
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ

(情
報
B
O
X
な
ど
)
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
計
画

(概
ね
五
年
)
を
策
定
し
、

九
年
度
よ
り
計
画
的
･
重
点
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
計
画
の
策
定
及
び
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
中
枢
都
市
等
を
中
心
と
し
た
広
域
的
な
地
方
圏
毎

に
、
地
方
公
共
団
体
、
港
湾
建
設
局
、
地
方
航
空
局
、
地

方
建
設
局
等
か
ら
な
る
協
議
会
を
設
け
、
事
業
の
総
合

的
･
効
率
的
な
実
施
を
図
る

(図
2
)。

今
後
、
九
年
度
か
ら
の
事
業
実
施
に
向
け
、
運
輸
省
で

八
年
秋
に
策
定
さ
れ
る
港
湾
整
備
五
箇
年
計
画
･
空
港
整

備
五
箇
年
計
画
と
の
調
整
、
事
業
の
実
施
方
針
の
決
定
等

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

3

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

支
援

建
設
省
道
路
局
で
は
、
こ
こ
ま
で
に
紹
介
し
た
二
施
策

の
他
に
も
、
地
域
の
経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
道
路

整
備
を
引
き
続
き
重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
。

①

21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣と
は
、
地
方
都
市
圏

の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
地
方

公
共
団
体
が
地
域
の
個
性
や
創
意
工
夫
に
よ
り
自
ら

作
成
す
る
生
活
基
盤
と
産
業
基
盤
な
ど
の
整
備
計
画

(概
ね
五
年
程
度
)を
基
に
、
通
商
産
業
省
及
び
建
設

省
が
所
管
の
各
種
支
援
施
策
を
重
点
的
に
実
施
し
て

い
く
も
の
で
あ
る

(図
3
)
。

本
事
業
は
平
成
八
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
り
、
現

在
ま
で
に
栃
木
県
宇
都
宮
市
周
辺
地
域
な
ど
一
六
圏

域
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
九
年
度
に
向

け
て
追
加
認
定
を
行
い
注
4、
全
国
約
三
○
圏
域
程
度

に
お
い
て
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

②

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣と
は
、
地
域
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
不
可
欠
な
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
た
め
に
、
バ
イ
パ
ス
、
拡
幅
、

新
設
な
ど
の
道
路
事
業
の
う
ち
、
さ
ら
に
整
備
を
早

め
る
こ
と
で
大
き
な
事
業
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の

に
つ
い
て
、
重
点
投
資
に
よ
る
整
備
の
推
進
を
図
る

平
成
八
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
る
。

道
路
の
重
点
投
資
箇
所
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県

等
の
要
望
等
を
踏
ま
え
決
定
し
、
整
備
効
果
の
早
期

発
揮
等
を
考
慮
し
て
供
用
目
標
年
度
を
定
め
て
い
る
。

現
在
は
、大
規
模
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
支
援
と
し
て
｢世

道行セ 96,9 25

2 )通商産業省所管事業
1.研究開発施設等の整備

2.商店街 ･共同店舗整備の支援

3.中小企業による共同物流施設整備等に

対する支援 等

｢
l
r
ト
ー
I
J

2

置
設

　

　
　

　
　 建設省所管事業

区

等

故
備

路

ン
整
備

道

X
場
整

ィ

K
輪
の

テ

溝
駐
等

-一
同

･
略

ュ
共
場
道

ミ
線
車
運

コ
電

駐

関

L

2

3

4

　

　

　

｢
事
I
1イ
ー
I
L

図

国際交流 ･連携計画 (仮称) の策定
①国際的な連携強化の目的

･国際的プロジェクト支援

物 流コストの低減による国際競争力の強化 等
②道路 ･港湾 ･空港の事業計画 (概ね5年間)

　　　　　　　　　　　　
運輸〔凌匙期鰐際篝対応、

地方ブロック及び都道府県において

地方公共団体、運輸省や建設省が連携し協議会を設置

事業の計画的 ･重点的実施及びフォローアップ



界
イ
ベ
ン
ト
村
ぎ
ふ
(岐
阜
県
)｣
を
は
じ
め
と
す
る

一
六
八
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(四
七
都
道
府
県
･
七
政
令

指
定
都
市
)
に
つ
い
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

③

交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業

｢交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
｣と

は
、
地
形
的
な
制
約
等
の
た
め
交
通
が
阻
害
さ
れ
て

い
る
市
町
村
間
等
の
都
道
府
県
又
は
市
町
村
道
に
お

い
て
、
大
規
模
な
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
整
備
に
よ
り

相
互
地
域
の
交
流
と
連
携
の
強
化
を
図
る
も
の
で
あ図 4 交流ふれあいトンネル ･橋梁整備事業

る

(図
4
)。

平
成
九
年
度
は
、
青
森
県
の
蟹
田
町
と
中
里
町
を

結
ぶ

｢
や
ま
な
み
ト
ン
ネ
ル
｣
を
は
じ
め
と
す
る
全

国
八
五
箇
所
に
お
い
て
事
業
を
推
進
す
る
予
定
で
あ

る
%

④

｢道
の
駅
｣
注
5
の
整
備
･
活
用

地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
地
域
交
流
の
核
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
や
多
機
能
化
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
等
の

設
置
す
る
物
産
館
や
郷
土
資
料
館
等
の
地
域
振
興
施

設
と
連
携
し
て

｢道
の
駅
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
九
年
度
は
、
全
国
で
約
八
○
箇
所
に
お
い
て
整

備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
農
林
水
産
省
と
連
携
し
、
中
山
間
地
域

の
交
流
･
連
携
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
、｢道
の
駅
｣

の
多
機
能
化
や
情
報
発
信
機
能
の
強
化
を
図
る

｢ふ

る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
、
林
野
庁
の
治
山
事
業
に
よ
る
遊
歩
道
整
備

や
自
然
林
改
良
と
の
連
携
整
備
や
、
河
川
事
業
に
よ

る
親
水
公
園
等
の
整
備

(水
辺
プ
ラ
ザ
等
)
と
の
連

携
整
備
な
ど
に
よ
り

｢道
の
駅
｣
の
拠
点
整
備
を
推

進
し
て
い
く
。

三

お
わ
り
に

以
上
に
よ
う
に
建
設
省
道
路
局
で
は
、
経
済
･
社
会
の

変
化
に
対
応
し
、
経
済
構
造
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
た

め
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
に
あ
た

っ
て
は
、
省
庁
間
で
の
連
携
や
地
域
の
個
性
や
特
色
を
考

慮
し
つ
つ
総
合
的
･
効
率
的
な
実
施
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
o

今
後
と
も
、
国
民
の
多
様
な
経
済
･
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

反
映
し
つ
つ
、
積
極
的
な
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
所
存

で
あ
り
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
る
。

(注
)
l

情
報
B
O
X
"
I
T
V

合
口
△こ
の町
證
]
↓
の布
く
踏
5
5
の
略
)
等

の
情
報
機
器
を
活
用
し
た
道
路
管
理
の
高
度
化
、
V
I
C
S
(道
路
交

通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)等
利
用
者
に
対
す
る
情
報
提
供
の
充
実
、
さ

ら
に
は
将
来
に
向
け
て
の
I
T
S
(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
一

層
の
推
進
の
た
め
、
一
般
国
道
並
び
に
主
要
な
都
道
府
県
道
等
に
お
い

て
、
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
収
容
す
る
空
間
。

な
お
、
民
間
の
全
国
的
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

支
援
す
る
た
め
に
、
電
気
通
信
事
業
者
、
有
線
放
送
事
業
者
等
の
敷
設

も
可
能
と
す
る
。

(注
)
2
･
4

当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
全
体
の
施
策
と
し
て
総

合
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

(協
議
窓
臼
"
建
設
経
済
局
事
業
調
整
官

室
)。

(注
)
3

国
際
的
な
港
湾
･
空
港
は
、
以
下
の
様
に
仮
定
す
る
と
全
国
で

八
〇
箇
所
に
の
ぼ
る
。

港
湾
"
外
国
貿
易

(輸
出
、
輸
入
)
貨
物
t
、
数
五
〇
〇
万
t
以
上
の

港
湾

三
九
箇
所

空
港
…
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
含
め
一
カ
月
に
一
便
以
上
の
国
際
便
の
就

航
す
る
空
港

三
一
箇
所

(注
)
5

道
の
駅
"
主
要
な
幹
線
道
路
に
お
い
て
、
パ
ー
キ
ン
グ
等
の
休

憩
施
設
と
、
地
域
の
歴
史
･
文
化
･
特
産
等
の
地
域
情
報
を
提
供
す
る

地
域
振
興
施
設
を
一
体
的
に
整
備
し
、
休
憩
機
能
、
情
報
交
流
機
能
、

地
域
連
携
機
能
の
三
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
。
平
成
八
年
八
月
現

在
全
国
三
一
三
箇
所
登
録
済
み
。
長
期
構
想
で
は
全
国
約
『

○
○
○

箇
所
。

26 道行セ 96.9



桑
成
人
禦
漉

道
路
局
道
路
総
務
課

②

ロ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク

③
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

④
｢道
の
日
｣
セ
レ
モ
ニ
ー

⑤
道
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

〈
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
)

午
前
九
時
五
分
、
｢道
の
H
｣
に
つ
い
て
の
説
明
と
実
行

委
員
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
イ
ベ
ン
ト
は
開
幕
。
ウ
オ
ー

ク
に
参
加
さ
れ
る
来
賓

(建
設
技
監
、
都
市
局
長
、
道
路

局
長
)
と
タ
レ
ン
ト

(生
稲
晃
子
さ
ん
、
島
崎
和
歌
子
さ

ん
)
が
紹
介
さ
れ
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
注
意
事
項
の
説
明
の
後
、
全
員
で
元
気
よ
く
出

発
コ
ー
ル
を
行
い
、
九
時
一
五
分
、
参
加
者
は
コ
ー
ス
別

に
分
か
れ
て
会
場
を
出
発
し
ま
し
た
。

〈
ロ
ー
ド
.ウ
オ
ー
ク
し

名
所
旧
跡
や
道
路
の
新
工
法
採
用
箇
所
な
ど
が
紹
介
さ

今
年
も
八
月
一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
を
記
念
し
て
、
｢道

の
日
｣
実
行
委
員
会
に
よ
る
中
央
行
事
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨
年
ま
で
の
物
産
展
か
ら
内
容
を

一
新
し
、
｢道
路
に
親
し
む
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
る
｣と

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
上
野
公
園
に
会
場
を
移
し
、
ロ

ー
ド
ウ
オ
ー
ク
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
約
九
〇
〇
名
の
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
を
は
じ
め
、

上
野
公
園
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
へ
｢道
の
日
｣
の
趣
旨

を
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

｢道
の
日
｣
ロ
ー
ド
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
概
要

日
時
…
平
成
八
年
八
月
一
○
日
田

九
"
○
o
i

一
三
…
三
〇

場
所
"
上
野
恩
賜
公
園
水
上
音
楽
堂

主
催
…
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

(会
長

浅
井
新
一
郎
)

構
成
"
①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

本郷通り、言問通りなどを楽しく散策

　　
　

　
　

終
こ
が

　　
　
　
　

れ
て
い
る
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
楽
し
く
下
町
を
散

策
。
予
想
さ
れ
た
ほ
ど
気
温
が
上
が
ら
ず

(最
高
気
温
三

一
度
)、
風
も
適
度
に
吹
い
た
た
め
、
体
調
を
崩
し
た
方
も

な
く
、
約
六
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
全
員
が
完
歩
し
ま
し
た
。

【東
京
ド
ー
ム
コ
ー
ス
-

水
上
音
楽
堂
↓
湯
島
駅
↓

(五
軒
町
通
り
)
↓
湯
島
聖
堂

↓
お
茶
の
水
駅
↓

(外
堀
通
り
)
↓
水
道
橋
駅
↓

(白
山

通
り
)
↓
東
京
ド
ー
ム
↓

(春
日
通
り
)
↓
湯
島
天
神
↓

湯
島
駅
↓
水
上
音
楽
堂

｢
東
京
大
学
コ
ー
ス

-

水
上
音
楽
堂
↓
湯
島
駅
↓
湯
島
天
神
↓

(春
日
通
り
)
↓

本
郷
三
丁
目
駅
↓

(本
郷
通
り
)
↓
東
京
大
学
↓

(言
問

通
り
)
↓
根
津
駅
↓

(言
問
通
り
)
↓
寛
永
寺
↓
上
野
国
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会
図
書
館
↓
上
野
公
園
↓
水
上
音
楽
堂

水
上
音
楽
堂
に
戻
っ
て
き
た
参
加
者
は
、
全
国
四
七
都

道
府
県
の
特
産
品
が
当
た
る
福
引
き
に
挑
戦
。
民
芸
品
な

ど
が
当
た
る
度
に
歓
声
が
上
が
り
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
全
員
に
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
、
道
路
の
絵

ハ
ガ

キ
、
道
路
美
化
袋
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
し
た
。

(
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

一
一
時
一
〇
分
、
参
加
者
全
員
が
席
に
着
い
た
と
こ
ろ

で
、
生
稲
晃
子
さ
ん
、
島
崎
和
歌
子
さ
ん
、
司
会
者
の
三

名
で
道
に
つ
い
て
対
談
。
ま
た
、
｢
ク
イ
ズ

『道
』
知

っ
て

　 　 　 　 　 　ズ 、 着
　
　 　　　

る
つ
も
り
｣
と
題
し
て
、
歩
い
た
コ
ー
ス
に
関
す
る
ク
イ

ズ
を
出
題
。
正
解
者
に
は
生
稲
晃
子
さ
ん
、
島
崎
和
歌
子

さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り

｢道
の
日
｣
T
シ
ャ
ツ
が
進
呈
さ
れ

る
と
あ

っ
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

へ
｢道
の
日
｣
セ
レ
モ
ニ
ー
〉

タ
レ
ン
ト
退
場
後
、
来
賓
を
迎
え
、
｢道
の
日
｣
の
記
念

式
典
を
実
施
。
技
監
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
完
歩
証
授
与
式

が
行
わ
れ
、
実
行
委
員
会
会
長
か
ら
参
加
者
代
表
に
完
歩

証
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。
最
後
に
実
行
委
員
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
新

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
紹
介
で
セ
レ
モ
ニ
ー
を
締
め
く
く
り

=
時
四
五
分
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

道̂
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
〉

ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
は
、
事
前
応
募
者
を
対
象
と
し
た
行

事
で
す
。
そ
こ
で
、
当
日
、
上
野
公
園
に
遊
び
に
来
ら
れ

る
方
に
も
道
路
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
水
上
音
楽
堂
周
辺
に
カ
ラ
ー
テ
ン
ト
を
並
べ
、
道
路

に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま
し
た
。

｢高
度
情
報
通
信
社
会
と
道
路
｣を
テ
ー
マ
と
し
た
建
設

省
等
の
最
新
施
策
の
パ
ネ
ル
や
、
四
七
都
道
府
県
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
地
元
の
美
し
い
道
路
の
パ
ネ
ル
を
展
示
。
夏
休

み
中
の
土
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
朝
か
ら
家
族
連
れ

を
中
心
に
に
ぎ
わ
い
、
パ
ネ
ル
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
す
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、

多
く
の
方
々
の
関
心
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

へ最
後
に
〉

今
年
は

｢道
の
日
｣
制
定
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
、
行

事
内
容
の
変
更
、
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
定
な
ど

中
央
行
事
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ー
ド
ウ
オ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
道
路
そ
の
も
の
を
使

っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す

る
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
と
い
う

｢道
の

日
｣
の
趣
旨
が
、
参
加
者
の
み
な
ら
ず
、
沿
道
の
方
々
に

も
伝
わ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
も
、
全
国
か
ら
人
が

訪
れ
る
上
野
公
園
の
特
性
を
活
か
し
、
道
路
行
政
の
P
R

に
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
も
基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
に

も
身
近
で
あ
る
た
め
に
そ
の
存
在
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な

道
路
に
つ
い
て
、
今
後
と
も

｢道
の
臼
｣
が
そ
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
契
機
と
な
る
よ
う
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
行
事
の
実
施
に
当
た
り
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
方
面
の
皆
様
に
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　纖



平
成
八
年
度
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
行
事
報
告

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

建
設
省
で
は
、昭
和
三
三
年
に
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

を
設
け
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
保
つ
た
め
、
道
路

管
理
者
と
関
係
機
関
が
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検

･
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
道
路
の
正
し
い
利
用
の
指
導
と
道
路

愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
八
月

一
日
か
ら
八
月
三
一
日
ま
で
全
国
各
地
で
各
種
の
行
事
を

実
施
し
て
い
る
o

早
い
も
の
で
本
月
間
も
本
年
で
三
九
回
め
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
間
、
建
設
省
を
中
心
と
し
た
、
関

係
他
省
庁
、
地
方
公
共
団
体
、
道
路
関
係
団
体
等
が
、
他

省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
、
相
互
に
連
携
を
と
っ
て
、
充
実

し
た
企
画
、
立
案
の
も
と
に
子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広

い
世
代
の
人
々
に
多
彩
な
行
事
を
通
じ
て
道
路
の
整
備
や

機
能
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
道
路
の
も
っ
て
い
る
役
割
や

使
い
方
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
住
民
参

加
型
の
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。

道
路
は
、
国
民
経
済
、
国
民
生
活
を
支
え
、
国
民
生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
的
な
施

設
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
に
、

そ
の
重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
の
月
間
中
の
中
央
行
事
と
し
て
は
、

　　　　　　　　　　　
- -一8 月は道路をまもる月間 - -

8月8日の水曜日.囲幽l母く撰田邊･弁におるvて趨醐覇鰐が襄髓され俵す◇卸日歩いてい詩蟹国調もJをあんなの力でもっともっと蓬れも、にしようではあり決琶んめし
撥囮幽り箱組の省庁ヤビルヘお鴎めの闇宣ん.あなたがいないと、始まりませんよD

官庁街の道路清掃

　 　 　

『通路をまもる卿醐』㈲事
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｢道
｣
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
道
路
に
親
し
む
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
り
、
昨
年
度
ま
で
の
物
産
展
に
代
わ
っ
て
、

都
市
幹
線
道
路
を
歩
く
｢
ロ
ー
ド
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
｣
が
｢道

の
日
｣実
行
委
員
会
主
催
に
よ
り
八
月
一
〇
日
｢道
の
日
｣

に
実
施
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
に
い
た
る
ま
で
、

ま
た
、外
国
人
も
含
め
て
約
三
時
間
の
道
程
を
歩
い
た
(口

絵
参
照
)。

ま
た
、
月
間
行
事
の
一
環
と
し
て
八
月
八
日
困
八
時
四

五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま
で
建
設
省
道
路
局
、
関
東
地
方

建
設
局
の
主
催
に
よ
る
官
庁
街
の
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
作
戦

が
実
施
さ
れ
た
。

国
道
一
号
、
桜
田
通
り
の
警
視
庁
前
桜
田
門
交
差
点
か

ら
虎
ノ
門
交
差
点
ま
で
の
約
一
如
の
歩
道
や
緑
地
帯
を
沿

道
の
官
庁
ビ
ル
等
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々
三
五
〇
名
が
、

箒
、
熊
手
を
手
に
清
掃
を
行
い
、
快
い
汗
を
流
す
と
と
も

に
道
路
の
大
切
さ
を
通
勤
途
上
の
人
々
に
も
ア
ピ
ー
ル
し

た
。さ

ら
に
、
八
月
二
三
日
箇
に
は
、
日
本
の
道
を
考
え
る

会
主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
｢
日
本

･
E

U
に
お
け
る
道
路
政
策
の
新
た
な
展
開
｣
に
つ
い
て
、
道
路

審
議
会
委
員
中
村
英
夫
先
生
、
竹
内
佐
和
子
先
生
及
び
欧

州
委
員
会
運
輸
総
局
内
陸
物
流
課
長
□
<
P口
く
｢8
封
ヨ

氏
等
を
迎
え
て
日
本
と
E
U
の
行
政
担
当
者
に
よ
る
最
新

の
施
策
の
動
向
紹
介
及
び
行
政
担
当
者
と
有
識
者
に
よ
る

意
見
交
換
を
行
い
、
道
路
の
健
全
な
利
用
と
自
動
車
交
通

の
発
達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
し
て
、
議
論
を
行
っ
た
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
で
は
、
｢国
民
共
有
の
財
産
で

あ
る
道
路
は
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
｣
を
基
本

テ
ー
マ
と
し
、
報
道
機
関
等
の
協
力
も
得
て
、
道
路
の
意

義
、
重
要
性
に
つ
い
て
広
報
す
る
と
と
も
に
本
運
動
の
周

知
徹
底
を
図
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
展
示
会
、
道

路
見
学
会
等
の
行
事
の
実
施
、
ポ
ス
タ
ー
等
の
掲
示
、
パ

ン
フ
、
グ
ッ
ズ
の
配
布
等
各
地
の
実
情
に
即
し
た
広
報
活

動
を
全
国
各
地
で
実
施
し
、
道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発

道
路
愛
護
の
精
神
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

次
に
各
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
活
動
状
況
等
を
ご
紹
介
し
た
い
。

道
路
フ
ェ
ア
96

東
北
地
方
建
設
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
い
、

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
べ
く
本
局
を
は
じ
め
と
し
て

管
内
の
各
事
務
所
で
種
々
の
行
事
を
実
施
し
た
。
簡
単
に

主
な
も
の
を
紹
介
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

青
森
…
｢道
路
パ
ネ
ル
展
｣
(青
森
工
事
事
務
所
)

岩
手
…
｢ザ
･
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
%
｣
(岩
手
工

事
事
務
所
)

｢道
の
日
m
宮
古
｣
(三
陸
国
道
工
事
事
務
所
)

秋
田
…
｢%
ロ
ー
ド
フ
ェ
ア
秋
田
｣
(秋
田
工
事
事
務
所
)

｢
『道
路

･
み
ち
』
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
%
｣
(湯

沢
工
事
事
務
所
)

｢
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
96
m
の
し
ろ
｣
(能
代
工
事

事
務
所
)

山
形
…
｢
『道
の
日
』
コ
ン
サ
ー
ト
&
ダ
ニ
エ
ル
･
カ
ー

東
北
地
方
建
設
局

ル
講
演
会
｣
(山
形
工
事
事
務
所
)

｢%
道
路
展
｣
(酒
田
工
事
事
務
所
)

福
島
…
｢道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
(福
島
工
事
事
務

所
)

｢I

L
O
V
E

R
O
A
D

郡
山
%
｣
(郡

山
国
道
工
事
事
務
所
)

宮
城
県
内
で
は
、
八
月
一
○
日
田
-
八
月
三

日
㈲
の

二
日
間
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
行
事
実
行
委
員
会

(東
北

地
方
建
設
局
及
び
仙
台
工
事
事
務
所
･
東
北
幹
線
道
路
調

査
事
務
所
･
宮
城
県
･
仙
台
市
･
日
本
道
路
公
団
仙
台
管

理
局
･
宮
城
県
道
路
公
社
)
主
催
の

｢道
路
フ
ェ
ア
%
』

が
、
仙
台
市
の
勾
当
台
公
園
市
民
の
広
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

今
回
で
一
〇
回
目
を
数
え
る

｢道
路
フ
ェ
ア
%
｣
の
テ

ー
マ
は
、
“道
と
遊
ぼ
う
、
道
を
知
ろ
う
“で
、
道
路
行
政

J O 道行セ 96.9



に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
、
遊
び
な
が
ら
知
っ
て
も
ら
い
、

か
つ
知
識
と
し
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

初
日
の

一
〇
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
、
主
催
者
代
表
挨
拶
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
引
き
続
き
、

仙
台
市
内
の
小
学
生
の
応
募
に
よ
る

｢道
路
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
｣
及
び
東
北
地
方
の
道
路
を
対
象
と
し
た

｢東
北

地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
｣
の
入
賞
者
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。
今
年
は
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
四
、
0
六
六
点
、

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
二
、
七

一
一
点
も
の
応
募
が
あ
り
、

回
数
を
重
ね
る
毎
に
た
く
さ
ん
の
優
秀
な
作
品
を
頂
い
て

い
る
。

陸道に人力車走る｣ 実行委員会が (オープニング

そ
の
後
、
勇
壮
な
米
山
丸
山
太
鼓
の
音
色
と
共
に
、
｢リ

ア
ス
三
陸
道
に
人
力
車
走
る
｣
実
行
委
員
会
が
、
三
陸
縦

貫
自
動
車
道
の
早
期
実
現
と
道
路
の
通
行
安
全
を
願
い
、

陸
前
高
田
市
か
ら
気
仙
沼
市
を
経
由
し
八
台
の
人
力
車
で

到
着
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
た
。

会
場
で
は
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
、
メ
イ
ン
の

｢道
路

も
の
し
り
博
物
館
｣
と
題
し
た
テ
J
マ
ゾ
ー
ン
で
は
、
入

賞
作
品
に
よ
る
絵
画
展
及
び
写
真
展
の
他
、
道
路
を
取
り

巻
く
状
況
や
道
路
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
す
る

｢
こ
れ
か

ら
の
道
づ
く
り
｣
｢道
路
に
強
く
な
ろ
う
｣
｢
ヒ
ス
ト
リ
ー

･

オ
ブ

･
ロ
ー
ド
｣
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

｢
こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
｣
で
は
、
四
面
マ
ル
チ
ビ
ジ

ョ

ン
で
I
T
S
モ
デ
ル
地
区
の
V
T
R
を
上
映
し
た
り
、
協

賛
企
業
で
あ
る
N
T
T
の
協
力
を
得
て
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ

り
来
場
者
に
自
由
に
道
路
交
通
情
報
の
検
索
を
行
っ
て
も

ら
う
な
ど
、
新
し
い
技
術
開
発
の
現
状
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
ま
た
次
期
道
路
整
備
計
画
に
む
け
た
P
R
と
し
て
、

今
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
行
っ
た
一
般
の
方
か
ら

の
意
見
公
募
活
動
の
紹
介
や
、
疑
問
に
対
す
る
回
答
を
パ

ネ
ル
に
よ
り
行
っ
た
。
他
に
は
、
管
内
の
高
規
格
･
地
域

高
規
格
事
業
紹
介
や
、
二
一
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
紹
介
、

ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
。

｢道
路
に
強
く
な
ろ
う
｣で
は
舗
装
を
テ
ー
マ
に
、
一
般

国
道
･
高
規
格
道
路
･
高
速
道
路
･
空
港
の
滑
走
路
の
そ

れ
ぞ
れ
の
舗
装
の
違
い
や
、
舗
装
の
排
水
性
･
透
水
性
に
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つ
い
て
パ
ネ
ル
説
明
を
行

っ
た
。

｢
ヒ
ス
ト
リ
ー

･
オ
ブ

･
ロ
ー
ド
｣
で
は
、
日
本
及
び
世

界
各
地
の
歴
史
的
な
道
路
に
つ
い
て
、
電
照
説
明
パ
ネ
ル

を
設
置
し
た
。
例
え
ば
日
本
初
の
宮
道
(国
道
)
｢竹
内
街

道
｣、
日
本
初
の
ト
ン
ネ
ル
｢青
の
洞
門
｣、
世
界
最
古
の

道
路

｢
コ
ハ
ク
の
道
｣
等
で
あ
る
。

来
場
者
に
と
っ
て
は
い
ず
れ
も
普
段
な
じ
み
が
少
な
い

情
報
と
思
わ
れ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
関
心
を
示
し
て
く

だ
さ
る
か
予
測
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
熱

心
に
一
つ
一
つ
の
展
示
物
を
見
学
す
る
姿
が
多
く
み
う
け



ら
れ
た
。

他
に
人
気
が
高
か
っ
た
の
は
、
｢集
合
鍵
楽
し
い
車
た

ち
｣
の
ス
ペ
ー
ス
や
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
、
高
所
作
業

車
、
災
害
対
策
車
、
水
陸
両
用
車
、
除
雪
車
、
パ
ト
カ
ー

白
バ
イ
、
地
震
体
験
車
等
を
間
近
で
見
た
り
、
ド
ラ
イ
ブ

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
運
転
の
疑
似
体
験
を
す

る
た
め
に
順
番
待
ち
を
す
る
人
々
が
集
ま
っ
て
い
た
。

今
回
は
土
･
日
と
夏
休
み
期
間
が
重
な
っ
た
た
め
、
親

子
連
れ
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
｢道
の
日
｣
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
っ
ち
だ
ヨ
ウ
平
を
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
に
し
た

｢
ふ
わ
ふ
わ
ヨ
ウ
平
｣
や
、
｢
ヨ
ウ
平
く
ん
と

世
界
の
昆
虫
館
｣
と
題
し
た
標
本
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
等
を

設
け
た
。
ま
た
、
会
場
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
"舞

ち
ゃ
ん
“

こ
と
ひ
ら
た
み
お
さ
ん
と
橋
本
潮
さ
ん
の

｢ト
ー
ク
&
ソ

ン
グ
シ
ョ
ー
｣
、
人
気
ア
ニ
メ
｢忍
た
ま
乱
太
郎
｣
の
ぬ
い

ぐ
る
み
シ
ョ
ー
、
道
路
に
関
す
る

｢0
×
ク
イ
ズ
大
会
｣

等
が
実
施
さ
れ
、
二
日
間
で
約
一
五
、
0
0
0
人
の
入
場

者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣運
動
期
間
中
に
は
、
警
察
、
公

益
事
業
者
等
と
の
合
同
に
よ
る
道
路
占
用
物
件
の
適
正
化

指
導
･
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道
路
施
設
等
の
安
全
点
検
、
大
型

車
両
の
現
地
指
導
取
締
等
を
行
い
、
不
法
占
用
物
件
の
是

正
措
置
、
交
通
安
全
確
保
等
に
努
め
た
。

今
後
と
も
道
路
の
意
義
、
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
理

解
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
、
快
適
な
道
路
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
に
、
本
運
動
期
間
中
に
限
ら
ず
、
日
頃
か

ら
道
路
愛
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
節
｣

i
さ
あ
、
未
知
な
る
道
へ
ス
タ
ー
ト
!

八
月
七
日
閖
、
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
噴
水
広
場

に
お
い
て
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
日

本
電
信
電
話
㈱
(N
T
T
)、
東
京
電
力
㈱
、
東
京
ガ
ス
㈱

の
協
賛
各
社
の
協
力
の
も
と
に
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
一
般
の
人
が

自
由
に
参
加
で
き
る
こ
と
、
多
数
の
人
を
集
客
す
る
こ
と

に
ポ
イ
ン
ト
を
お
き
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い

世
代
の
人
々
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

｢道
路
の
意

義
･
重
要
性
｣、
｢道
路
の
正
し
い
利
用
｣
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
一
緒
に
考
え
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
内
容
と
し

た
。当

日
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
｢ト
ム
と
ジ

ェ
リ

ー
｣
に
よ
る
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
、
｢ダ

･
カ
ー
ポ
｣
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
現
役
東
大
生
に
よ
る
大
道
芸
等
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

｢道
｣
に
つ
い
て
の
話
を
し
な
が
ら

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
｢道
｣
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

協
賛
企
業
各
社
の
P
R
･
ク
イ
ズ
出
題
を
は
さ
み
、
｢ビ

ジ

ュ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
!
さ
あ
、
未
知
な
る
道

へ
ス
タ

ー
ト
円
ゞ
｣
と
題
し
て
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
一
六
面
マ
ル

チ
モ
ニ
タ
i
を
使
用
し
て
、
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
さ
れ
た

｢道
｣
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
も
と
に
ゲ
ス
ト
タ
レ
ン
ト

(富
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｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
広
報
行
事
実
施
報
告

関
東
地
方
建
設
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
を
ま
も

る
月
間
｣、
八
月

一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿

っ
て
、

各
地
方
公
共
団
体
等
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
本
局
及

び
各
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
等
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
都
度
多
く
の
方
々
の
参

加
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

関
東
地
方
建
設
局

今
年
も
例
年
同
様
本
局
を
は
じ
め
各
事
務
所
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
広
報
行
事
を
実
施
し
て
い
る
。
以
下
、
関
東

地
方
建
設
局
管
内
各
地
で
実
施
し
た
行
事
の
う
ち
、
本
局

道
路
部
に
お
い
て
実
施
し
た

｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
%
｣
を

中
心
に
紹
介
す
る
。



田
隆
、
水
島
格
允
、
ア
ニ
マ
ル
梯
団
)
に
よ
る
ト
ー
ク
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

一
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
、
三
組
の
ゲ
ス
ト
タ
レ
ン
ト
が

そ
れ
ぞ
れ
解
答
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
、
会
場
の
お
客
様
は

誰
の
解
答
が
正
し
い
か
を
当
て
、
正
解
者
に
は
記
念
品
を

進
呈
す
る
と
い
う
形
で
展
開
し
、
会
場
に
来
て
い
る
人
た

ち
に
も
ゲ
ス
ト
の
ト
ー
ク
や
大
画
面
に
映
し
出
さ
れ
る
映

像
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
｢道
｣
に
つ
い
て

一
緒

に
考
え
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
会
場
で
は

｢道
路
の
正
し
い
利
用
｣、
｢道
路
の

美
化

･
愛
護
｣
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

P
R
し
た
。

当
日
は
、
約
五
、
○
○
0
人
の
人
々
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
、
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

火
ト
ー

　
　サン

巡

図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

8月は｢道路をまもる月間｣ご
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｢道
の
あ
る
風
景
｣
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

八
月
九
日
か
ら
八
月
一
九
日
ま
で
北
の
内
公
園
･
科
学

技
術
館
に
お
い
て
、
第
九
回

｢道
の
あ
る
風
景
｣
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
･
写
真
展
が
開
催
さ
れ
た
。

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
①
町
と
街
、
地
域
と
地
域
を
結
び

つ
け
て
、
文
化
や
暮
ら
し
の
交
流
を
生
み
出
し
て
い
る
道

路
。
②
社
会
を
支
え
、
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
い

る
道
路
。
③
憩
い
の
空
間
を
つ
く
り
、
快
適
な
町
づ
く
り

を
助
け
て
い
る
道
路
。
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
小

中
高
校
生
の
目
で
と
ら
え
た
作
品
を
一
般
の
人
た
ち
に
も

鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
道
路
愛
護
思
想
の
啓
発
を

(J

本
年
度
も
約
三
、
0
0
0
点
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
3

こ
れ
ら
の
写
真
を
通
じ
て
多
く
の
人
た
ち
に

｢道
路
の
果

9

た
す
役
割
、
大
切
さ
、
正
し
い
利
用
｣
に
つ
い
て
理
解
し

9セ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
確
信
し
て
い
る
。

断

3

事
務
所
の
主
な
行
事
の
紹
介

東
京
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
八
月
二
三
日
に

｢少
年

少
女
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
｣
が
実
施
さ
れ
た
。
小
学
校
高
学

年

(小
四
-
小
六
)
を
対
象
に
、
国
道
一
号
、
一
五
号
を

約

一
如
に
わ
た
っ
て
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
き
、

国
道
二
四
六
号
青
山
共
同
溝
を
見
学
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
｢道
路
の
意
義

･
重
要
性
｣
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

常
陸
工
事
事
務
所
で
は
、
八
月
九
日
に

｢道
の
日
街
頭

P
R
｣
が
実
施
さ
れ
た
。
J
R
水
戸
駅
前
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
上
に
お
い
て
、
チ
ラ
シ
等
の
配
布
、
写
真
パ
ネ

ル
、
事
業
実
施
箇
所
の
バ
ー
ス
等
の
展
示
を
行
い
、
道
路

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図

る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
各
事
務
所
に
お
い
て

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
の
広
報
行
事
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
多
数
の
方
々
に

対
し

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
趣
旨

を
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
。



ル
｣
を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
、
小
学
生
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
、
万

代
太
鼓
、
.女
池
太
鼓
の
競
演
、
地
元
コ
シ
ヒ
カ
リ
バ
ン
ド

に
よ
る
演
奏
等
の
お
祭
り
広
場
を
中
心
に
、
道
路
愛
護
ポ

ス
タ
ー
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
消
防
車

(は
し
ご
車
)
や
パ

ト
カ
ー
を
展
示
す
る
自
動
車
コ
ー
ナ
ー
の
他
、
落
書
き
、

ゲ
ー
ム
、
道
の
駅
P
R
、
道
路
相
談
等
々
一
〇
の
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
た
。

一
四
回
目
を
迎
え
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
年
々
参
加

者
が
増
加
し
、
今
回
は
小
中
学
生
や
家
族
連
れ
を
中
心
に

約
三
0
、
○
○
0
人
が
参
加
し
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
混
雑

し
、
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。

当
日
は
真
夏
に
し
て
は
さ
わ
や
か
な
風
が
ふ
き
過
ご
し

や
す
く
、
子
供
達
に
と
っ
て
は
思
い
出
に
残
る
夏
の
一
日

に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
@

北
陸
地
方
建
設
局
管
内
の
各
事
務
所
で
は
、
｢道
路
を
ま

も
る
月
間
･
道
の
日
｣
の
一
環
と
し
て
、
実
行
委
員
会
を

組
織
し
、
道
路
関
係
機
関
、
各
協
賛
団
体
及
び
地
元
の
協

力
得
て
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
道
路
愛
護
思

'96にいがた道路フェスティバル
内野小学校マーチングバンド演奏 (新潟国道工事事務所)

道
の
日
｣
の
取
組
み北

陸
地
方
建
設
局

想
の
普
及
を
目
的
と
し
、

･
96
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(新
潟
国
道
工
事

事
務
所
)

･
長
岡
ま
つ
り
(わ
ん
ぱ
く
広
場
)
(長
岡
国
道
工
事
事
務

所
)

･
｢道
と
あ
そ
ぼ
う
、
ど
う
ろ
ば
ー
く
｣

高̂
田
工
事
事
務

所
)

･
｢
%
出
会
い
･
ふ
れ
あ
い
の
道
｣
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
會
田

山
工
事
事
務
所
)

･
道
路
ま
つ
り

(歩
行
者
天
国
)
(金
沢
工
事
事
務
所
)

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
更
に
、
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

街
頭
広
報
･
街
宣
パ
レ
ー
ド
、
道
路
見
学
会
等
多
彩
な
行

事
に
取
り
組
ん
だ
。

節
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

八
月
五
R
、
新
潟
市
の
繁
華
街
万
代
シ
テ
ィ
通
り

(市

道
)
に
お
い
て
、
建
設
省
、
新
潟
県
、
新
潟
市
、
道
路
公

団
他
一
八
団
体
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

今
で
は
夏
の
楽
し
い
恒
例
行
事
の
一
つ
と
し
て
新
潟
市
民

に
定
着
し
て
い
る

｢
%
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

長
岡
ま
つ
り

(わ
ん
ぱ
く
広
場
)

八
月
三
日
、
長
岡
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
道
路
の
意
義
、

愛
護
の
精
神
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
に

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
け
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
大

会
、
メ
ル
ヘ
ン
号
で
の
記
念
撮
影
、
リ
フ
ト
車
に
よ
る
お

ま
つ
り
広
場
展
望
な
ど
を
実
施
し
、
三
八
、
0
0
0
人
が

鋤

ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ
。

セ道行セ 96.9

道
と
あ
そ
ぼ
う
、
ど
う
ろ
ば
-
く

4　
　

八
月
四
日
、
上
越
市
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
に
お
い



て
、
上
越
市
沿
道
連
絡
協
議
会

(建
設
省
･
新
潟
県
･
上

越
市
･
道
路
公
団
上
越
管
理
事
務
所
等
)
の
主
催
に
よ
る

｢道
と
あ
そ
ぼ
う
、
ど
う
ろ
ば
ー
く
｣
が
開
催
さ
れ
た
。

内
容
は
、
道
路
に
関
す
る
｢な
ぞ
な
ぞ
コ
ー
ナ
ー
｣
、
メ

ル
ヘ
ン
号
、
リ
フ
ト
車

へ
の
試
乗
な
ど
の

｢体
験
コ
ー
ナ

ー
｣
な
ど
五
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ

っ
た
。

節
出
会
い
･
ふ
れ
あ
い
の
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

八
月
八
日
、
富
山
駅
前
広
場
に
お
い
て
道
路
管
理
者
連

絡
会

(建
設
省
･
富
山
県
･
富
山
市
･
道
路
公
団
富
山
管

理
事
務
所
)
の
主
催
に
よ
る

｢出
会
い
･
ふ
れ
あ
い
の
道

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
が
開
催
さ
れ
た
。

内
容
は
、
お
も
し
ろ
ア
イ
デ
ア
道
路
標
識
展
、
地
元
中

学
生
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、
ス
ト
リ
ー
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
道
芸
等
多
彩
な
催
し
が
展
開
さ
れ
、
約

四
0
、
0
0
0
人
の
人
達
が
参
加
し
た
。

標
識
コ
ン
テ
ス
ト
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
八
回
目
を
迎

え
た
今
年
は
六
八
五
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

事
務
所
で
は

｢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
子
供
達
も
お
り
、
来
年
以
降
も
続
け
て
定
着
さ
せ
た

い
｣
と
し
て
い
る
。

道
路
ま
つ
り

(歩
行
者
天
国
)

八
月
四
日
、
金
沢
市
の
中
心
街
で
あ
る
一
般
国
道
一
五

七
号
香
林
坊
･
片
町
間
を
メ
イ
ン
に
広
坂
通
り
の
一
部
に

お
い
て
道
路
管
理
者
事
務
連
絡
会

(建
設
省
･
石
川
県
･

金
沢
市
･
道
路
公
団
金
沢
管
理
局
)
と
地
元
市
民
の
組
織

に
よ
る
実
行
委
員
会
と
が
共
催
し
、
地
元
新
聞
社
の
特
別

協
力
を
得
て
歩
行
者
天
国
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
た
。

午
後
四
時
に
交
通
規
制
を
行
い
、
金
沢
工
事
事
務
所
長

が
開
会
の
宣
言
を
し
、
実
行
委
員
会
会
長
の

｢道
路
を
守

り
、
愛
す
る
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。｣と
の
挨
拶

に
続
い
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
イ
ベ
ン
ト
は
ス
タ
ー
ト
。

歩
道
で
待
ち
構
え
て
い
た
市
民
は
開
幕
と
同
時
に
ど
っ

と
道
路
に
繰
り
出
し
、
い
つ
も
は
車
が
行
き
交
う
道
路
は

ま
つ
り
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

今
回
で
一
〇
回
目
と
な
る
道
路
ま
つ
り
は
、｢石
川
の
夏

ま
つ
り
｣
と
し
て
地
元
に
定
着
し
た
行
事
と
な
り
、
直
経

一
･
五
m
の
大
太
鼓
を
は
じ
め
百
張
り
を
越
す
太
鼓
が
路

上
に
並
べ
ら
れ
、
迫
力
満
点
の
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ

ほ
か
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

道
路
管
理
者
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
、
ら
く
が

き
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
今
年
度
は

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
、
リ
フ
ト
付
き
作
業
車
、
側
溝
清
掃

車
な
ど
の
展
示
実
演
そ
し
て
ラ
ジ
コ
ン
操
作
に
よ
る
草
刈

機
械
を
市
民
の
方
か
ら
実
際
に
操
作
し
て
も
ら
い
、
道
路

環
境
保
持
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
各
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
人
波
が
続

き
、
午
後
八
時
三
〇
分
の
終
幕
ま
で
若
者
や
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
三
八
0
、
0
0
0
人
が

ま
つ
り
を
堪
能
し
た
。

お
わ
り
に

こ
れ
ら
の
行
事
を
通
じ
て
、
一
般
市
民
の
方
々
、
子
供

達
に
、
道
路
の
重
要
性
･
公
共
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
た

こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
道
路
管
理
者
と

し
て
、
子
供
達
に
道
路
愛
護
思
想
を
伝
え
る
こ
と
が
、
未

来
へ
の
最
大
の
贈
り
物
だ
と
思
え
る
各
イ
ベ
ン
ト
の
盛
況

ぶ
り
だ

っ
た
。

道行セ 96.9 35



道
路
愛
護
P
R

S
U
P
E
R

R
O
A
D

J
A
M
%

中
部
地
方
建
設
局

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
。

当
日
は
、
一
五
時
か
ら
二
時
間
に
わ
た
り
地
元
民
放
の

C
B
C
テ
レ
ビ
制
作
に
よ
り

｢天
才
ク
イ
ズ
｣
の
公
開
録

画
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
出
演
者
は
東
海
三
県

(愛
知
･

岐
阜
･
三
重
)
で
道
路
美
化
活
動
と
し
て
清
掃
等
を
行
っ

て
い
る
、
小
学
校
や
子
供
会
の
児
童
三
一〇
名
を
招
待
し
、

日
頃
の
活
動
の
感
動
と
夏
休
み
の
思
い
出
と
し
て
残
し
て

戴
い
た
。
な
お
、
こ
の
模
様
は
八
月
二
四
日
と
三

一
日
の

二
週
に
わ
た
っ
て
東
海
地
方
で
放
映
さ
れ
た
。

引
き
続
き
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
は
、
中

部
ブ
ロ
ッ
ク

｢道
の
駅
｣
登
録
証
交
付
式
の
式
典
を
行
い

今
回
新
た
に
登
録
さ
れ
た
三
重
県
海
山
町
、
道
の
駅

｢海

や
ま山

｣
に
、
井
上
靖
武
局
長
よ
り
登
録
証
が
交
付
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
中
部
地
建
の
職
員
有
志
で
結
成
し
た
ア
マ
チ

ュ
ア
バ
ン
ド

｢
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
｣
が
プ
ロ
顔
負
け

の
演
奏
を
披
露
し
た
後
、
各
機
関
代
表
若
手
職
員
が

『道

博
士
』
と
な

っ
た

｢
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
ド
ク
イ
ズ
｣
で
は
、

多
数
の
参
加
者
が
道
路
に
関
す
る
難
問
･
奇
問
に
挑
戦
し

『道
博
士
』
の
迷
解
説
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。

ス
テ
ー
ジ
上
も
佳
境
を
迎
え
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン

中
部
地
方
建
設
局
で
は
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣及
び

｢道
の
日
｣
の
広
報
と
し
て
管
内
の
各
県
及
び
市
町
村
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
写
真
展
、
道
路
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
職
員
に
よ
る
道
路
美
化
活
動
等

の
様
々
な
催
し
を
行
い
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
頂
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
催
し
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
た

｢
み

ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
と

｢
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送

･
道
物

語
｣
そ
し
て
、
｢
ロ
ー
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
I
N
ぎ
ふ
｣
を
紹
介

す
る
。

1

第
一
〇
回

『み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

八
月
一
○
日
田
名
古
屋
市
中
区
栄
の
久
屋
大
通
公
園
に

お
い
て
、
名
古
屋
地
区
道
路
を
ま
も
る
月
間
実
行
委
員
会

(建
設
省
･
愛
知
県
･
名
古
屋
市
･
日
本
道
路
公
団
･
愛

知
県
道
路
公
社
･
名
古
屋
高
速
道
路
公
社
)
の
主
催
に
よ

り
第

一
〇
回

『み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
開
催
し
た
。

今
年
の
名
古
屋
は
、
昨
年
に
比
べ
過
ご
し
や
す
い
日
々

が
続
く
も
の
の
、
毎
日
三
〇
度
を
超
え
蒸
し
暑
い
の
は
例

年
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
第
一
〇
回
を
迎
え
る
今
年
は
記
念
行

事
と
し
て
、
多
彩
な
催
し
物
で
地
域
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ

　　

　
　　
　
　

　
　
　
　　

を

熟
談
受難
燕
ぽ
い滋
養

ゲ
ス
ト

｢森
口
博
子
｣
の
ラ
イ
ブ
で
は
熱
心
な
フ
ァ
ン
が

早
朝
か
ら
最
前
列
に
陣
取
り
、
三
、
0
0
0
名
を
超
え
る

観
衆
で
会
場
全
体
が
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

ま
た
、
恒
例
の
歩
け
歩
け
大
会
は
、
“夏
の
夕
暮
れ
昔
名

残
る
大
須
の
街
で
ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク
"
を
テ
ー
マ
に
｢サ

ン
セ
ッ
ト

･
シ
テ
ィ
･
ウ
オ
ー
ク
｣
と
し
て
実
施
し
た
。

約
三
虹
の
コ
ー
ス
で
は
、
途
中
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
歩
き
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
約
二
、
0
0
0
名
を
超

え
る
盛
況
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
方
、
会
場
内
で
は
各
道
路
管
理
者
の
合
同
ブ
ー
ス
を

設
け
事
業
紹
介
等
の
パ
ネ
ル
展
示
や
パ
ン
フ
配
布
、
ま
た

管
内
の
高
規
格
幹
線
道
路
を
模
し
た

｢ミ
ニ
四
駆
｣
の
模

J6 道々テセ 96.9

ラジオ公開生放送 ･道物語



擬
レ
ー
ス
を
行
い
子
供
達
に
も
道
路
の
重
要
性
と
役
割
等

に
つ
い
て
P
R
し
た
。

ま
た

｢道
の
駅
｣
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
管
内
六
駅
に
よ
る

物
産
展
を
、
｢歴
史
国
道
｣
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
い
に
し
え
の

｢み
ち
｣
東
海
道
と
中
山
道
の
関
係
市
町
村
に
よ
る
物
産

品
の
展
示
即
売
を
開
催
し
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
を
始

め
、
協
賛
企
業
に
よ
る
各
種
ゲ
ー
ム
大
会
に
は
、
常
に
長

蛇
の
列
が
で
き
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
〇
回
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
が
、
小
中
学
生
か
ら
若
者
ま
た
家
族
連
れ
ま
で
、
約

三
0
、
0
0
0
名

(愛
知
県
警
発
表
)
の
参
加
の
も
と
、

無
事
終
了
で
き
た
の
も
、
ご
協
力
を
戴
い
た
協
賛
企
業
や

関
係
各
位
の
た
ま
も
の
と
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

今
後
は
、
更
に
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
よ
う
心
掛

け
、
地
域
と
密
着
し
た
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

永
く
継
続
し
て
実
施
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

2

｢ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送

道
物
語
｣

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
一
行
事
と
し
て
、

地
元
放
送
局
の
C
B
C
ラ
ジ
オ
に
お
い
て
、特
集
番
組
｢
ス

ー
パ
ー
ロ
ー
ド
ジ
ャ
ム

道
物
語
｣
が
企
画
さ
れ
、
お
盆

の
帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま
る
八
月

一
○
日
田
午
後
一
時
一

○
分
か
ら
二
時
四
五
分
ま
で
約
一
時
間
半
に
わ
た
り
東
海

地
方
に
生
放
送
さ
れ
た
。

道
路
を
上
手
に
利
用
し
て
い
る
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
バ
ン

ド
｢た
ま
｣
の
石
川
孝
司
さ
ん
の
著
書
｢す
ご
ろ
く
旅
行
｣

に
つ
い
て
の
お
も
し
ろ
い
話
の
紹
介
や
、
タ
レ
ン
ト
の
森

口
博
子
さ
ん
の

｢名
古
屋
の
道
｣
に
つ
い
て
の
感
想
な
ど

に
つ
い
て
伺

っ
た
。

｢
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
車
の
タ
イ
ヤ
で
踏
む
と

(ブ
ォ

ー
)
っ
て
鳴
る
の
は
ど
う
い
う
仕
組
み
?
｣
｢国
道
と
県
道

が
交
差
す
る
所
は
ど
ち
ら
の
道
?
｣
｢国
道
一
五
五
号
は
な

ぜ
二
本
あ
る
の
?
｣

な
ど
リ
ス
ナ
ー
か
ら
次
々
送
ら
れ
て

く
る
F
A
X
と
電
話
に
よ
る
質
問
･
疑
問
に
は
、
鮒
木
宏

志
名
四
国
道
事
務
所
長
が
分
か
り
や
す
く
回
答
し
た
。
ま

た
レ
ポ
ー
タ
ー
と
句
会
の
方
々
が
、
旧
東
海
道
の
有
松
と

一
号
大
高
共
同
溝
工
事
の
各
現
地
で
俳
句
を
披
露
し
た
り
、

東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の
現
地
で
は
地
元
の
人
々
と

ス
タ
ジ
オ
を
中
継
で
結
び
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。

さ
ら
に
、
八
月
六
日
に
開
か
れ
た
、
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

や
バ
ス
ガ
イ
ド
の
方
々
に
よ
る
懇
談
会

｢井
戸
端
会
議
｣

で
討
論
さ
れ
た
模
様
な
ど
も
放
送
さ
れ
、
｢道
｣
に
つ
い
て

楽
し
く
多
方
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て

｢道
｣
が
よ
り
身

近
な
存
在
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

3

｢
ロ
ー
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
-
N
岐
阜
｣

岐
阜
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
よ
り
広
く
、
よ
り
多
く

の
人
に
、
よ
り
効
果
の
上
が
る
方
法
を
と
考
え
、
前
年
ま

で
行
っ
て
い
た

｢物
を
配
布
す
る
だ
け
の
広
報
活
動
｣
は

全
て
廃
止
し
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
各
出
張
所
毎
に
一

つ
の
広
報
イ
ベ
ン
ト
を
管
内
四
箇
所
で
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。

中
で
も
八
月
一
○
日
田
の

｢道
の
日
｣
に
は
、
岐
阜
市

金
(こ
が
ね
)
町
五
丁
目
の
金
公
園
(か
ら
く
り
時
計
前
)

に
お
い
て

《
ロ
ー
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
I
N
岐
阜
》
と
題
し
た

広
報
イ
ベ
ン
ト
を
、
当
所
、
岐
阜
県
、
岐
阜
市
、
日
本
道

路
公
団
の
道
路
管
理
者
四
者
共
催
で
、占
用
企
業
三
社
(中

部
電
力
･
N
T
T
･
岐
阜
ガ
ス
)
か
ら
の
協
賛
を
受
け
、

大
々
的
に
開
催
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

よ
う
な
催
し
物
を
行
っ
た
。

･
大
東
め
ぐ
み
に
よ
る
道
路
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ

･
林
加
代
子
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

･
テ
レ
ビ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ウ

(ビ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
カ

ブ
ト
)

･
道
路
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
大
会

(○
×
ク
イ
ズ
)

･
地
元
郷
土
芸
能

(加
納
ふ
る
さ
と
太
鼓
)
実
演

･
主
催
･
協
賛
各
団
体
模
擬
店

･
道
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

(国
･
県
･
市
･
公
団
)

･
そ
の
他
、
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
々

当
日
は
、
親
子
連
れ
、
買
い
物
途
中
の
人
々
が
多
数
訪

れ
、
一
、
○
○
0
人
を
越
す
人
達
で
終
日
賑
わ
い
、
こ
れ

に
先
立
ち
地
元
商
店
街
、
子
供
会
と
主
催
道
路
管
理
者
の

総
勢
一
五
〇
名
に
よ
る

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
に
因
ん

だ
会
場
周
辺
道
路
の
空
き
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
も
行
い
、
僅
か

三
〇
分
余
り
の
間
に
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
ゴ
ミ
が
集
ま
っ

道々テセ 96,9 3 7



た
。ゴ

ミ
拾
い
終
了
後
に
は
当
会
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い

て
、
平
成
八
年
度
の
当
所
管
内
の
道
路
美
化
功
労
者
の
表

彰
式
も
行
わ
れ
、
局
長
三
団
体
、
三
個
人
、
所
長
二
団
体
、

一
個
人
の
計
九
組
が
当
所
長
よ
り
表
彰
状
を
受
け
た
。

さ
ら
に
、
当
日
の
一
三
時
か
ら
は
、
当
イ
ベ
ン
ト
に
時

間
的
に
つ
な
が
る
よ
う
、
岐
阜
放
送
ラ
ジ
オ
の
ロ
ー
カ
ル

枠
を
買
取
り
、
同
タ
イ
ト
ル
の

｢道
の
日
｣
記
念
ラ
ジ
オ

フ
ォ
ー
ラ
ム

《
ロ
ー
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
I
N
岐
阜
》
と
題
し

た
番
組
を
放
送
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
ま
で
行

っ
て
い
た
○
○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

礬　　　
　

1

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
夏
が
来
た

近
畿
地
建
の
道
路
部
及
び
道
路
関
係
事
務
所
で
も
関
係

団
体
の
御
協
力
と
地
元
住
民
の
方
々
の
御
参
加
を
得
て
、

広
報
活
動
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
実
施
し
ま

し
た
の
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

加納ふるさと太鼓

2

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
広
報

奈
良
や
京
都
の
事
務
所
で
は
地
元
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
に
、

C
M
を
放
映
し
ま
し
た
。
奈
良
の
街
に
古
代
人
が
現
わ
れ
、

現
在
の
女
性
に
道
を
た
ず
ね
、
未
来
へ
続
く
幸
せ
の
道
を

教
わ
る
シ
ー
ン
は
ほ
の
ぼ
の
と
し
ま
す
。

ま
た
、
本
局
の
道
路
部
で
は
、
近
畿
の
玄
関
ロ
で
あ
る

J
R
大
阪
駅
前
の
大
阪
マ
ル
ビ
ル
の
電
光
表
示
に
広
報
文

に
代
わ
る
も
の
で
、
ラ
ジ
オ
の
リ
ス
ナ
ー
か
ら
直
接
道
路

に
関
す
る
意
見
、
質
問
、
提
言
な
ど
を
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
受
け
、
そ
れ
に
対
し
当
所
の
所
長
、
副
所
長
、
調

査
課
長
が
答
え
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ジ
オ
を
使
っ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
二
時
間
に
わ
た
っ
て
放
送
す
る
生
番
組

で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
当
所
事
業
･
新
規
道

路
の
紹
介
、
当
所
情
報
セ
ン
タ
ー
･
道
の
駅
か
ら
の
中
継
、

将
来
の
道
路
の
展
望
、
ク
イ
ズ
等
々
を
、
道
に
ま
つ
わ
る

リ
ク
エ
ス
ト
と
軽
妙
な
会
話
を
お
り
混
ぜ
た
、
楽
し
く
、

聞
き
や
す
い
番
組
と
し
た
。

実
際
放
送
し
て
み
る
と
、
や
は
り
ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ

ィ
ア
の
威
力
は
絶
大
で
、
寄
せ
ら
れ
る
電
話
、
.

フ
ァ
ッ
ク

ス
の
数
は
予
想
以
上
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
範
囲
も
岐
阜
市

を
中
心
に
、
岐
阜
県
外
の
名
古
屋
市
、
春
日
井
市
に
ま
で

及
ん
だ
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
近
畿
地
建
の
取
組
み近

畿
地
方
建
設
局

を
流
し
ま
し
た
。
月
間
期
間
中
の
朝
八
時
か
ら
夜
一
〇
時

ま
で
延
べ
三
、
一
五
〇
回
広
報
コ
メ
ン
ト
が
自
動
的
に
流

れ
る
し
く
み
で
す
。
そ
の
他
の
事
務
所
で
も
、
ラ
ジ
オ
や

新
聞
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
等
に
て
広
報
を
行
い
ま
し
た
。

3

イ
ベ
ン
ト
、
パ
レ
ー
ド
に
よ
る
広
報

道
路
関
係
の
殆
ん
ど
の
事
務
所
で
は
八
月
一
〇
日
の
道

の
日
を
中
心
に
、
各
地
で
様
々
な
催
し

(イ
ベ
ン
ト
や
パ

レ
ー
ド
な
ど
)
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
大
阪
国
道

工
事
事
務
所
で
は
、
八
月
九
日
･
一
〇
日
の
両
日
、
地
元

の
小
学
生
に
参
加
を
お
願
い
し
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で

｢
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
%
｣
を
開
催
し
、
感
謝
状

の
贈
呈
等
の
ほ
か
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
ク
イ
ズ
大



4

手
か
ら
手
へ
の
広
報

本
局
道
路
部
を
は
じ
め
、
事
務
所
の
職
員
自
ら
が
各
地

の
繁
華
街
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
立
ち
、
道
を
行
く
人
、
一

人
一
人
に

｢八
月
は
道
路
を
ま
も
る
月
間
で
す
｣
と
声
を

か
け
、

ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
お
渡
し
す
る
真
心
の
こ
も

っ
た

会
で
、
会
場
は
盛
況
で
し
た
。
ま
た
会
場
に
パ
ネ
ル
展
示

コ
ー
ナ
i
を
併
設
し
、
事
業
の
P
R
も
行
い
ま
し
た
。

か 人 の 4 コ
け 一 繁 本 l
、 人 華 局 手 ナ
ハ に 街 道 か i
ン ｢ や 路 ら を

“ こ ｣ く ら し ネ
も と ノ が ) ル街頭でのハンカチ配布 (大阪市内にて)

5

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
を
終
え
て

当
地
建
、
と
り
わ
け
道
路
関
係
の
各
事
務
所
で
は
、
本

年
も
事
務
所
や
地
域
の
特
色
に
応
じ
て
、
で
き
る
限
り
の

広
報
も
行
い
ま
し
た
。
｢去
年
も
ら
っ
た
ハ
ン
カ
チ
ま
だ
使

っ
て
る
よ
｣
｢建
設
省
は
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
ん
の
か
｣

･:
!
な
ど
、
み
ず
知
ら
ず
の
人
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
猛

暑
の
中
、
街
頭
広
報
を
終
え
ま
し
た
。

も 当 の : て 報圓 麩麗讓馨彎鰄像裟熱 副灘蟻満･
5 暑 : つ 広

　　　 　　　　

イベントの様子 (浪速国道工事事務所)

道路をまもる月間中の各事務所でのイベント
て 六 て 取

組
み
を
行
い
ま
し
た
。
各
担
当
者
に
と
っ
て
も

｢道
路

を
ま
も
る
月
間
｣
の
暑
い
夏
は
よ
う
や
く
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
本
運
動
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
、
よ
り

効
果
的
、
効
率
的
な
広
報
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

日 時 時 間 帯 主催事務所 ･開催場所 行 事 内 容

8月 1日(村 16 :30~ 滋賀国道工事事務所
J R彦根駅前

オーフヒングセレモニー、コンサート、花火
大会、道路をまもる月間のオープニング

l5日(利 13 :40~ 18 :00 福知山工事事務所
福知山厚生会館 ｢みちは友だち ふれあいステージ｣

7日(榑 10 :00~ 15 :00 京都国道工事事務所
京都市大宮交通公園 ｢L O V E W A Y 96一

9日金)
、10日田 11 :00~ 12 :00 大阪国道工事事務所

ツイン21
オープニングセレモニー
｢ロードフェスタ 96一

9日⑥ 13 :00~ l6 :15 浪速国道工事事務所
京阪樟葉駅前広場 ｢道の日サマーフェスタ 96｣

9口⑧ほか 9 :30~ 豊岡工事事務所
八鹿町民会館ほか

道路をまもる月間のポスター展、街頭広報ほか

3 H 比) 17 :00~ l9 :00 姫路工事事務所
姫路市大手前公園 ｢道のHふれあい広場｣

1日(れ 13 :30~ 14 :30 奈良国道工事事務所
ならまちセンター

オープニングセレモニー、パレード
｢96 道路をまもる月間｣

8日(村 16 :00~ 和歌山工事事務所
和歌山城砂の丸広場

ンョー、パレード、オープニングセレモニー
コンサート｢ロードフェスタ 21｣

1日体)、8日(木)
15日(木) 10 :00頃~ 紀南工事事務所

J R紀伊田辺駅前ほか 街頭P R、タレント一日所長ほか

7日陰り 16 :00~ 18 :00 福井工事事務所
福井市中央公園

オープニングセレモニー、パレード
｢道の日｣ フェスタ

て 交 て を 取
い 果 い ま 組
ま 目勺 ま も み
ず 、 す る を
o 効 o 月 行

満行セ 96 9 20



｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
関
連
の
行
事

中
国
地
方
建
設
局

今
年
も
関
係
機
関
･
学
校
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

2

｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
に
よ
る
諸
行
事

①

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

道
の
日
の
制
定
さ
れ
た
昭
和
六
一
年
に
発
足
し
た

｢道
の
日
｣中
国
実
行
委
員
会
の
行
事
と
し
て
、
発
足
時

か
ら

｢道
の
日
｣
の
P
R
の
一
環
と
し
て
実
施
し
、
今

年
度
で
一
〇
回
目
を
迎
え
た
中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

部
門
は
、
腕
に
自
信
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

『
一

般
A
の
部
』、
気
軽
に
参
加
で
き
る

『
一
般
B
の
部
』、

『小
･
中
学
生
の
部
』
の
三
部
門
で
、
今
年
は
過
去
最
多

の
計
二
、
0
五
二
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

応
募
作
品
の
内
容
は
、
自
然
の
風
景
に
と
け
込
ん
で

い
る
道
路
を
美
し
く
捉
え
た
作
品
や
、
立
ち
話
、
通
学

と
い
っ
た
和
や
か
な
日
常
の
生
活
の
中
に
あ
る
道
路
の

姿
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
道
路
で
実
施
さ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
を
題
材
に
し
て
い
る
も
の
等
様
々
な
も
の
が
あ
り
、

道
路
が
様
々
な
形
で
生
活
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
不
法
な
駐
輪
･
駐
車
や
道
路
の
維
持
･
修
繕

中
国
地
方
建
設
局
で
は
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
に
関

す
る
行
事
を
、
局
、
｢道
の
日
｣中
国
実
行
委
員
会
主
催
の

行
事
の
他
、
事
務
所
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
多
彩
な
行
事
を
、
地
方
公
共
団
体
並
び
に
関
係
公

益
事
業
者
等
の
協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

1

局
主
催
行
事

①

道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

昭
和
五
五
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
ポ
ス
タ
ー
募
集
と
昭
和
五
六
年
か
ら
実
施
し
て

い
る
作
文
募
集
を
実
施
し
ま
し
た
。
応
募
学
校
数
は
小

学
校
一
八
〇
校
、
中
学
校
二
四
校
の
あ
わ
せ
て
二
〇
四

校
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は

一
、
六
六
〇
点
、
作

文
に
つ
い
て
は
二
六
〇
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
作
品
も
道
路
の
役
割
と
か
未
来
の
道
路
像

な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
の
体
験
を
ふ
ま
え
た
素
直
な
気

持
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
し
た
。
応
募
作
品
か
ら
、

優
秀
な
作
品
と
し
て
作
文
四
編
、
ポ
ス
タ
ー
六
点
、
計

一
〇
点
を
局
長
賞
に
決
定
し
、
八
月
二
日
に
本
局
に
招

待
し
、
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
募
集
し
た
作
品
は
、

優
秀
作
品
を
、
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
集
と
し
て
ま
と
め
、

間｣ ｢道路をまもる月間｣ 作文 ･ポスター中国地建局長表彰式
〉 〈局長より表彰状の授与〉〈作文の部 代表者朗読風景〉

"徐※選
ぶ
講
鬮

、.
礬きべ
き

だ
れ

　
　

　　
灘
中

　　　　　 　 　 　{ ＼ 中国賭方建設局長機表彰式　

　
　
　

　　

　
　

　

拗

K

河
者

9



作
業
現
場
の
よ
う
に
道
路
の
使
用
上
の
マ
ナ
ー
や
管
理

作
業
の
大
変
さ
を
訴
え
た
作
品
も
多
く
、
道
路
の
快
適

性
に
与
え
る
人
為
的
作
用
に
つ
い
て
も
多
く
の
人
が
関

心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

八
月
二
八
日
以
降
に
、
中
国
五
ヵ
所
の
会
場
で
、
入

賞
作
品
一
一
六
点
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
中
国
地
方
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
展

示
さ
れ
る
ほ
か
、
作
品
集
を
作
成
し
、
ネ
ガ
の
貸
出
し

等
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

②

｢道
の
駅
｣
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

｢道
の
駅
｣を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
｢道
の
駅
｣
や
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
意
見
や
感
想
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
た
め
に
、
中
国

地
方
｢道
の
駅
｣
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
ポ
イ
ン
ト
と
す

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

応
募
期
間
は
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
と
し

て
お
り
、
応
募
者
に
は
抽
選
で
各

｢道
の
駅
｣
の
地
元

の
特
産
品
な
ど
を
送
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

は
八
、
四
八
九
件
の
応
募
が
あ
り
、
今
年
も
八
月
二
〇

日
現
在
で
、
既
に
三
、
○
○
0
件
を
超
え
る
応
募
が
届

い
て
い
ま
す
。

3

各
事
務
所
に
お
け
る
諸
行
事

=

岡
山
国
道
工
事
事
務
所
の
実
施
行
事

①

｢見
て
!
知
っ
て
!
チ
ビ
ッ
コ
道
路
見
学
会
｣

子
供
た
ち
へ
の
道
路
の
愛
護
思
想
の
普
及
を
目
的
と

し
て
、
岡
山
県
内
の
福
祉
施
設
の
子
供
達
を
対
象
に
毎

年
行
っ
て
い
る
道
路
の
見
学
会
の
行
事
で
、
今
年
は
社

会
福
祉
法
人
南
野
育
成
園
の
子
供
た
ち
一
一
人
を
招
待

し
、
岡
山
市
内
の
中
心
部
を
通
過
す
る
国
道
五
三
号
の

大
雲
寺
共
同
溝
等
の
道
路
施
設
や
、
中
国
横
断
道
の
見

延
橋
工
事
現
場
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
い
つ
も

は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
子
供
達
も
大
喜
び
で
し
た
。

②

｢第
四
回
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
岡
山
｣

道
路
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー
ド
の
後
、
岡
山

県
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

｢第
四
回

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス

タ
岡
山
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
道
路
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、

交
通
安
全
教
室
、
ふ
る
さ
と
の
特
産
物
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
た
ほ
か
、
岡
山
県
警
察
音
楽
隊
や
岡
南
小
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
が
あ
り
、
子
供
連
れ
の
家
族
約
五
、
0
0

0
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

②

倉
吉
工
事
事
務
所
の
実
施
行
事

｢ミ
ス
羽
合
に
よ
る
一
日
出
張
所
長
｣

日
本
の
ハ
ワ
イ
鳥
取
県
の
羽
合
町
の
ミ
ス
ハ
ワ
イ
を
一

日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
員
に
任
命
し
、
道
路
巡
回
を
行
い
、

道
行
く
人
々
や
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣
を
P
R
す
る
グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行

っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

道々テセ 96.9 4′

以
上
今
年
実
施
し
た
行
事
の
内
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
こ
の
他
に
も
各
事
務
所
に
お
い
て
道
の
駅
や
、

街
頭
で
の
｢P
R
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
パ
レ
ー
ド
｣
、
利
用
者

の
意
見
･
感
想
を
道
路
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

｢女

性
道
路
見
学
会
｣、
一
般
市
民
の
参
加
も
得
た
｢道
路
一
斉

清
掃
｣
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
『道
の
日
｣
の
行
事四

国
地
方
建
設
局

高
松
市
な
日
本
道
路
公
団
四
国
支
社
･
本
州
四
国
連
絡
橋

公
団
第
二
管
理
局
)
が
主
催
し
て
、
八
月
一
日
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
と
し
て
、
メ
イ
ン
行

事
で
あ
る

｢道
の
日
｣
街
頭
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
行
っ
た
。

以
下
簡
単
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
ま
ず
八

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
は
道
路
愛
護
の
精
神

の
普
及
を
目
的
と
し
て
、
四
国
地
方
建
設
局
管
内
に
お
い

て
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
行

っ
た
。

香
川
県
内
に
お
い
て
は
、
香
川
地
区
道
路
を
ま
も
る
月

間
運
動
推
進
連
絡
協
議
会

(四
国
地
方
建
設
局
･香
川
県
･



月

一
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

高
松
市
丸
亀
町
商
店
街
ほ
か
二
カ
所
で
、
｢道
の
日
｣
の
新

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
プ
リ
ン
ト
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ

ツ
で
約
一
〇
〇
人
が
う
ち
わ
や
チ
ラ
シ
入
り
グ
ッ
ズ
等
を

配
布
し
て
道
路
愛
護
を
訴
え
た
。

ま
た
二
日
に
は
、
国
道

一
一
号
･
三
〇
号
(中
央
通
り
)

の
中
央
分
離
帯
や
歩
道
な
ど
を
、
N
T
T
や
四
国
電
力
そ

の
他
の
民
間
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加
わ
っ
て
、
早
朝
道

路
一
斉
清
掃
を
実
施
し
、
通
勤
途
上
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
吸
い
殻
や
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
が
目
立
ち
、
道
路

を
大
切
に
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
向
上
が
不
可

　　　　　　　　　
均

遺路淺まもる月間 8 月 l瀉~多l賞

街頭パレード (香川県)

欠
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

六
日
に
は
、
道
路
の
役
割
や
重
要
性
等
に
つ
い
て
認
識

を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
高
松
市
内
の
中
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
を
招
き
道
路
見
学
会
を
実
施
。
本
四
連
絡
道
路
、
明

石
･
鳴
門
ル
ー
ト
の
平
成
一
〇
年
開
通
を
目
前
に
し
て
、

四
国
内
各
地
及
び
四
国
と
本
州
を
連
絡
し
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
間
交
流
の
大
動
脈
と
な
る
高
規
格
幹
線
自
動
車
道
及

び
香
川
県
内
の
主
要
道
路
を
バ
ス
で
見
学
し
、
ま
た
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
現
場
も
見
学
し
た
。
道
路
一
つ
に
も
大
変
な

時
間
と
労
働
力
、
膨
大
な
費
用
等
が
か
か
る
こ
と
を
学
ん

で
も
ら
い
、
道
路
技
術
な
ど
に
つ
い
て
大
き
な
関
心
を
も

っ
て
く
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る

｢道
の
日
｣
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
九
日
に
、
高
松
市
内
の
繁
華
街
に
お
い
て
、
香

川
県
知
事
、
高
松
市
長
(助
役
代
理
出
席
)、
四
国
地
方
建

設
局
長
ほ
か
の
、
各
機
関
の
幹
部
が
参
集
し
て
実
施
さ
れ

た
。
香
川
県
知
事
、
高
松
市
長
の
挨
拶
、
四
国
地
方
建
設

局
長
の

｢｢道
の
日
｣
メ
ッ
セ
ー
ジ
｣
、
さ
ら
に
は
ミ
ス
高

松
に
よ
る

｢道
路
愛
護
宣
言
｣
と
続
き
、
香
川
県
警
察
音

楽
隊
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
ド
リ
ル
演
技
等
で
の
出

発
式
を
行
っ
た
後
、
四
国
バ
ト
ン
研
究
所
の
チ
ビ
ッ
子
バ

ト
ン
ト
ア
ラ
ー
な
ど
も
参
加
し
て
、
ウ
チ
ワ
や
チ
ラ
シ
入

り
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
、
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
内
約

一
･
五
キ
ロ
を
買
い
物
客
等
に
、
道
路
は
広
く
、
美
し
く

使
い
ま
し
ょ
う
と
P
R
し
て
、
成
功
裡
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

活
動
を
終
了
し
た
。

騨氏
洲き

せ

路

　　
　
　

　　
　
　
　

見学会

以
上
紹
介
し
た
ほ
か
に
各
工
事
事
務
所
で
も
、
｢道
の

日
｣
街
頭
パ
レ
ー
ド
、
道
路
清
掃
、
道
路
管
理
一
日
体
験
、

道
路
見
学
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
道
路
を
美
し
く

大
切
に
使
う
こ
と
の
大
き
な
P
R
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
o

ま
た
、
今
年
度
か
ら
四
国
で
初
め
て
の
、
道
路
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
｢四
国
の
道
｣を
テ
ー
マ
に
四
国
の
道
路
等

の
写
真
を
募
集
し
、
テ
ー
マ
部
門
、
自
由
部
門
の
二
部
門

で
実
施
予
定
で
八
月
三
一
日
が
締
切
り
に
な
っ
て
お
り
、

応
募
作
品
が
日
増
し
に
増
え
て
い
る
。

42 道行セ 96,9



｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
を
終
え
て

九
州
地
方
建
設
局

ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
、
園
内
七
ヵ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
ま
わ
っ
て
点
数
を
競
う
も
の
で
、
八
〇
組
の
参
加

が
あ
っ
た
。
道
路
探
検
隊
は
、
小
学
生
二
〇
名
に
福
岡
市

内
の
道
路
を
探
検
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
清
掃
車
の
実
演

や
共
同
溝
の
説
明
等
を
行
っ
た
。
ど
ち
ら
も
、
特
に
子
供

た
ち
が
熱
心
な
表
情
で
参
加
し
、
道
路
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
の
に
有
意
義
な
企
画
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
道
を
ま
も
る
道
具
た
ち

(建
設
機

械
、
標
識
等
)
の
展
示
、
道
の
駅
物
産
展
、
パ
ネ
ル
展
示
、

各
道
路
管
理
者
及
び
公
益
事
業
者
の
紹
介
、
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
入
選
作
品
の
展
示
を
行
い
、
道
路
の
意
義
や
重
要
性

を
様
々
な
角
度
か
ら
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

2

大
分

｢ふ
れ
愛
ロ
ー
ド

･
セ
ッ
シ
ョ
ン
節
｣

八
月

一
〇
日
、大
分
市
内
に
お
い
て
｢
ふ
れ
愛
ロ
ー
ド

･

セ
ッ
シ
ョ
ン
%
｣
を
大
分
工
事
事
務
所
、大
分
県
、大
分
市
、

日
本
道
路
公
団
、
大
分
県
道
路
公
社
の
主
催
で
行
っ
た
。

会
場
の
大
分
駅
南
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

地
元
ラ
ジ
オ
局
に
よ
る

｢道
の
日
｣
特
番
の
実
況
生
中
継

や
、
C

･
C
ガ
ー
ル
ズ
に
よ
る

｢
ふ
れ
愛
ロ
ー
ド
コ
ン
サ

ー
ト
｣
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
i
等
を
開
催
し
た
。
当
日
は

九
州
地
方
建
設
局
で
は
、毎
年
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
い
、
多
彩
な
行
事
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
も
例
年
ど
お
り
、
本
局
及
び
各
工
事
事
務
所
に

お
い
て
趣
向
を
こ
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
道
路
愛

護
の
P
R
に
努
め
た
。

以
下
、
各
地
に
お
け
る
行
事
の
う
ち
一
部
の
模
様
を
紹

介
す
る
。

ー

福
岡

｢道
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
節
｣

八
月
一
〇
日
、
海
の
中
道
海
浜
公
園
子
供
の
広
場
に
お

い
て
、
｢道
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
%
｣
を
開
催
し
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な
海
風
の
中
、
約
二
、

0
0
0
人
の
来
場
者
で
終
日
賑
っ
た
。

ま
ず
、
記
念
式
典
で
は
、
開
会
宣
言
、
挨
拶
に
つ
づ
き
、

道
路
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
は
県
内
の
小
学
生
を
対
象
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、今
回
は
｢わ
た
し
の
心
の
中
の
道
｣

を
テ
ー
マ
に
募
集
し
、
応
募
総
数
約
九
、
0
0
0
点
の
中

か
ら
入
選
七
二
点
、
優
秀
作
七
点
を
選
出
し
た
。

式
典
の
後
は
、
親
子

･
ペ
ア
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
道
路

探
検
隊
が
出
発
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
道
路
に
関
す
る

"
＼き　　

　
　
　

燃
さ

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
予
想
を
上
回
る
六
、
○
○
○
人
以
上

の
来
場
と
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
取
材
で
賑
わ
う
も
の
と
な
っ

た
。
特
に
、
子
供
向
け
に
行
っ
た
ミ
ニ
四
駆
大
会
は
、
開

場
の
二
時
間
前
か
ら
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
関
係
者

も
驚
か
さ
れ
る
も
の
と
な

っ
た
。

会
場
内
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
に
も
県
内
三
ヵ
所
の

｢道
の
駅
｣
に
よ
る
食
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
特
産
品
に
舌
鼓

を
う
ち
な
が
ら
道
路
へ
の
親
し
み
を
深
め
、ま
た
、県
警
･

協
賛
企
業
及
び
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
交
通
安
全
と

道
路
の
意
義
や
目
的
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
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で
き
た
。

3

長
崎

｢道
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣

長
崎
で
は
長
崎
工
事
事
務
所
、
雲
仙
復
興
工
事
事
務
所
、

長
崎
県
、
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、
諌
早
市
、
大
村
市
、
島

原
市
、
日
本
道
路
公
団
、
長
崎
県
道
路
公
社
で

｢道
路
を

ま
も
る
月
間
｣
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
八
月
一
〇
日
、

空
缶
拾
い
及
び
徒
歩
巡
回
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。

　

　　

　　
　
　

　　　
｣
街　　

ぺ
に

ン
頭　　　　

道
こ

空
き
缶
拾
い
･
徒
歩
巡
回
は
、
各
道
路
管
理
者
と
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
合
同
で
、
街
の
中
心
部
の
植
樹
帯
の
空

缶
等
を
拾
い
、
ま
た
、
看
板
等
の
不
法
占
用
物
件
の
指
導

を
行

っ
た
。

街
頭
パ
レ
ー
ド
は
、
各
地
で
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や

｢
の
ん

の
こ
踊
り
｣
を
先
頭
に
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
約

二
〇
〇
名
が
参
加
し
て
中
心
街
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
各
会
場
で
金
魚

･

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
パ
ネ
ル
展
示
、
道
路
ク
イ
ズ
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
祇
園
子
供
太
鼓
、

サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
、
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実

施
し
た
。
ど
の
会
場
も
多
数
の
一
般
市
民
の
参
加
が
あ
り
、

月
間
の
趣
旨
を
広
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
八
月
二
〇
日
に
は
、
小
学
生
高
学
年
を
対
象
に

｢道
の
日
｣
探
検
隊
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
ト
ン
ネ
ル

工
事
現
場
や
雲
仙
普
賢
岳
災
害
史
料
館
を
見
学
し
、
道
路

の
意
義
、
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

4

佐
賀

｢森
博
会
場
で
の

“道
路
フ
ェ
ア
“｣

七
月
一
九
日
か
ら
佐
賀
県
有
田
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る

｢世
界
森
の
博
覧
会
｣
の
な
か
で
建
設
省
は
建
設
技
術
の
パ

ビ
リ
オ
ン

｢く
ら
し
･
万
華
鏡
館
｣
を
出
展
し
た
。

姦
博
は
二
〇
数
館
の
パ
ビ
リ
オ
ン
、
四
カ
所
の
イ
ベ
ン

ト
広
場
や
道
路
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
、
人
々
の
目
を

奪
う
も
の
が
多
数
あ
る
た
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
(ビ

ー
フ
ァ
イ
タ
ー
カ
ブ
ト
、
地
獄
先
生
ぬ
ー
ベ
ー
等
)
で
、

入
場
者
の
足
を
止
め
、
引
き
続
き
道
路
ク
イ
ズ
を
行
っ
た
。

炎
天
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
回

(八
月
九
日
-
一
一
日
の

三
日
間
朝
昼
各
一
回
)
と
も
、
二
〇
〇
八
程
の
見
物
と
定

員
五
〇
名
を
オ
ー
バ
ー
す
る
参
加
者
が
あ
り
、
事
務
所
長

等
の
解
答
解
説
に
も
力
が
こ
も
っ
て
い
た
。
予
想
以
上
の

盛
況
ぶ
り
に
職
員
一
同
疲
れ
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
あ
り
、
道

の
日
及
び
道
路
を
ま
も
る
月
間
を
市
民
に
強
く
印
象
づ
け

る
こ
と
の
で
き
た
三
日
間
で
あ
っ
た
。

5

熊
本

｢道
の
日
く
ま
も
と
フ
ェ
ア
節
｣

八
月
九
日
、
熊
本
工
事
事
務
所
、
熊
本
県
、
熊
本
市
、

日
本
道
路
公
団
及
び
協
賛
団
体
の
主
催
で

｢道
の
日
く
ま

も
と
フ
ェ
ア
%
｣
を
実
施
し
た
。

午
前
中
、
熊
本
市
中
心
部
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
熊
本
市

消
防
音
楽
隊
や
県
内
の

｢道
の
駅
｣
職
員
ら
と
パ
レ
ー
ド

し
、
道
路
愛
護
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
地
元
ラ
ジ
オ
局

に
よ
っ
て
、
道
路
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ス
ト
を
交
え
た

道
の
話
題
等
が
、
熊
本
パ
ル
コ
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
か

ら
約
三
時
間
生
放
送
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、
熊
本
産
業
文
化
会
館
に
お
い
て
、
県
内

の
小
･
中
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

(応

募
数
一
、
四
四
五
点
)
の
表
彰
を
行
っ
た
。
ま
た
、
全
日

本
柔
道
連
盟
女
子
強
化
コ
ー
チ
の
山
ロ
香
さ
ん
が

｢女
三

四
郎
･
私
の
歩
ん
で
き
た
道
｣
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行

い
、
現
役
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
ぶ
り
等
を
九
〇
分
に
わ
た
り
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語
っ
た
。
最
後
に
県
内

｢道
の
駅
｣
の
特
産
物
が
当
た
る

｢お
楽
し
み
抽
選
会
｣
を
行
い
、
大
盛
況
に
終
わ
っ
た
。

各
道
路
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
て
フ
ェ
ア
を
実
施
す
る

よ
う
に
な
っ
て
、
今
年
で
七
回
目
を
数
え
る
が
、
P
R
の

成
果
が
表
れ
、
県
民
の
道
路
に
対
す
る
関
心
も
回
を
追
う

ご
と
に
深
ま

っ
て
き
た
と
考
え
る
。

以
上
で
紹
介
し
た
他
に
も
、
各
事
務
所
と
も
広
報
活
動

や
道
路
美
化
活
動
、
道
路
見
学
会
等
、
地
域
に
密
着
し
た

様
々
な
取
組
み
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
の
行
事
も
大
変
好
評

で
、
連
日
の
猛
暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
市
民
の
参

加
を
得
て
、
成
功
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
常

は
、
あ
る
の
が
当
然
の
よ
う
に
何
気
な
く
使
わ
れ
て
い
て
、

そ
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
難
し
い
｢道
路
｣
で
あ

る
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
参
加
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
自
然
に
道
路
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
.ま
た
有
効
で
あ
る

と
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
、
多
忙
な
日
常
業
務
の
な
か
、
素
晴
ら
し
い
行

事
を
成
功
さ
せ
た
各
地
の
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
熱
意

と
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
感
謝
し
た
い
。

広
場
を
会
場
と
し
て

『%
H
O
K
K
A
I
D
O
道
路
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
実
施
し
た
。

当
日
は
ま
ず

『道
の
日
記
念
式
典
』
と
し
て
実
行
委
員

長
の
挨
拶
、
｢道
の
日
｣
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
に
続
い
て
、
山
本
コ
ー
タ
ロ
ー
氏
に
よ

る
講
演
会
、
早
坂
好
恵
さ
ん
の
歌
&
ク
イ
ズ
、
D
J
プ
レ

イ
な
ど
を
行
い
、
会
場
は
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
大
い

に
盛
り
上
が

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

選
作
品
の
展
示
、
、≦
-
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
、

縁
日
コ
ー
ナ
ー
、
道
の
日
C
D
-
R
O
M
コ
ー
ナ
ー
、
K
I

D
S
ゲ
ー
ム
ラ
ン
ド
な
ど
の
設
置
と
と
も
に
ミ
ス
札
幌
と

道
路
管
理
者
の
代
表
と
に
よ
る
道
の
日
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
配

布
を
行
い
道
路
愛
護
思
想
の
啓
蒙
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ

る
%今

年
の
北
海
道
の
天
候
は
、
日
照
不
足
で
寒
い
日
が
続

い
て
い
た
が
、
当
日
は
晴
れ
わ
た
り
市
内
は
も
と
よ
り
、

全
道
各
地
か
ら
多
く
の
家
族
連
れ
が
会
場
に
集
ま
り
大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
、
実
行
委
員
会
一
同
安
堵
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

札
幌
以
外
で
は
、
室
蘭
市
に
建
設
中
の
白
鳥
大
橋
で
は
、

あ
い
に
く
の
く
も
り
空
で
は
あ
っ
た
が
、
地
元
市
町
村
の

子
供
か
ら
年
輩
者
ま
で
約
二
〇
〇
人
の
方
々
を
招
き
現
場

見
学
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
再
来
年
の
供
用
開
始
を

期
待
し
、
吊
り
橋
本
体
の
ワ
イ
ヤ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
ラ
ッ
ピ

ン
グ
作
業
な
ど
に
熱
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
た
。
ま

道行セ 96.9 45

%
H
O
K
K
A
I
D
O
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

山本コータロー氏による講演会

　
　
　
　

感
謝

　
　

北
海
道
開
発
局

北
海
道
開
発
局
で
は
今
年
度
も
、
八
月
の

｢道
路
を
ま

も
る
月
間
｣

･
八
月

一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿

い
、
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

(北
海
道
開
発

局
･
北
海
道
･
市
町
村
･
日
本
道
路
公
団
共
催
)
を
組
織

し
、
各
種
協
賛
団
体
の
協
力
を
得
て

『ぬ
く
も
り
と
豊
か

さ
を
育
む
北
の
道
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
道
内
各
地

で
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

札
幌
市
で
は
、
八
月
一
〇
日
田
に
、
昨
年
に
引
き
続
き

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
工
場
跡
地
に
建
て
ら
れ
た
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

｢サ
ッ
ポ
ロ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
｣
の
煙
突



た
、
千
歳
市
で
の
道
路
を
守
る
機
械
の
展
示
･
試
乗
会
が

小
学
生
約
二
五
〇
名
を
招
い
て
行
わ
れ
、
｢大
き
い
な
｣｢か

っ
こ
い
い
｣
な
ど
の
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

白鳥大橋の工事概要を熱心に聞く参加者

そ
の
他
の
会
場
で
も
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
等
を
展
示
し
た
北
海
道
の
道
路
パ

ネ
ル
展
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
パ
レ
ー
ド
、
維
持
用
機

械
の
展
示
試
乗
会
、
道
路
見
学
会
等
が
各
地
で
行
わ
れ
、

各
行
事
と
も
沢
山
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た

め
て
道
路
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
わ
れ

る
%各

地
の
実
行
委
員
会
、
各
協
賛
団
体
の
方
々
に
は
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
当
局
と

し
て
は
、
今
後
も
、
イ
ベ
ン
ト
や
日
頃
の
P
R
を
通
じ
て

道
路
の
正
し
い
利
用
、
道
路
の
大
切
さ
、
道
路
整
備
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
』
｢道
の
日
｣
を
終
え
て

沖
縄
総
合
事
務
局

今
年
度
も
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣沖
縄
地
方
推
進
協

議
会

(会
長
沖
縄
総
合
事
務
局
長
、
構
成
沖
縄
県
下
の
道

路
管
理
者
)
は
八
月
の
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣、
八
月
一

〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
い
、
次
の
各
種
行
事
を

実
施
し
、
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及

に
努
め
た
。

ー

図
画

･
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

県
下
の
小
･
中
学
生
を
対
象
に
図
画
･
作
文
の
募
集
を

行
い
、
図
画
と
作
文
あ
わ
せ
て
五
、
一三
ハ
七
点
も
の
素
晴

ら
し
い
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
、

優
秀
、
佳
作
、
入
選
を
決
定
し
、
七
月
二
二
日
に
表
彰
式

を
行
い
、
賞
状
･
副
賞
を
授
与
し
た
。
ま
た
入
選
以
外
の

作
品
に
つ
い
て
七
月
三
一
日
よ
り
八
月
五
日
ま
で
那
覇
市

内
の
デ
パ
ー
ト
に
お
い
て
展
示
会
を
行
い
、
連
日
多
く
の

2

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
及
び
街
頭
パ
レ
ー
ド

方
に
見
て
い
た
だ
い
た
。

(八
月
九
日
)

例
年
、
こ
の
時
期
は
台
風
の
影
響
で
天
気
が
心
配
さ
れ
、

関
係
者
を
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
天
気
に

恵
ま
れ
た
。
街
頭
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
那
覇
市
の
中
心
街

に
あ
る
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ

｢
ふ
れ
あ
い
広
場
｣
に
お
い
て

華
々
し
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
ま

ず
始
め
に
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣沖
縄
地
方
推
進
協
議

会
を
代
表
し
て
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
企
画
調
整

46 道々テセ 96.9
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官
が
挨
拶
し
、
道
路
の
大
切
さ
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
求
め
た
。

次
に
今
年
度
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣推
進
標
語
が
朗
々

と
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、
ミ
ス
沖
縄
の
三
嬢
が
｢道
の
日
｣

の
宣
誓
を
声
を
合
わ
せ
て
力
強
く
行
い
、
大
き
な
拍
手
を

受
け
た
。
そ
の
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移
り
、
最
初
に
O

D
S

(沖
縄
道
路
サ
ー
ビ
ス
)
バ
ン
ド
倶
楽
部
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

『
ハ
イ
サ
イ
お
じ
さ
ん
』
な
ど

沖
縄
で
お
馴
染
み
の
曲
が
演
奏
さ
れ
、
広
場
に
集
ま
っ
た

　
　
　
　　

　　　　　　

　
"
＼

　

　

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　
　　
　　　　

襲ない桂鱗会い魂鎧議

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
　　　　　　　 　　　　…廳
轉
こ
ぎ　　　　　　　　　　

街頭パレード

　

　
　
　
　

かぐ×

し

多
数
の
人
々
も
手
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽

し
ん
で
い
た
。
ま
た
曲
に
あ
わ
せ
て
歌
い
だ
す
人
や
踊
り

だ
す
人
も
現
れ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
初
め
か
ら
多
い
に
盛

り
上
が
り
を
み
せ
た
。

次
に
沖
縄
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
エ
イ
サ
ー
の
衣
裳
で
登

場
し
た

｢琉
球
園
祭
り
太
鼓
｣
の
若
者
た
ち
が
豪
快
な
踊

り
と
と
も
に
勇
壮
な
太
鼓
の
音
を
響
か
せ
、
道
行
く
多
く

の
人
の
足
を
止
め
て
魅
了
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
大
盛

況
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
会
場
の
一
角
で
は
、
国
道
沿
い
に
植
え
て
あ
る

ヤ
シ
の
木
か
ら
採

っ
た
ヤ
シ
の
実
を
人
々
に
配
っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
終
了
後
、
小

･
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
も
加
わ
っ
て
街
頭
パ
レ
ー
ド
に
移
り
那
覇
市
の
メ
イ
ン

ス
ト
リ
ー
ト

｢国
際
通
り
｣
約
一
･
五
蝿
を
横
断
幕
を
掲

げ
行
進
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
国
際
通
り
に
P
R
活
動

の
拠
点
を
設
け
、
道
行
く
人
々
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
粗
品

を
手
渡
し

｢道
の
日
｣
と

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
広

報
を
行
っ
た
。

3

道
路
愛
護
功
労
者
表
彰

八
月
九
日
に
、
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
表
彰
式
を

お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
道
路
の
美
化
、

道
路
の
正
し
い
利
用
な
ど
道
路
愛
護
に
努
め
、
そ
の
功
績

が
顕
著
な
者
と
し
て
県
内
道
路
管
理
者
か
ら
推
薦
の
あ
っ

た
者
を
厳
選
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
個
人
一

名
と
三
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

4

一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

(八
月
九
日
)

道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
愛
護
の
普
及
を
図
る
た
め
、

県
内
の
小
学
生
を
対
象
に
国
道
事
務
所
及
び
県
土
木
事
務

所
に
お
い
て
、

一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
事

務
所
に
お
い
て
、小
学
生
に
｢
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
員
｣

の
任
命
書
を
授
与
し
た
後
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
や
路
面
清
掃

車
に
乗
車
し
て
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。
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5

親
子
道
路
施
設
見
学
会

(八
月
一
夫
日
)

道
路
施
設
を
親
子
で
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の

も
つ
役
割
、
正
し
い
利
用
の
あ
り
方
等
道
路
に
対
す
る
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
県
土
木
事
務
所
で
実
施
し
て

い
る
。
今
回
三
一組
程
の
親
子
が
参
加
し
熱
心
に
職
員
の

話
に
耳
を
傾
け
、
多
く
の
質
問
を
発
し
、
道
路
に
つ
い
て

の
関
心
を
深
め
た
。
ま
た
、
車
中
に
て
道
路
ク
イ
ズ
を
行

い
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
子
供
達
に
と

っ
て
は
、
よ
り

道
路
施
設
が
身
近
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
と
も
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
充
実

を
図
り
道
路
の
正
し
い
利
用
、
道
路
の
大
切
さ
に
つ
い
て

の
認
識
を
広
め
て
い
き
た
い
。



は
じ
め
に

今
年
の
国
土
建
設
の
現
況

(建
設
白
書
)
で
は
、
ま
ず

｢第
1

総
説
｣
に
お
い
て
、
経
済
･
社
会
の
全
般
に
わ
た

る
急
速
な
構
造
変
化
の
時
代
の
中
に
い
る
と
い
う
認
識
か

ら
、
①
地
域
を
超
え
た
多
様
な
連
携
、
②
経
済
･
社
会
状

況
の
変
化
と
住
生
活
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
③
変
化
に
対
応

し
た
社
会
資
本
整
備
の
展
開
、
④
震
災
復
興
と
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
、
と
い
う
四
つ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
変
化

に
対
応
し
た
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
取
組
み
と
課
題
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
o

ま
た
、
｢第
2

国
土
建
設
施
策
の
動
向
｣で
は
、
道
路

関
係
施
策
に
つ
い
て
、
｢｢ゆ
と
り
社
会
｣
の
実
現
に
向
け

た
道
づ
く
り
｣
と
題
し
、
道
路
整
備
の
歩
み
、
現
況
、
基

本
的
視
点
、
課
題
等
を
最
新
の
資
料
･
情
報
を
用
い
て
整

理
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
本
年
の
建
設
白
書
の
う
ち
、

道
路
関
係
部
分
を
中
心
に
そ
の
概
略
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

第
1

総
説

~
変
化
へ
の
対
応
,

地
域
を
超
え
彪
多
様
な
連
携

1

国
土
構
造
の
現
状
と
課
題

◎

人
口
構
造
の
状
況

我
が
国
で
は
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
人
口
減
少
社
会

の
出
現
が
近
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
人
口
の
移
動
状

況
を
見
る
と
、
大
都
市
圏
か
ら
の
転
出
が
増
加
し
東
京
一

極
集
中
に
変
化
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
道
県
内
で
は
県
庁

所
在
地
の
人
ロ
割
合
が
増
大
す
る
い
わ
ば
地
域
版
の
一
極

集
中
が
見
ら
れ
る
(図
1
)。
ま
た
、
都
市
規
模
別
に
見
る

と
、
人
ロ
増
減
率
に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
る
。

10~20
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30
拗

回

7

5
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の

地
域
社
会
の
現
状

(地
方
中
枢
･
中
核
都
市
の
機
能
集
中
)

中
枢
･
中
核
都
市
の
持
つ
各
種
機
能
の
対
全
国
シ
ェ
ア

は
、
最
近
着
実
に
伸
び
て
い
る
。
一
方
、
地
方
中
小
都
市

で
は
都
市
に
よ
り
人
ロ
増
減
の
バ
ラ
ツ
キ
が
出
て
い
る
が
、

人
口
増
加
の
み
を
目
的
と
し
た
都
市
の
発
展
政
策
は
マ
ク

ロ
的
に
見
れ
ば
限
界
が
来
て
い
る
こ
と
、
同
じ
人
口
規
模

で
も
個
々
の
都
市
の
産
業
、
各
種
機
能
に
差
が
生
じ
て
き

て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

(都
市
の
構
造
的
格
差
の
縮
小
)

地
域
経
済
の
側
面
を
見
る
と
、
バ
ブ
ル
期
に
拡
大
し
た

大
都
市
圏
と
地
方
中
小
都
市
と
の
経
済
力
の
格
差
は
、
再

、、、(メノノ〆一一一て/ノ
い狭働道＼‐‐/‐//

＼

悪が川＼＼

、＼、、

、~ ＼
い

、
多

、

が總違ぬて-し離粉t"“轆蠣

タ :総理府｢社会資本の整備に関する世論調査｣(平成6年7月)

住宅周辺の道路 (不満の内容)
　　

設
デ

建
原

2

悌

′

.

,
,

)

‐

＼

歩

-和

江
2

国

o

o

o

o

o

o

o

o
雌

注

び
縮
小
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
全
般
的
に
見

る
と
人
口
集
中
地
区
面
積
の
割
合
の
拡
大
等
、
都
市
化
の

進
展
が
見
ら
れ
、
地
域
社
会
の
都
市
化
の
側
面
と
し
て
、

地
方
中
小
都
市
の
生
活
活
動
パ
タ
ー
ン
が
大
都
市
の
そ
れ

と
差
が
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
。

(国
民
の
価
値
観
･
行
動
の
変
化
、
多
様
化
)

年
齢
、
地
域
の
別
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
社
会
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
、
多
様
化
、
高
度

化
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
活
環
境
施
設

(道
路
、

下
水
道
、
公
園
な
ど
)
は
小
都
市
で
は
大
都
市
の
約
二
倍

の
割
合
の
人
が
求
め
て
お
り
、
医
療
･
福
祉
を
し
の
い
で

い
る
。
ま
た
、
住
宅
周
辺
の
道
路
に
対
す
る
不
満
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
道
が
悪
い
と
い
う
不
満
は
減
少
し
続
け
て

い
る
反
面
、
道
幅
が
狭
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
が
多
く
、

歩
道
と
車
道
が
分
離
し
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
等

は

一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
(図
2
)
。
こ
れ
は
、
歩
行
、

自
動
車
運
転
、
車
椅
子
で
の
通
行
等
に
際
し
て
従
来
よ
り

道
幅
や
歩
車
分
離
等
に
対
す
る
要
求
水
準
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

多
元
的
･
多
層
的
連
携
社
会
の
構
築

大
競
争
時
代
に
は
、
各
地
域
の
魅
力
、
個
性
が
な
い
と

生
き
残
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
の
よ
う
な
大
都
市

へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
や
単
独
の
地
域
で
住
民
の
全
て
の

ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
地
域
整
備
は
限

界
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
従
来
の
行
政
界
等
の
圏
域

観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
活
、
産
業
･
経
済
、
文
化
面
等

広
域
的
、
多
元
的
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成

四
年
に
公
布
･
施
行
さ
れ
た
地
方
拠
点
法
に
基
づ
い
て
、

平
成
八
年
三
月
末
現
在
八
五
地
域
が
地
方
拠
点
都
市
地
域

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
三
二
地
域
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
地
方
の
自
立
的
成
長
の
促

進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
資
源
、
財
源
の
中
で
、
施
設
の
稼
働
率
、
運

営
等
の
効
果
、
効
率
を
考
え
て
連
携
す
る
必
要
性
を
適
切

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
他
方
、
現
状
で
は
、

連
携
を
阻
害
す
る
も
の
と
し
て
、
市
町
村
担
当
者
か
ら
、

｢必
要
性
に
対
す
る
意
識
の
欠
如
｣
｢ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

(資

源
･
人
材
等
)不
足
｣
｢交
通
･情
報
基
盤
整
備
の
遅
れ
｣等

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
打
破
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
て
役
割
分
担
す
る
都
市

群
や
地
域
を
超
え
た
多
様
な
連
携
が
、
個
々
の
持
ち
味
を

活
か
し
た
地
域
の
魅
力
、
活
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

三

変
化
に
対
応
し
左
社
会
資
本
整
備
の
展
開

-

経
済
･
社
会
構
造
の
変
化

こ
れ
ま
で
の
我
が
国
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
の
経
済

･

社
会
構
造
に
よ
っ
て
経
済
成
長
を
遂
げ
た
が
、
バ
ブ
ル
経

済
の
後
遺
症
等
に
よ
り
構
造
改
革
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
公
共
事
業
の
進
め
方
、
目
標

等
に
つ
い
て
必
ず
し
も
経
済
･
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
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し
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

産
業
の
空
洞
化
、
ス
ト
ッ
ク
経
済
化
、
サ
ー
ビ
ス
経
済

化
と
呼
ば
れ
る
変
革
の
中
に
あ
っ
て
、
公
共
投
資
の
経
済

効
果
に
対
し
様
々
な
議
論
が
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
点

で
、
公
共
投
資
に
よ
る
社
会
資
本
整
備
に
は
、
人
々
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
様
々
な
効
果
が
あ
る
。

0

公
共
投
資
の
フ
ロ
ー
効
果

公
共
投
資
の
フ
ロ
ー
効
果
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
乗

数
効
果
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
経
済
企

画
庁
の
最
新
の
世
界
経
済
モ
デ
ル

(第
五
次
版
)
に
よ
る

と
、
名
目
一
兆
円
の
公
共
投
資
に
よ
り
名
目
G
D
P
を
三

年
目
ま
で
の
合
計
で
名
目
二
兆
一
、
三
〇
〇
億
円
増
加
さ

せ
、
所
得
減
税
と
比
較
し
て
も
大
き
な
効
果
を
有
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
公
共
投
資
は
一
年
目
の
乗
数
効
果

が
大
き
く
、
即
効
性
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る

(図
3
)
。

今
次
の
景
気
局
面
に
お
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
へ
の
批

判
等
様
々
な
議
論
が
あ
り
、
公
共
投
資
の
効
果
が
薄
れ
て

き
た
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
個
人
消
費
、
整
備
投
資
な

ど
民
間
部
門
の
需
要
が
低
迷
す
る
中
で
、
数
次
に
わ
た
る

経
済
対
策
に
よ
る
公
共
投
資
の
増
加
が
な
け
れ
ば
、
景
気

の
落
ち
込
み
は
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
り
、
我
が
国
経
済

は
深
刻
な
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
(図
4
)。
こ
の
よ
う
に
、
公
共
投
資
の
効
果

は
長
期
的
に
は
多
少
の
低
下
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
景
気

の
下
支
え
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

o,38 0.35

1

計

13
｢

合

　
　

1,26

原データ:経済企画庁｢世界経済モデル｣(第5次版、平成6年)
数字は、 ]兆円の名目公的総固定資本形成の増加及び1兆円の個人所得減税をそれぞ
れ毎年継続的に行った場合の、各年毎の名目GDPの増加額を示す。

公共投資の乗数効果

3年日
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②

公
共
投
資
の
ス
ト
ッ
ク
効
果

公
共
投
資
は
短
期
的
な
有
効
需
要
の
創
出
等
を
図
る
だ

け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
社
会
資
本
が
利

用
に
供
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
様
々
な
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
こ
と
に
よ
り
国
民
経
済
上
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
今
後
の
地
域
開
発
や
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
あ
る
い
は
新
し
い
産
業
の
育
成
等
の
構
造
改
革

を
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
、
社
会
資
本
整
備
は
極

め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
我
が
国
の
経
済
成
長
を

実
現
し
、
国
民
生
活
の
充
実
を
図
る
上
で
公
共
投
資
に
よ

目公約総固定資本形成と平成3年度以降のそれとの差額の及ぼす経済効果
を計算し、それを名目GDPの実餓値から差し引くことによって、修正
GDPを近似的に求めたものである。

図 4 公共投資の伸び率がゼロの場合の名目
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り
社
会
資
本
を
充
実
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

③

公
共
投
資
の
戦
略
･
重
点
的
な
投
資

公
共
投
資
の
政
策
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
、
い
わ
ば
縦
割
り
で
は
な
く
、
横
断
的
に
各

事
業
間
の
総
合
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
戦
略
的
･
重
点

的
な
投
資
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

2

建
設
行
政
に
お
け
る
政
策
重
点
の
変
化

の

社
会
資
本
に
対
す
る
要
望

セ

総
理
府
の
行
っ
た
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
全
体
と
し

道

て
特
に
整
備
し
て
ほ
し
い
社
会
資
本
と
し
て
は
、
①
福
祉

0

厚
生
･
医
療
関
係
施
設
、
②
地
域
の
道
路
、
③
下
水
道
、



公
園

･
緑
地
、
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
④
治

山
･
治
水
対
策
、
⑤
ゴ
ミ
処
理
、
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
居
住
地
周
辺
の
社
会
資
本
で
特
に
整
備
し
て
ほ
し

い
も
の
と
し
て
は
、
①
道
路
、
②
福
祉
厚
生
･
医
療
関
係

施
設
、
③
公
園

･
緑
地
、
体
育

･
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
、
④
下
水
道
、
⑤
交
通
機
関
、
が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
社
会
構
造
の
変
化
、
人
々
の
価
値
観
の
変
化
等

に
よ
り
、
機
能
面
で
求
め
ら
れ
る
も
の
が
変
化
、
多
様
化

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
建
設
行
政
で
は
ど
の

よ
う
な
点
を
重
視
し
て
対
応
を
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

②

環
境
重
視

国
土
建
設
は
、
自
然
の
脅
威
か
ら
人
命
等
を
守
り
、
快

適
性
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
人
間
活
動
の
基
盤
と
し
て
の

環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
時
に
、
事
業
実
施
の

過
程
で
自
然
に
手
を
加
え
る
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
。
建

設
省
は
平
成
六
年
に
策
定
し
た

｢環
境
政
策
大
綱
｣
に
基

づ
き
、
環
境
を
建
設
行
政
に
お
い
て
内
部
目
的
化
し
、
諸

政
策
を
展
開
し
て
き
て
い
る
。

例
え
ば
、
幹
線
道
路
の
沿
道
を
中
心
に
道
路
交
通
騒
音
、

大
気
汚
染
の
実
態
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
道
路
網
の
整
備
や
遮
音
壁
の

設
置
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
特
に
騒

音
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
七
月
の
国
道
四
三
号
訴
訟
最

連
携
に
よ
る
総
合
的
な
道
路
交
通
騒
音
対
策
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
を

一
部
改
正
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
よ
り
よ
い

沿
道
環
境
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
積
極
的
か
つ
計

画
的
に
道
路
交
通
騒
音
対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る

(図
5
)
。

③

高
齢
化
、
少
死
化
、
健
康

高
齢
化
、
少
死
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
年
齢
、
性
別

に
関
わ
ら
ず
、
人
々
が
お
互
い
の
立
場
や
能
力
等
を
認
め

合
い
な
が
ら
心
を
通
わ
せ
合
う
と
い
う
共
生
社
会
を
創
造

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
｢
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
｣
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
建
設
省
で
は

平
成
六
年
に

｢生
活
福
祉
空
間
づ
く
り
大
綱
｣
を
策
定
し
、
5

高
齢
者
･
障
害
者
等
に
配
慮
し
た
様
々
な
取
組
み
を
し
て

9

い
る
。
例
え
ば
、
住
宅
、
官
公
庁
施
設
、
公
共
的
建
築
物

9セ

の
バ
リ
ァ
フ
リ
ー
化
等
高
齢
者
等
の
歩
行
に
対
応
し
た
取

漸

組
み
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
駅
･
病
院
、
福
祉
施
設

等
の
周
辺
に
お
い
て
、
幅
が
広
く
ス
ム
ー
ズ
に
歩
け
る
歩

道
、
昇
降
装
置
付
き
立
体
横
断
施
設
等
を
整
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
健
康
、
ふ
れ
あ
い
と
い
っ
た
関
心
に
対
応
し
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
安
全
か
つ
気
軽
に
散
策
等

を
行
え
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
都
市
の
郊
外

-ゞ - タ :環境庁 ｢自動車交通騒音実態調査報告｣
□コ 4時間帯のすべてで達成されなかった測定地点数
にコ 4 l時間帯のいずれかで達成されなかった測定地点数
團囲 4時間帯のすべてで達成された測定地点数
(環境基準の地域の類型の指定が行われていない地点を含む。)
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　自動車交通騒音に関する環境基準の達成状況
及び要請限度の超過状況 (平成 6年)

原データ :環境庁 ｢自動車交通騒音実態調査報告｣
(1)こコ 4時間帯のすべてで達成されなかった測定地点数
(2)匿調 4時間帯のいずれかで達成されなかった測定地点数
(3)薑鬮 4時間帯のすべてで達成された測定地点数

(環境基準の地域の類型の指定が行われていない地点を含む。)
( ) 内は測定地点の割合
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れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
交
通
流
対
策
な
ど
関
係
機
関
等
の



部
に
お
い
て
カ
ン
ト
リ
ー

･
ト
レ
イ
ル
、
市
街
地
部
に
お

い
て
タ
ウ
ン
･
ト
レ
イ
ル
を
整
備
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

･

ト
レ
イ
ル
事
業
を
創
設
し
た
。

④

文
化
、
歴
史

従
来
や
や
も
す
る
と
、
機
能
性
や
効
率
性
を
重
視
し
て

進
め
ら
れ
て
き
た
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
の
視
点
を
、
地

域
の
歴
史
･
文
化
の
尊
重
や
新
た
な
文
化
の
醸
成
･
創
造

を
重
視
し
た
も
の
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
岩
手
県
平
泉
町
の
柳
之
御
所
遺
跡
を
保
存
･
活

用
す
る
た
め
、
当
初
の
道
路
･
河
川
整
備
の
計
画
を
変
更

し
た
例
が
あ
る
o

③

情
報
化

近
年
、
高
度
な
情
報
通
信
技
術
効
果
を
活
用
し
、
我
々

の
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

道
路
の
情
報
化
に
関
し
て
は
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料

金
収
受
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
人
と
道
路
と
車
と
を
一
体
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す
る

｢I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ

ス
テ
ム
)｣
の
研
究
開
発
及
び
整
備
を
推
進
し
、
安
全
性
、

交
通
輸
送
効
率
、
快
適
性
の
向
上
を
実
現
し
、
環
境
保
全

等
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

⑧

国
際
化

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
っ

て
い
く
上
で
の
共
通
課
題
に
つ
い
て
、
相
互
の
支
援
と
連

携
に
よ
り
対
処
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
建
設
担

当
閣
僚
会
議

(ト
ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
)
を
平
成
七
年
九
月

に
初
め
て
開
催
し
た
。
ま
た
、
同
年
三

月
に
は
東
ア
ジ

ア
各
国
の
建
設
経
済
分
野
の
調
査
･
予
測
を
専
門
と
す
る

研
究
機
関
同
士
の
情
報
交
換
･
交
流
の
場
と
し
て
、
第
一

回
ア
ジ
ア
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
た
。

の

土
地
の
有
効
利
用

地
価
の
下
落
等
の
経
済
状
況
の
変
化
の
中
で
、
良
質
な

住
宅
･
宅
地
の
供
給
、
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
土
地
の
有
効
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
建
設
省
に
お
い
て
は
、
都
心
の
低
未
利
用
地
活
用
の

た
め
の
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
を
推

進
し
、
道
路
、
公
園
用
地
の
取
得
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
に
よ
る
土
地
取
得
の
一
層
の
促

進
を
図
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

③

施
設
の
連
携
、
総
合
化

親
水
性
の
あ
る
緑
豊
か
な
水
辺
空
間
等
を
整
備
し
、
市

民
生
活
に
身
近
な
水
域
で
あ
る
都
市
内
河
川
･
水
路
の
水

質
浄
化
等
を
図
る
た
め
、
下
水
道
･
河
川
事
業
と
の
連
携

に
よ
り
、
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
発
展
の
核
と
な
る
拠
点
の
整
備
構
想
の

推
進
の
た
め
、
関
係
機
関
、
特
に
通
産
省
の
産
業
政
策
と

の
連
携
に
よ
り
、
｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

3

｢何
を
｣、
｢ど
れ
だ
け
｣、
｢
い
つ
ま
で
に
｣
に
加
え
て

｢ど
の
よ
う
に
｣
を
重
視
す
る
時
代
へ

(社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
変
化
の
五
つ
の

側
面

(A
B
C
D
E
)

例
え
ば
、
高
規
格
幹
線
道
路
を
一
四
、
○
○
○
如
、
二

一
世
紀
初
頭
ま
で
に
整
備
す
る
、
と
い
う
の
は
、
｢何
を
｣、

｢ど
れ
だ
け
｣
、
｢
い
つ
ま
で
に
｣で
あ
る
が
、
こ
れ
に
加
え

て
、
情
報
公
開
を
進
め
て
全
体
の
ス
キ
ー
ム
を
ま
と
め
る

と
か
、
利
用
料
金
、
特
定
財
源
、
一
般
財
源
の
い
か
な
る

組
み
合
わ
せ
で
行
う
か
を
検
討
す
る
の
が
、
｢ど
の
よ
う

に
｣
の
中
身
で
あ
る
。

｢ど
の
よ
う
に
｣を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
と
次
の
五

原
則

(A
B
C
D
E
)
に
集
約
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
①
妥
当
な
負
担
で
(◇
踰
0且
忠
言
)、
②
国
際
的

に
調
和
を
と
っ
て
(切
0孔
食
言
のの)、
③
透
明
性
、
公
平
性

を
高
め

(6
言
費
)、
④
住
民
参
加
、
情
報
公
開
な
ど
の
手

続
を
経
て

(□
扇
6
す
のこ
｢@
□
扇
0に
粉
5
己
、
⑤
よ
り
効
率

的
、
重
点
的
に
(覊
酸
の自
著
の
□
許
容
掃
已
)、
事
業
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

=

妥
当
な
負
担
で

(P
雲
0
｢合
立
の
)

公
共
施
設
等
の
利
用
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
資
源
･
財

源
の
中
で
誰
が
ど
の
よ
う
に
負
担
を
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
問
題
に
な
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。

例
え
ば
、
有
料
道
路
制
度
に
つ
い
て
は
、
世
代
を
超
え

た
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
視
点
に
立

っ
て
、
経
済
･
社
会
･
生
活
等
の
変
化
に
対
応
し
、
そ
の

整
備
方
法
、
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
高
速
自
動
車
国
道
に
係

る
制
度
全
般
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
一
一
月
に
道
路
審
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議
会
か
ら
答
申
が
な
さ
れ
、
一
般
国
道
の
整
備
に
よ
る
高

速
自
動
車
国
道
プ
ー
ル
へ
の
負
担
軽
減
、
償
還
期
間
の
延

長
、
償
還
対
象
経
費
か
ら
用
地
の
元
本
を
控
除
す
る
こ
と
、

建
設
の
進
め
方
へ
の
料
金
水
準
見
直
し
の
反
映
や
、
割
引

制
度
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
中
間
答
申
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
逐
次
見
直
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
間
、
世
代
間
の
負

担
の
公
平
性
確
保
な
ど
、
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
今

後
も
必
要
に
応
じ
検
討
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②

国
際
的
に
調
和
を
と
っ
て

(田
o
&
①
ユ
の椦
)

風
土
、
歴
史
、
文
化
等
の
条
件
下
に
あ
る
公
共
事
業
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
国
際
基
準
と
整
合
性
を
取
り
、
異

な
る
制
度
が
共
存
し
て
い
け
る
の
か
と
い
う
側
面
で
あ
る
。

例
え
ば
、
政
府
調
達
に
関
す
る
W
T
O
協
定
が
発
効
し
、

一
定
規
模
の
公
共
工
事
等
の
発
注
に
つ
い
て
、
政
府
、
政

府
関
係
機
関
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
市
に
対
し
内
外

無
差
別
の
原
則
が
一
層
徹
底
さ
れ
、
国
際
的
に
な
じ
み
や

す
い
も
の
と
な
っ
た
。

③

透
明
性
、
公
平
性
を
高
め

(0
布
ゅ
｢)

国
民
や
外
国
か
ら
見
て
、
た
と
え
時
間
が
か
か
っ
て
も
、

よ
り
透
明
度
が
高
く
、
分
か
り
や
す
い
こ
と
、
公
平
で
あ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
例
え

ば
、
一
連
の
明
確
な
基
準
に
よ
る
入
札
･
契
約
制
度
の
改

革
を
引
き
続
き
実
施
中
で
あ
る
。

@

住
民
参
加
、
情
報
公
開
な
ど
の
手
続
を
経
て

　　
　
　　
　
　
　　

　
　
　　　　　
　

地
域
に
密
着
し
た
き
め
細
か
い
行
政
、
開
か
れ
た
分
か

り
や
す
い
行
政
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。

建
設
省
で
は
、
平
成
七
年
一
〇
月
の

｢大
規
模
公
共
事
業

に
関
す
る
総
合
的
な
評
価
方
策
検
討
委
員
会
報
告
｣
を
踏

ま
え
改
善
策
を
講
じ
た
が
、
例
え
ば
、
高
規
格
幹
線
道
路

の
う
ち
、
都
市
計
画
手
続
を
経
な
い
事
業
に
お
い
て
は
、

事
業
者
は
環
境
影
響
評
価
の
手
続
の
前
に
、
都
道
府
県
の

総
合
施
策
と
の
整
合
性
等
の
観
点
か
ら
、
そ
の
目
的
･
内

容
等
に
つ
い
て
知
事
に
意
見
を
聞
く
こ
と
と
し
た
。
そ
の

際
、
第
三
者
に
意
見
を
聞
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
知
事
が

判
断
し
た
場
合
に
は
、
知
事
が
学
識
経
験
者
、
都
道
府
県

議
会
議
員
等
か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
し
そ
の
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
公
聴
会
等
を

開
催
し
、
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
も
の
と
し
た
。

③

よ
り
効
率
的
、
重
点
的
に
(n
害
:
盛
る
、
m
式
0
お
き
)

今
後
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
、
投
資
余
力
が
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
限
ら
れ
た
資
金
、
期
間
の
下

で
よ
り
一
層
効
果
的
、
効
率
的
に
事
業
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。

例
え
ば
、
規
制
緩
和
の
推
進
で
あ
る
。
ま
た
、
国
と
地

方
の
適
切
な
役
割
と
責
任
の
分
担
の
下
で
、
事
業
を
効
果

的
に
実
施
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
る
地

域
づ
く
り
の
計
画
策
定
、
事
業
実
施
に
対
す
る
支
援
、
国

庫
補
助
制
度
の
統
合
･
メ
ニ
ュ
ー
化
等
の
簡
素
合
理
化
を

積
極
的
に
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地

域
の
主
体
性
･
自
主
性
を
最
大
限
尊
重
し
た
効
果
的
な
事

業
の
実
施
を
図
っ
て
い
る
。

三

震
災
復
興
と
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

真
に
豊
か
な
生
活
の
実
現
の
基
本
は

｢安
全
･
安
心
｣

に
あ
る
が
、
昨
年
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
等
を
契
機
と
し

て
、
人
々
の
安
全
や
防
災
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
。
ま
た
、
｢安
全
･
安
心
｣
は
人
間
の
生
命
を
守
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
ま
ち
の
活
力
、
に
ぎ
わ
い
、
ひ
い
て
は
雇

用
を
支
え
る
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
建
設
行
政
に
お
い
て
は
｢安
全
･
安
心
｣実
現
の

た
め
に
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
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ー

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
の
本
格
的
復
興
に
向

け
て
の
足
取
り

建
設
省
と
し
て
は
、
兵
庫
県
･
神
戸
市
の
復
興
10
ヶ
年

計
画
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
七
年
七
月
の
阪
神
･
淡
路

復
興
対
策
本
部
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

｢阪
神
･
淡
路
地

域
の
復
興
に
向
け
て
の
取
組
方
針
｣
に
基
づ
き
、
①
被
災

者
の
居
住
の
安
定
の
た
め
の
住
宅
対
策
、
②
二
次
災
害
防

止
の
た
め
の
土
砂
災
害
対
策
、
③
被
災
地
域
の
再
生
の
た

め
の
区
画
整
理
、
再
開
発
、
④
道
路
、
河
川
、
公
園
等
の

公
共
施
設
整
備
、
等
、
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
、
復
興
に

向
け
た
事
業
を
推
進
中
で
あ
る
。

地
震
発
生
直
後
、
高
速
自
動
車
国
道
、
阪
神
高
速
道
路
、

一
般
国
道

(指
定
区
間
)
で
二
七
路
線
三
六
区
間
あ
っ
た

通
行
止
区
間
に
つ
い
て
は
、
一
般
車
両
又
は
緊
急
車
両
用



と
し
て
遂
次
交
通
開
放
が
行
わ
れ
、
平
成
八
年
三
月
ま
で

に
阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
の
一
部
区
間
を
除
き
開
通
し
た
。

ま
た
、
格
子
型
の
規
格
の
高
い
幹
線
道
路
網
等
、
緊
急

輸
送
道
路
や
広
域
迂
回
路
の
一
部
を
形
成
す
る
幹
線
道
路

等
及
び
避
難
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
災
害
危
険
市
街
地
に
お

け
る
緊
急
活
動
を
支
援
す
る
路
線
等
の
整
備
を
推
進
し
て

い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
七
年
度
か
ら
三
ヵ
年
で
、
高
速
自
動
車

国
道
、
阪
神
高
速
道
路
、
一
般
国
道
等
の
緊
急
度
の
高
い

橋
梁
に
つ
い
て
、
橋
脚
等
の
補
強
対
策
を
概
成
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
阪
神
高
速
道
路
に
つ
い
て

は
、
全
橋
脚

(約
四
、
八
〇
〇
基
)
を
対
象
に
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
八
年
三
月
ま
で
に
約
一
、
六
五

〇
基
に
つ
い
て
補
強
対
策
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

2

安
全
シ
ス
テ
ム
の
充
実

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
貴
重
な
教
訓
の
一
つ
と
し
て
、

初
動
期
の
情
報
収
集
体
制
の
重
要
性
、
総
合
的
な
防
災
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
重
要
性
、
想
定
を
超
え
る
災

害
に
対
す
る
施
設
整
備
の
あ
り
方
の
転
換
の
必
要
性
な
ど

が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
国
の
防
災
基
本
計
画
の
全
面
修

正
を
受
け
、
平
成
八
年
一
月
に
建
設
省
防
災
業
務
計
画
を

修
正
し
、
情
報
の
迅
速
な
収
集
及
び
伝
達
体
制
、
初
動
期

の
迅
速
な
対
応
体
制
、
防
災
等
に
対
す
る
研
究
、
観
測
の

推
進
等
を
位
置
づ
け
た
。

ま
た
、
災
害
時
の
行
政
機
関
等
の
情
報
収
集
･
伝
達
を

強
化
す
る
た
め
、
中
央
防
災
機
関
と
都
道
府
県
･
公
団
等

と
を
結
ぶ
通
信
回
線
の
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
マ
イ
ク

ロ
回
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
ニ
ル
ー
ト
化
を
図
る
。
併
せ
て
、

河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
、
道
路
災
害
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
の
強
化
･
連
携
等
に
よ
り
、
総
合
的
な
災
害
情
報

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
o

さ
ら
に
、
防
災
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
位
置

づ
け
、
被
災
し
た
公
共
土
木
施
設
等
の
情
報
収
集
、
災
害

復
旧
等
の
査
定
事
務
に
つ
い
て
行
政
機
関
を
支
援
す
る
防

災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
制
度
を
創
設
し
た
。

一
般
国
道
二
二
九
号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
契
機

と
し
、
全
国
各
道
路
管
理
者
に
対
し
て
緊
急
点
検
を
実
施

さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
規
模
事
故
災
害
等
が
発
生
し
た
場

合
の
危
機
管
理
体
制
の
充
実
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。

3

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
今
後
の
取
組
み

平
成
七
年
四
月
に
策
定
し
た

｢震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
構
想
｣
に
基
づ
き
、
①
被
害
を
最
小
限
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
、
②
災
害
弱
者
の
安
全
の
確
保
、
③
地
域
特
性
に
対

応
し
、
生
活
、
都
市
活
動
の
広
が
り
に
応
じ
た
安
全
性
の

確
保
、
④
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
安

全
の
確
保
、
⑤
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

(余
裕
)
の
確
保
、
へ

向
け
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
都
市
基
盤
の
整
備
水
準
が
低
く
、
地
震
、
火

災
等
に
対
し
危
険
な
木
造
密
集
市
街
地
等
を
解
消
し
、
防

災
性
の
高
い
市
街
地
を
形
成
す
る
た
め
、
安
全
市
街
地
形

成
土
地
区
画
整
理
事
業
等
を
創
設
し
た
。

ま
た
、
大
都
市
部
を
中
心
に
広
が
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
に
お
け
る
堤
防
の
耐
震
性
の
向
上
と
市
街
地
整
備
、
公

園
、
街
路
等
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
事
業

(リ
バ
ー

サ
イ
ド
エ
リ
ア
緊
急
総
合
防
災
事
業
)
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
都
市
に
お
け
る
土
地
利
用
、
道
路

･

河
川
･
下
水
道
管
理
等
に
関
す
る
空
間
情
報
デ
ー
タ
を
活

用
し
、
防
災
に
役
立
て
る
観
点
か
ら
も
、
G
I
S
の
標
準

化
等
に
よ
る
空
間
デ
ー
タ
基
盤
整
備
を
促
進
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

第
2

国
土
建
設
施
策
の
動
向

5

｢ゆ
と
り
社
会
｣
の
実
現
に
向
け
を
道
づ
く
り
5

1

道
路
を
め
ぐ
る
現
状

印

道
路
交
通
の
推
移
と
現
状

戦
後
の
我
が
国
の
自
動
車
交
通
は
飛
躍
的
に
伸
び
、
現

在
で
は
、
我
が
国
の
社
会
経
済
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要

な
社
会
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
利
用
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、自
動
車
保
有
台
数
、自
動
車
走
行
台
キ
口
の
伸

び
は
G
N
P
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
(図
6
)。

Q

日
常
生
活
を
支
え
、
人
流
･
物
流
を
担
う
根
幹
施
設

道
路
整
備
の
発
展
に
よ
り
、
生
活
様
式
･
食
生
活
の
多

様
化
、
物
流
の
高
度
化
、
新
た
な
雇
用
の
創
設
等
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
道
路
は
、
日
常
生
活
を
支
え
、
人
流
･
物
流

を
担
う
根
幹
施
設
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
道
路
整
備
の

54 道イテセ 96.9



③

道
路
の
空
間
と
し
て
の
機
能
の
重
要
性

道
路
は
国
土
の
三
%
を
占
め
る
公
共
空
間
と
し
て
も
国

民
の
日
常
生
活
と
大
き
な
係
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
ほ
と
ん
ど
が
道
路
空
間
に
敷
設
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
近
年
で
は
高
度
情
報
通
信
社
会
を
支
え
る
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
収
容
空
間
と
し
て
も
重
要
な
役

効
果
は
極
め
て
広
範
･
多
岐
に
至
っ
て
お
り
、
直
接
効
果

だ
け
で
も
平
成
一
○
年
度
一
年
間
で
約
一
〇
兆
円
と
推
定

さ た"

(3) れ け
る

免
車

車

許 走 4-

保 行

有
有

台

30 35 40 45 50 55 60 H 2 H 6

年 度
注) 1, ( )内は昭和30年度を100とする指数。

2, 走行台キロには軽自動車を含まない。運輸省 ｢陸運統計要覧｣ による。
3, 運転免許保有者数は、警察庁調べによる。
4. 自動車保有台数は、運輸省 ｢陸運統計要覧｣ による。
5. G N Pは実質 (60年価格)。経済企画庁 ｢国民経済計算年報｣ による。

図 6 自動車保有台数、運転免許保有者数、
及びG N P の推移

の

活
力
あ
る
地
域
、
経
済
等
の
基
盤
と
な
る
社
会
資
本

道
路
は
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
根
幹
的
な
社

会
資
本
で
あ
る
と
同
時
に
、
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
て
地
域
間
の
多
元
的
･
多
層
型
連
携
の
基
礎
と
な
っ

割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
は
良
好
な
市
街
地

の
骨
格
の
形
成
等
の
機
能
、
地
震
･
火
災
等
の
災
害
時
に

お
け
る
避
難
路
や
、
延
焼
拡
大
防
止
と
い
っ
た
防
災
機
能

と
と
も
に
、
都
市
の
景
観
を
形
成
す
る
環
境
空
間
と
し
て

の と
(4) 機 と

能 も
) を に

も
有 者
し
て のD

、 い
る

件 の て
で 整 い

あ 蒲 る

て
い
る
。
地
方
分
権
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
道
路

　　　

の
整
備
を
通
じ
て
地
域
の
活
力
を
支
え
る
こ
と
が
前
提
条

5

る

自動車走行台キロ

表 1 高速道路整備水準の国際比較

国 名

高速道路

延 長

(km)

高速道路延長 高速道路延長 高速道路延長 高速道路延長

国土面積

(km/方婦)

人 口

(km/万人)

!面積･人口

(km“方婦･万人)

自動車保有台数

(km/万台)

アメリ力 73 ,257 78 .2 2.81 14 .82 3 .75

ド イ ツ 11,143 312 .2 1,37 20 .67 2.60

イギリス 3 ,141 l28 .7 0.54 8.34 1.14

フランス 9 ,000 163 ,2 1,56 15.95 3 .27

イタリア 6 9 40 230 ,3 1.21 16 .72 2 .13

日 本 6 ,545 173 .3 0 .52 9 .53 1 ･01

③

安
全
な
社
会
を
支
え
る
根
幹
的
な
社
会
資
本

我
が
国
は
元
来
脆
弱
な
国
土
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

が
、
昨
年
か
ら
今
年
初
め
に
か
け
て
も
、
平
成
七
年
一
月

の
兵
庫
県
南
部
地
震
に
お
け
る
阪
神
高
速
道
路
等
に
対
す

る
被
害
、
七
年
七
月
の
新
潟
県
上
越
地
方
及
び
長
野
県
北

部
一
帯
に
お
け
る
梅
雨
前
線
が
も
た
ら
し
た
豪
雨
に
よ
る

注)1. 高速道路延長は、I R F ｢ W orld R oad S tatistics 1995｣による1994年末値。
アメリカは ｢H igh w ay Statistics l993｣による1993年末の州際道路延長。
イタリアは1992年末値。イギリスは1993年末値。
R 本は道路局調べの1995年末現在の高規格幹線道路の道路延長である。

2,人口は、 ｢M onthly B ullietm Statistics o ctober 1995｣による1994年央値。
3. 面積は、 総務庁 ｢国際統計要覧 1992/93｣ による1990年値。
4, 保有台数は、 自工会 ｢主要国自動車統計 1995｣ による1994年末値。
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国
道
一
四
八
号
線
の
通
行
止
め
、
七
年
一
二
月
か
ら
八
年

二
月
に
か
け
て
の
積
雪
･
吹
雪
等
に
よ
る
全
国
の
高
速
道

路
、
国
道
等
の
通
行
止
め
等
の
災
害
に
み
ま
わ
れ
、
道
路

が
安
全
な
社
会
を
支
え
る
最
も
重
要
か
つ
根
幹
的
な
社
会

資
本
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
が
強
く
認
識
さ
れ
た
。

⑧

道
路
整
備
の
現
状

道
路
整
備
に
つ
い
て
戦
後
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
終

戦
直
後
は
砂
利
道
ば
か
り
で
、
人
や
自
動
車
の
通
行
は
い

た
る
と
こ
ろ
で
難
渋
を
極
め
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
こ

整備率は改良区間のうち混雑度が1.0未満の延長(市町村道は改良区間延長)の実延
こ い 終に燃する割Aである。

つ
幅員5.5m 以上改良済の区間をいう。ただし、市町村道の改良区間延 た
、満を含む。

km、 % )
表 2 一般道路の改良率、整備率、 4車線化率

平成 6年 4月 1日現在 (単位

区 分 実 延 長
改 良 区 間 整備済区間

4車線以上区間

(幅員13
.
0111以上)

延 長 率 延 長 率 延 長 率

間
外

道

道

萓

‘

月

道

ぢ

県

区

帰

寿

ゾ

府

玉

:

区

野

地

道

定

≧
府
要
部

毀

ち-
疾
幻
埋
設

指
摘
達
主

一

一

部

戦
断
既
昭
総
069

53

れ

笠
器
乾
留

銘
135
211
即
戦
550

46

鎚

25

72

綿

銘

AV
7‘
トリ
nXU
RU
RU

幻
翁
盤
踞
“
51

概
観
539

362

即
戦

“
10

18

鶉

“

卸

AV
7･
ワI
QJ
R)
nひ

弱
50

57

47

51

麩

えれす
QU
1上
Ru
n川U
rhu

だ。
メれ伐
りム
ハV
nラ
ヤー

?“
QJ
(D
RU
QU
イ4

どり
QU
等上
らD
リム
ーユ

QJ
AU
1ム
ーユ
リム
ー上

QJ
RU
薄れ掌
らD
‘作マ
ハ′“

T具

国 ･ 都道府県道計 177
,
178

墜錨 総即 螂 肛
市 町 村 道

“ 鰡翻鰡拗 鱗 錐
計 1

,
130

,
778

彌瑠彌獨 蹴 露
　
　
　

討
ち

･拷
う

0

鞆
の
る

冨
嗣
間
あ

、鯛
区
で

は
卸
良
合

と
5
改
割

間
員
は
る

区
幅
率
す

良
は
備
対

改
に
鑿
に

･長

-長

の
よ
う
な
中
、
本
格
的
な
道
路
整
備
は
、
昭
和
二
九
年
に

策
定
さ
れ
た

｢第
1
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
か
ら
始

ま
り
、
現
在
ま
で
u
次
に
及
ぶ
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の

改
訂
に
よ
っ
て
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
高
速
道
路
の
整
備
水
準
は
国
際
水
準
と
比
較
し
て
ま
だ

ま
だ
劣

っ
て
お
り
(表
1
)
、

一
般
国
道
に
つ
い
て
も
円
滑

に
走
行
で
き
る
区
間

(整
備
済
区
間
)
は
全
体
の
五
0
%

に
す
ぎ
な
い
。
(表
2
)
。

2

道
路
整
備
に
対
す
る
期
待

｢道
路
に
関
す
る
世
論
調
査
｣
(総
理
府
)
の
結
果

の

概
要

今
回
の
調
査
は
新
た
な
道
路
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
、
調
査
の
時
点

(平
成

七
年
一
一
月
)
で
世
論
の
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
、
新
た
な

道
路
計
画
を
に
ら
み
つ
つ
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
テ

ー
マ
を
追
加
し
た
。
具
体
的
に
は
、
歩
行
者
の
立
場
か
ら

道
路
整
備
に
望
む
こ
と
、
大
地
震
発
生
の
際
の
道
路
の
安

全
性
、
高
速
道
路
の
料
金
設
定
等
で
あ
る
。

②

主
要
な
調
査
結
果
に
つ
い
て

大
地
震
発
生
の
際
の
道
路
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
六
割

を
超
え
る
方
が

｢不
安
が
あ
る
｣
と
答
え
、
不
安
の
内
容

と
し
て

｢道
路
が
狭
い
の
で
避
難
や
消
防
活
動
な
ど
が
困

難
｣
等
を
挙
げ
て
い
る
(図
7
)。
こ
れ
は
、
阪
神
･
淡
路

大
震
災
に
お
い
て
、
沿
道
建
物
、
電
柱
等
の
倒
壊
に
伴
う

道
路
の
閉
鎖
が
避
難
活
動
や
消
防
活
動
に
支
障
を
与
え
た

回

器
物

道
路
の
の

4
た
硝
捌
轆

　　
　　
　　　　
　　

1

土
の
崩
壊

6

道
路
の
陥
没

41

･
地
割
れ

5

沿
道
の
建
物
や

館

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊

6

道
路
が
狭
い
の
で
、
避
難
や

鋭
救
肋
活
動
な
ど
が
困
難

大地震発生の際、道路に対する不安の要因

(｢安全性について不安な面もある｣ ｢とても不安である｣ と答えた者に、 複数回答)

こ
と
、
ま
た
、
道
路
が
狭
い
こ
と
や
道
路
の
渋
滞
に
伴
う

消
防
活
動
の
遅
れ
等
に
起
因
す
る
火
災
の
延
焼
等
、
地
震

被
害
の
発
生
が
国
民
の
意
識
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
高
速
道
路
の
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、
｢全

国
均
一
の
料
金
水
準
と
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
、
も
し

%

く
は
や
む
を
得
な
い
｣
と
回
答
し
た
方
が
四
四
,
二
%
、

虎

｢地
域
別
の
料
金
を
設
定
す
べ
き
、も
し
く
は
や
む
を
得
な

適

い
｣
と
回
答
し
た
方
が
三
一
･
一
%
と
、
地
域
毎
の
料
金

6　
　

設
定
よ
り
も
全
国
画
一
料
金
制
を
支
持
す
る
割
合
が
上
回



っ
て
お
り
、
全
国
画
一
料
金
制
が
概
ね
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る

(図
8
)
。

③

今
回
の
調
査
の
特
徴

今
回
の
調
査
の
特
徴
と
し
て
、
大
都
市
地
域
と
そ
れ
以

外
の
地
域
で
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

｢交
通
渋
滞
対
策
｣
｢歩
行
者
の
立
場
か
ら
の
道
路
整
備
｣

等
の
項
目
に
つ
い
て
、
大
都
市
地
域
で
は
道
路
の
利
用
の

あ
り
方
に
関
す
る
ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
挙
げ
る
方
が
多
い

の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
道
路
そ
の
も
の
の
施

%講談騨参議鬘驚き嚢轢き蕊冷獺鬘業務縦隊0?
ら、整備の状況、交;重量の違ぃ等に対応した地域ごとの料金を設定すべきである。 の

図 8 高速道路の料金設定について (日,7 )
の
施

地域ごとの料金を

設定すべきである

(* 2 )

一概に言えない

全国均一の料金水準と
することが適切である

全国均一の料金水準と
するこ げまやむを得な

設
整
備
の
一
層
の
充
実
に
対
す
る
強
い
要
望
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
自
動
的
に
車
が
障
害
物
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る

等
安
全
運
転
の
支
援
を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
要
望
が

大
き
い
こ
と
な
ど
、
よ
り
安
全
、
快
適
で
環
境
に
や
さ
し

い
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
増
し
て
き
て

い
る
と
い
え
る
。

今
回
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
対
応
し
た
道
路
行
政
を
重
点
的
･
集
中
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た
な
道
路
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
、道
路
審
議
会
の
も
と
で
策
定
さ
れ
た
｢キ

ッ
ク
オ
フ
･
レ
ポ
ー
ト
｣
に
よ
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

3

道
路
整
備
の
基
本
的
視
点

○

道
路
整
備
の
基
本
的
方
向

国
土
構
造
の
骨
格
を
形
成
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
か
ら

日
常
生
活
の
基
盤
と
な
る
生
活
道
路
に
い
た
る
ま
で
の
道

路
網
を
、
道
路
空
間
の
適
正
な
利
用
を
確
保
し
つ
つ
、
計

画
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
①
生
活
者
の
豊
か
さ
を

支
え
る
道
路
整
備
、
②
良
好
な
環
境
創
造
の
た
め
の
道
路

整
備
、
③
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
、

を
基
本
方
針
と
し
て
今
後
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る
。

@

着
実
な
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
の
必
要
性

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
い
て
、
道
路
の
整
備
を

緊
急
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
道
路
整
備
特

定
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
受
益
者
負
担
、
損
傷
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ

く
道
路
特
定
財
源
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
一
般
財

源
の
大
幅
な
投
入
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

③

有
料
道
路
制
度
を
活
用
し
た
道
路
整
備
の
必
要
性

財
政
上
の
制
約
下
で
、
道
路
の
早
期
整
備
を
推
進
し
、

我
が
国
の
道
路
整
備
水
準
の
向
上
に
有
料
道
路
制
度
は
大

き
く
寄
与
し
て
き
た
。
今
後
も
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
早

期
整
備
を
図
る
上
で
、
有
料
道
路
制
度
の
活
用
が
重
要
で

あ
る
。
な
お
、
平
成
七
年
一
一
月
に
は
、
料
金
上
昇
の
抑

制
を
図
り
つ
つ
高
速
自
動
車
国
道
の
円
滑
な
整
備
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
道
路
審
議
会
の
中
間
答
申
が
高
速
自
動
車

国
道
に
関
し
て
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
建
設
省

に
お
い
て
そ
の
具
体
化
を
図
る
べ
く
検
討
が
進
め
て
い
る
。

道イテセ 96.9 5 7

4

道
路
整
備
の
課
題
と
展
望

○

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
し
、
地
域
の
活
力
回
復
を

支
援
す
る
道
路
整
備

我
が
国
の
国
土
･
地
域
構
造
の
骨
格
を
形
成
し
、
地
域

間
の
多
元
的
･
多
層
型
連
携
の
基
礎
と
な
る
高
規
格
幹
線

道
路
･
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
を
重
点
的
に
進
め
、
二

一
世
紀
初
頭
ま
で
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
一
四
、
0
0
0

如
の
概
成
を
目
指
す
。
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
の
核
と
な

る
拠
点
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成
八
年
度
よ
り
、
通
商
産

業
省
の
産
業
振
興
施
策
と
連
携
し
て
建
設
省
所
管
の
各
種

施
策
を
重
点
的
･
計
画
的
に
実
施
す
る

｢21
世
紀
活
力
圏



創
造
事
業
｣、地
元
の
要
望
す
る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
重
点
的
に
行
う

｢地
域
活
性
化

促
進
道
路
事
業
｣
を
創
設
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
し
て
る
い
る
。
ま
た
、
農
山
村
地
域
の
活
性

化
を
支
援
す
る
た
め
、
｢道
の
駅
｣
や
S
A
･
P
A
な
ど
に

お
い
て
農
林
水
産
省
と
連
携
し
新
た
な
拠
点
地
域
の
整
備

を
行
う

｢ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣
や
、
市
町
村
間
を

連
絡
す
る
大
規
模
な
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
を
整
備
す
る

｢交

流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
｣
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
o

②

新
産
業
の
育
成
を
支
援
す
る
新
技
術
開
発
等
の
推
進

高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
の
中
、
道
路
整
備
に
お
い

て
も
、
新
技
術
開
発
等
の
推
進
を
図
り
、
新
た
な
課
題
へ

の
対
応
と
新
産
業
の
育
成
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
を
用
い
て
、
人

と
道
路
と
車
両
と
を
一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
し
、

安
全
性
、
輸
送
効
率
、
快
適
性
の
飛
躍
的
向
上
と
新
た
な

市
場
創
出
に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
研
究
開
発
･
実
用
化
の
積

極
的
推
進
や
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
構
築
に
向
け
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
電
線
共
同
溝
の
整
備
等

情
報
通
信
基
盤
整
備
の
推
進
を
図
る
。

③

快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備

環
境
を
道
路
行
政
の
内
部
目
的
化
し
て
道
路
を
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
の
考
え
に
基
づ
き
自
然
環
境
と

の
調
和
、
生
活
の
美
し
さ
や
歴
史
性
、
文
化
性
な
ど
に
対

す
る
国
民
の
強
い
要
請
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
環
境
、

社
会
環
境
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
な
ど
の
視
点
か
ら
の

長
期
的
か
つ
総
合
的
な
道
路
環
境
政
策
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。

特
に
騒
音
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
七
月
の
国
道
四
三

号
訴
訟
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
騒
音
等
に
よ
る
生
活
妨
害

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
一
層
の
対
策
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
道
路
構
造
の
改
善
、
交
通
流
対
策
、

自
動
車
単
体
対
策
、
沿
道
整
備
施
策
等
を
含
め
た
総
合
的

な
施
策
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

燭

安
全
で
安
心
な
く
ら
し
づ
く
り
を
支
援
す
る
道
路
整

備
(安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備

の
推
進
)

阪
神
･
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
計
画
と
連

携
し
つ
つ
、
各
種
道
路
事
業
を
推
進
す
る
。

･
格
子
型
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等
リ
ダ
ン
ダ

ン
シ
ー
の
確
保

･
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業
の
推
進

･
防
災
上
危
険
な
市
街
地
の
解
消
と
防
災
安
全
街
区
の
整

備
･
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
共
同
収
容
施
設
と
し
て
の
共
同
溝
の
計

画
的
整
備

･
道
路
災
害
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
推
進

(総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
の
推
進

(第
6
次
特
定
交
通

安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
))

平
成
八
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢第
6
次
特
定
交
通
安

全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
｣
を
策
定
し
、
新
規
事

業
と
し
て

｢事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業
｣
を
創
設
し
、

交
差
点
改
良
、
歩
道
等
の
整
備
、
道
路
照
明
の
設
置
等
適

切
な
工
種
を
組
み
合
わ
せ
た
一
連
の
事
故
削
減
方
策
を
集

中
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
内
の
く
ら
し
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
公
安
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る

｢
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業
｣
を
創
設
し
整
備
を
推
進
す

る
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
々
が
安
心
し
て
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
な
道
路
交
通
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
い
て
も

｢高
速
自
動

車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
五
箇
年
間

の
事
業
計
画

(第
2
次
)｣
基
づ
き
、
事
業
を
積
極
的
に
実

施
す
る
。

(
一
般
国
道
二
二
九
号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
)

平
成
八
年
二
月
一
〇
日
に
発
生
し
た
一
般
国
道
二
二
九

号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
受
け
、
二
月
一
三
日
付
け

で
各
道
路
管
理
者
を
通
じ
て
緊
急
点
検
を
実
施
し
た
。
ま

た
、
事
故
の
発
生
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各

種
技
術
的
課
題
に
幅
広
く
取
り
組
む
た
め
、
三
月
一
日
付

け
で
土
木
学
会
に

｢大
規
模
岩
盤
崩
落
事
故
に
関
す
る
技

術
的
検
討
委
員
会
｣
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、
緊
急
点
検

結
果
に
基
づ
き
、
平
成
八
年
度
は
防
災
対
策
事
業
費
を
大

幅
に
増
額
し
、
積
極
的
に
対
策
を
推
進
す
る
。
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は
じ
め
に

地域との焚流を活かした通路管理

人にやさしい柳川筋 ･ふるさとの道

峰光 正郎

中
国
地
方
建
設
局
岡
山
国
道
工
事
事
務
所
は
、
岡

山
県
内
の
一
般
国
道
二
号
全

一
○
･
九
虹
)、
三
〇

号

(二
一
･
0
如
)、
五
三
号

(九
八
･
八
蝿
)、
一

八
〇
号

(三
七
･
三
蝋
)
の
指
定
区
間

(二
六
八
･

○
蹴
)
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

二
号
は
岡
山
県
の
東
西
軸
を
、
三
〇
号
、
五
三
号
、

一
八
〇
号
は
南
北
軸
を
成
し
て
お
り
、
人
口
六
〇
万

人
を
擁
す
る
岡
山
市
の
都
市
内
や
、
中
国
山
地
の
積

雪
地
域
な
ど
、
私
た
ち
が
管
理
す
る
道
路
は
多
種
多

様
な
顔
を
有
し
て
い
ま
す
。

当
事
務
所
は
、
昭
和
三
五
年
か
ら
直
轄
管
理
を
始

め
て
い
ま
す
が
、
道
路
管
理
の
事
務
内
容
も
多
岐
に

わ
た
り
、
歴
代
の
担
当
者
も
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
凝

ら
し
て
道
路
管
理
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
内
当
所
の
特
色
と
も
い
え
る

も
の
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二

地
域
と
の
交
流
を
通
じ
を
道
路
広
報

岡
山
国
道
工
事
事
務
所
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た

道
路
の
管
理
を
行
う
よ
う
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
回
そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

ー

人
に
優
し
い
柳
川
筋

｢ふ
る
さ
と
の
道
｣
植
え

付
け
祭
と
収
穫
祭

一
般
国
道
五
三
号
の
岡
山
市
中
心
部
を
南
北
に
通

る
区
間
は
、岡
山
城
の
外
堀
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、当

時
こ
の
堀
沿
い
に
柳
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
通
称
｢柳
川
筋
｣と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
(図
1
)。

そ
し
て
、
岡
山
駅
前
か
ら
後
楽
園
の
方
向
に
の
び

る
桃
太
郎
通
り

(県
道
)
と
交
差
す
る
一
般
国
道
五

三
号
の
交
差
点
は
柳
川
交
差
点
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

柳
川
筋

(
一
般
国
道
五
三
号
)
は
、
建
設
省
の
道

路
事
業
と
し
て
、
共
同
溝
、
キ
ャ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
整

備
が
行
わ
れ
、
歩
道
の
美
装
化
を
行
い
、
快
適
な
空

間
を
提
供
す
る
道
路
と
し
て
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
地
域
は
、
こ
の
昭
和
五
七
年
か
ら
平
成
七
年

に
わ
た
る
長
年
の
共
同
溝
工
事
、
歩
道
の
美
装
化
工

事
の
た
め
に
沿
道
の
方
々
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
、
こ
れ
に
伴
い
沿
道
住
民
の
方
々
と
の
間
に

溝
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
工
事
期
間
中
に
占
用
料
金
が
値
上
げ

に
な
っ
た
こ
と
等
も
あ
り
、
道
路
占
用
の
適
正
化
が

著
し
く
後
退
す
る
と
い
う
実
体
が
あ
り
ま
し
た
。

当
事
務
所
と
し
て
は
、
ど
う
に
か
し
て
住
民
の

方
々
と
の
信
頼
関
係
を
取
り
戻
し
、
本
来
あ
る
べ
き

姿
の
道
路
に
戻
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
そ
の
方
法

を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
課
で
市
民
の
皆
さ
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し“‐ ＼ ん
と
の
交
流
を
図
る
た
め
の
仕
組
み
を
作
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う
中
で
、岡
山
は
｢吉
備
の
国
｣

で
あ
り
、
こ
の

｢吉
備
｣
の
語
源
が

｢黍
｣
に
あ
る

こ
と
、
岡
山
の
名
物
と
し
て
土
産
物
で
一
番
売
れ
て

い
る
吉
備
団
子
は

｢黍
｣
団
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
で
は

｢黍
｣
を
見
る
こ
と
も
な
く
な

り
、
｢黍
｣が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
岡
山
の
人
す
ら

が
知
ら
な
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
と

｢黍
｣
の
種
か
ら
植
え

て
成
長
し
、
収
穫
す
る
ま
で
を
見
て
頂
く
た
め
、
平

成
三
年
に
当
時
ま
だ
何
も
植
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

,を
図 岡山市内 (柳川l筋) 平面図

柳
川
交
差
点
付
近
の
植
樹
枡
に

｢黍
｣
な
ど
を
植
え

た
と
こ
ろ
、
様
々
な
方
か
ら
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
｢黍
｣
は
ア
ト
ピ
ー
の
方
に
ア
レ
ル
ギ
ー

の
無
い
食
品
と
し
て
今
で
も
食
さ
れ
て
い
て
、
今
や

高
級
な
食
品
で
あ
る
こ
と
や
、
土
産
物
で
売
ら
れ
て

い
る
吉
備
団
子
に
は

｢黍
｣
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
り
、
あ
る
製
造
元
は
急
速

｢黍
｣
を
入
れ
た

も
の
を
｢昔
吉
備
団
子
｣と
し
て
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
当
事
務
所
も
そ
の
発
足
に
係
わ

っ
た

｢岡
山
･
地
域
づ
く
り
交
流
会
｣
が
平
成
四
年

三
月
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
部
会
に
、
｢人
に
優
し
い
柳

川
筋
研
究
会
｣
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
が
、
｢柳
川
筋
凸
般
国
道
五
三
号
)

を
一
番
利
用
し
、
係
わ
り
が
一
番
深
い
岡
山
市
民
が

も
っ
と
道
路
と
の
関
係
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
｣｢も
っ
と
親
し
み
の
湧
く
道
路
と
は

何
だ
ろ
う
｣
｢岡
山
に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
の
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
｣
と
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ

ア
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
方
達
と
話

し
合
い
｢住
民
の
参
加
に
よ
る
｣
｢人
に
優
し
い
道
づ

く
り
｣
に
つ
い
て

一
緒
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
研
究
会
か
ら
、
岡
山
の
特
産
品

の
中
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
の
に
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
植
え

て
も
っ
と
皆
さ
ん
に
知
･っ
て
頂
こ
う
と
い
う
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
造
幣
局
納
入
量
日
本
一
の
真
庭
郡

久
世
町
の
紙
幣
の
原
料
と
な
る

｢三
つ
又
｣
や
、
岡

山
の
お
茶
ど
こ
ろ
で
あ
る
美
作
町
や
勝
山
町
の

｢お

茶
｣、
町
の
名
前
の
語
源
に
な
っ
た
東
粟
倉
村
の

｢粟
｣等
特
産
品
を
持
つ
地
域
に
呼
び
か
け
、
岡
山
の

風
土
記
的
な
品
目
が
植
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
に
豆
、
米
、
麦

(秋
以
降
)
等
を
加
え
て
、
五
穀

を
揃
え
、植
え
付
け
と
収
穫
を
す
る
｢植
え
付
け
祭
｣

と
｢収
穫
祭
｣を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
五
年
度
以
降
は
、
毎
年
六
月
に

｢植
え
付
け

祭
｣
が
、
一
〇
月
に
は

｢収
穫
祭
｣
が
、
苗
を
提
供

し
て
頂
く
市
町
村
の
方
や
、
老
人
倶
楽
部
、
地
元
町

内
会
の
方
々
、
交
差
点
の
近
く
に
あ
る
岡
山
市
立
深

抵
小
学
校
の
児
童
、
そ
し
て
人
に
優
し
い
柳
川
筋
研

究
会
の
方
々
と
一
緒
に
行
わ
れ
地
域
の
人
達
と
の
交

流
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
に
親
し
み
と
潤
い
の
感
じ
ら
れ
る

柳
川
筋
を
育
て
て
い
こ
う
と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
加

え
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

2

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
年
の
八
月
も
全
国
各
地
で

｢道
路
を
ま
も
る
月

間
｣、
｢道
の
日
｣
に
ち
な
ん
だ
広
報
活
動
、
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
事
務
所
で
は
、
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
い
う
道
路
を
主
役
と
し
た
お
祭
り
を
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
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ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
平
成
二
年
に
事
務

所
の
各
課
、
出
張
所
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
で
構
成

す
る
、
｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
の
行
事
を
検
討
す
る

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
際
に
、
行
事
の
中
心
が

岡
山
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
り
、
各
地
域
で
分
散
し
て
行
事
を
実
施
し
よ
う
と

す
る
方
針
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
当
時
津
山
出
張

所
の
若
い
人
達
が
、
自
分
達
で
県
北
の
方
々
と
交
流

で
き
る
独
自
の
行
事
を
企
画
し
た
い
と
の
申
し
出
が

あ

っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

津
山
出
張
所
の
メ
ン
バ
ー
が
、
日
頃
か
ら
付
き
合

い
の
あ
っ
た
津
山
市
や
、
県
の
津
山
地
方
振
興
局
の

若
い
人
達
と
相
談
し
て
企
画
、
準
備
、
実
施
、
後
片

付
け
ま
で
全
て
参
加
者
が
す
る
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
始
め
た
の
が
、
津
山
市
で
開
催
さ
れ
る

｢
ロ

ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

･m
津
山
｣
で
す
。

平
成
二
年
度
は
、
当
所
、
岡
山
県
津
山
地
方
振
興

局
、
津
山
市
の
三
団
体
が
主
催
し
、
翌
年
か
ら
は
日

本
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
ほ
か
奈
義

町
、
勝
北
町
な
ど
県
北
町
村
の
参
加
が
あ
り
、
今
年

の
八
月
二
五
日
に
開
催
し
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

一
一
町
村
の
道
路
管
理
者
や
道
路
に
係
わ
り
の
深
い

公
益
事
業
者
等
二
〇
団
体
の
協
賛
に
よ
り
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
そ
の
も
の
は
、
当
日
の
午
前

一
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一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
が
、
四
月
か
ら
何
度

る
な
ど
ふ
る
さ
と
を
P
R
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど

も
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
前
日
か
ら
テ
ン
ト
収
集
や

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
設
営
等
の
準
備
に
入
り
、
当
日

早
朝
か
ら
の
テ
ン
ト
設
営
に
始
ま
り
、
終
了
後
の
後

片
付
け
ま
で
大
変
な
作
業
で
す
が
、
全
て
自
分
達
で

や
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
共
同
作
業
の
中
で
、
関
係
者
の
交
流
が
進
み
、

日
頃
の
業
務
の
円
滑
な
推
進
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
で
七
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
夏
の
行
事
と
し

て
津
山
市
域
の
人
達
の
間
に
定
着
し
た
模
様
で
、
大

勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
成
功
を
受
け
て
、
県
南
の
地
域
か
ら
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し
よ
う
と
の
声
が
挙
が
り
、
平

成
五
年
度
か
ら
岡
山
市
で
、
県
南
の
道
路
管
理
者
を

主
体
に
し
た

｢
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
岡
山
｣
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
別
の
機
会
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
多
く
の
機
関

が
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
で
よ
り
大
規
模
な
行
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
大
勢
の
市

民
の
参
加
が
得
ら
れ
、
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ

れ
る
機
会
も
多
く
P
R
効
果
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

さ
ら
に
、
参
加
市
町
村
が
地
域
特
産
品
を
販
売
す

一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
県
市
町
村
等
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
地
域
の
道
路
管
理
者
が
主
役
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
継
続
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。三

道
路
管
理
者
連
絡
会

ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
広
報
行
事
を
共
同
で

行
う
う
ち
に
、
各
道
路
管
理
者
が
抱
え
て
い
る
道
路

管
理
に
関
す
る
問
題
点
や
悩
み
等
に
つ
い
て
、
連
絡

を
取
り
合
い
解
決
す
る
糸
ロ
と
し
て
勉
強
会
を
設
け

て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
当
課
が
事

務
局
と
な
り
、
建
設
省
、
岡
山
県
、
岡
山
市
、
倉
敷

市
、
日
本
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
の
六

団
体
の
道
路
管
理
担
当
課
を
構
成
員
と
す
る

｢道
路

管
理
者
連
絡
会
｣
が
平
成
三
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
会
は
、
平
成
五
年
に
津
山
市
等
二
一
市
町
村

の
、
平
成
六
年
に
玉
野
市
、
総
社
市
等
二
五
市
町
村

の
参
加
を
得
、
現
在
は
五
三
団
体
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
各
道
路
管
理
者
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
共
通
す
る
課
題
･
テ
ー

マ
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
、
地
建
か
ら
も
出
席
し
て
頂
き
最
新

の
情
報
を
連
絡
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
三
年
間
に
討
議
し
た
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平
成
五
年
度
"
は
み
出
し
自
動
販
売
機
問
題

平
成
六
年
度
…
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
道
路

管
理
者
の
対
応
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
"
道
路
占
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
年
に
お
け

る
全
国
的
な
課
題
で
も
あ
り
、
勉
強
会
を
通
じ
て
岡

山
県
内
の
道
路
管
理
者
が
共
通
認
識
を
得
、
足
並
み

の
そ
ろ
っ
た
対
応
を
可
能
に
し
た
も
の
で
、
大
変
有

意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
路
管
理
に
関
す
る
問
題
も
近
年
増
加
し
、
内
容

も
複
雑
化
し
、
道
路
管
理
者
と
し
て
こ
れ
ら
道
路
管

理
に
関
す
る
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
勉
強
会
、

実
務
者
の
忌
蝉
の
な
い
発
言
の
で
き
る
意
見
交
換
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
道
路
の
正
し
い
利
用
等
に
関
す

る
啓
蒙
活
動
等
に
つ
い
て
、
相
互
に
連
絡
調
整
を
行

い
、
各
道
路
管
理
者
が
協
力
し
て
道
路
管
理
実
務
の

向
上
の
た
め
の
研
究
の
場
と
し
て
有
意
義
に
機
能
し

て
い
ま
す
。

道
路
管
理
者
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
、
工
事
を
と

り
ま
く
社
会
的
状
況
や
自
然
的
状
況
の
違
い
に
よ
り

様
々
で
あ
り
ま
た
、
今
後
も
、
規
制
緩
和
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
信
頼
性
の
確
保
、
高
度
情
報
化
社
会
へ
の

対
応
等
に
伴
い
新
た
な
課
題
も
多
く
発
生
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

62 道行セ 96.9



今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
市
町
村
の
参
加
を
得
て
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
現
場
の
第
一
線
で
道
路

管
理
実
務
に
携
わ
っ
て
い
る
担
当
者
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
連
絡
会
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

四

不
法
占
用
物
件
適
正
化
事
業
と
占
用

物
件
管
理
シ
ス
テ
ム

当
事
務
所
で
も
不
法
占
用
物
件
の
適
正
化
に
つ
い

て
は
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
岡

山
市
内
に
つ
い
て
平
成
二
年
度
か
ら
、
平
成
五
年
度

占用物件の調査　　

、、、へ----------･--‐‐‐‐‐‐------------･
･占用物件台帳の整備 l

　
　　　　

湫

＼

念

　

　図 2 システム概念
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表 I 主な出力帳票の一覧

帳 票 名 対 象 デ ー タ 処 理 概 要

11 占用状況一覧表 占用許可物件
不法占用物件

出張所
、

号線毎に占用状況
を出力する。

り“
占用質午可物列牛--寛

ミ袋篝駿~
占用許可物件 出張所

、
号線毎に許可され

ている占用物件を出力する。

OJ 指導対象物件一覧表 不法占用物件 導
許

o

指
、る

正
目
す

是
自
力

に
年
出

毎
境
を

線
指
)

号
(

去
、況
撒

所
状
、

張
捗
請

出
進
申

の
可

4T 許可指導物件一覧表 不法占用物件のうち
適合物件

出張所
、

号線毎に適合物件
を出力し

、
指導資料とする。

に･〕 許可不適合物件一覧表 ち物
件糊

法
適

不
不 鋤

%
適
と

不
料

に
資

毎
導

線
指

号
し噺

勘
出
篠

AV 撤去物件一覧表 ね
/

、つ′筋灘
物
た

用
れ

占
さ桜琺

さ
｣搬を

毎
す

線
力

号
出

蕨
裟鱗

ワJ-
確認リスト にタ

ノ『尹たし

O

録
る

登
す

に
力

時
出

録
て

登
いつ

nb 占用者一覧表 拐肋を酩賭占

QU 指導記録 腋飜輔励
ん灘樹作

※任意に区間を設定して出力することが可能

か
ら
は
倉
敷
市
内
を
対
象
に
加
え
て
、
毎
年
継
続
し

て
委
託
に
よ
り
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
法
占
用
物
件
は
、
そ
の
数
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
、

営
業
用
の
看
板
等
は
物
件
の
取
り
替
え
や
経
営
主
体

が
変
わ
る
な
ど
の
変
動
が
多
く
、
実
態
の
把
握
が
容

易
で
な
い
こ
と
が
是
正
指
導
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の

大
き
な
隣
路
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
事
務
所
で
は
、
道
路
に
存
在
す
る
物

件
を
全
て
調
査
し
、
そ
れ
を
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

許
可
物
件
と
不
法
占
用
物
件
に
分
け
て
管
理
し
、
指

導
の
効
率
化
と
指
導
記
録
の
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1

シ
ス
テ
ム
の
概
要

占
用
物
件
の
管
理
シ
ス
テ
ム
の
概
念
は
図
2
、
シ

ス
テ
ム
の
概
要
は
図
3
の
と
お
り
で
す
。

許
可
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
、
道
路
に
存
す
る
物
件

一
個
単
位
の
情
報
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
占
用

物
件
全
体
が
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

許
可
物
件
･
許
可
不
適
合
物
件
の
分
布
状
況
を
時

間
的
、
位
置
的
、
(区
間
的
)
に
帳
票
の
打
出
し
が
で

き
る
(表
ー
)、
現
地
の
状
況
把
握
が
適
切
に
行
え
る

為
、
現
地
の
物
件
の
変
更
及
び
新
た
な
不
法
占
用
物

件
の
発
見
に
有
効
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
不
法
占
用
物
件
等
の
適
正
化
指
導
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
是
正
指
導
状
況
の
把
握
が
容
易

に
で
き
る
た
め
、
適
正
化
指
導
の
効
率
良
い
計
画
表

を
作
成
す
る
の
に
有
効
的
で
す
。

占

用

物

件

管

理

シ

ス

テ

ム

図 4 占用物件管理の流れ図
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2

占
用
物
件
管
理
の
流
れ

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
占
用
物
件
管
理
の
流
れ
は

次
の
と
お
り
で
す

(図
4
)。

の

占
用
物
件
情
報
の
登
録

①
占
用
物
件
台
帳
の
作
成

･1
現
地
の
調
査

現
地
調
査
を
実
施
し
、
許
可
の
有
無
に
係

わ
ら
ず
道
路
を
占
用
し
て
い
る
物
件
に
つ
い

て
、
物
件
の
種
類
、
所
在
地
(距
離
標
)、
所

有
者
、
占
用
面
積
等
の
現
地
情
報
を
把
握
し

ま
す
。

n
許
可
情
報

現
地
調
査
に
よ
り
把
握
し
た
個
別
の
占
用

物
件
情
報
を
既
存
の
許
可
書
等
と
照
合
し
、

占
用
の
許
可
に
係
わ
る
情
報

(許
可
番
号
、

許
可
年
月
日
、
基
準
に
対
す
る
適
否
等
)
を

追
加
し
、
占
用
物
件
台
帳
を
作
成
し
ま
す
。

②

占
用
物
件
情
報
の
登
録

占
用
物
件
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
占
用
物
件
の

情
報

(占
用
物
件
情
報
)
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録

(入
力
)
し
ま
す
。

②

適
正
化
指
導
情
報
の
登
録

①

適
正
化
指
導

不
法
占
用
物
件

(許
可
対
象
物
件
及
び
撤
去

対
象
物
件
)
に
対
し
、
許
可
申
請
ま
た
は
、
撤

去
指
導
等
の
適
正
化
指
導
を
行
い
適
正
化
指
導

調
書
を
作
成
し
ま
す
。

る
資
料
を
印
刷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
っ
て
、

②

適
正
化
指
導
情
報
の
登
録

効

勺
な
こ口
重
手
順
を
十

勺
に
ず
う
こ
と
ミ
い
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適
正
化
指
導
調
書
の
記
載
内
容
の
内
、
指
導

段
階
、
指
導
年
月
日
、
申
請
撤
去
等
の
情
報
(是

正
指
導
情
報
)
を
シ
ス
テ
ム
に
登
録

(入
力
)

し
ま
す
。

③

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
調
査

定
期
的
に
現
地
の
確
認
を
実
施
し
、
新
た
に
設
置

さ
れ
た
物
件
、
撤
去
さ
れ
て
い
る
物
件
に
つ
い
て
、

道
路
台
帳
の
作
成
、
占
用
物
件
情
報
の
登
録
を
行
い
、

常
に
現
地
の
状
況
と
シ
ス
テ
ム
の
情
報
の
フ
ォ
ロ
ー

を
行
い
ま
す
。

の

出
力

出
力
す
る
帳
票
を
選
択
し
、
路
線
、
上
下
、
区
間
、

期
間

(時
間
)
を
設
定
し
、
帳
票
を
出
力
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

帳
票
に
は
、
設
定
し
た
時
期
に
お
け
る
適
正
化
指

導
の
段
階
、
指
導
年
月
日
の
経
緯
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
出
力
帳
票
の
一
覧
表
は
表
1
、
出
力
サ
ン
プ
ル

は
表
2
に
示
す
と
お
り
で
す
。

3

シ
ス
テ
ム
の
特
徴

①

い
つ
で
も
物
件
の
占
用
状
況
、
個
別
の
物
件
情

報
を
画
面
に
表
示
、
印
刷
で
き
る
。

②

過
去
の
是
正
記
録
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
次
に

ど
こ
の
是
正
指
導
を
行
え
ば
良
い
か
を
指
示
で
き

効
果
的
な
指
導
手
順
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③

是
正
指
導
の
推
進
状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
ま

す
。

④

不
法
占
用
物
件
だ
け
で
な
く
、
占
用
許
可
し
て

い
る
物
件
に
つ
い
て
も
確
実
な
実
態
が
把
握
で
き

ま
す
。

4

適
正
化
の
状
況
と
問
題
点

岡
山
市
、
倉
敷
両
市
内
の
不
法
占
用
物
件
一
、
ニ

ニ
一件
を
対
象
と
し
た
平
成
七
年
度
の
適
正
化
事
業

の
結
果
は
、
占
用
者
が
撤
去
し
た
物
件
数
が
九
九
件
、

申
請
許
可
し
た
物
件
数
が

=

件
の
合
計
一
一
〇
件

を
適
正
化
し
、
適
正
化
率
は
九
%
と
な
っ
て
い
ま
す

(表
3
)。

適
正
化
事
業
と
し
て
是
正
指
導
を
開
始
し
て
二
年

目
か
ら
四
年
目
ま
で
の
間
の
適
正
化
率
が
二
0
%
強

で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
六
年
目
の
適
正
化
率
は

半
減
し
た
低
率
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
残
っ
て
い
る

物
件
の
是
正
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。不

法
占
用
者
に
対
す
る
指
導
は
、
少
な
く
と
も
、

年
に
一
回
以
上
行
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
年
の
経
過

と
と
も
に
同
一
の
不
法
占
用
者
に
対
す
る
指
導
回
数

も
増
え
て
お
り
、
既
に
約
四
0
%
の
物
件
に
つ
い
て



表 2ー 1 出力サンプル

占 用 状 況 一 覧 表
2 号 上り 8. 9. 4 現在担当事麩所･出藍所 428畑山雑特出掘所

、占 用 局 頭、 占 用 麹 臀 基 . 占 用 { 者 槌 群 況 占 用 許 可 麗 ･ 證 去睫編

者n
鸚 琵所

/ 舘号 物丹名秤
表示内容
違反内容

裁 量
単 価
占用目摯 搦郵便番号/電話/国人コード

調 査

年月日

基
区
分

指導状況

年月日

許 可

年月日

嗣

鷁占用日

期 間

満了日

廃 止

年月日

紐

鷁
麟
年月日

166.923 32262 薹鹸 1･ 3
否彗

山中宣霞64-1
3 10,16K 7,927

167.028 32261 --〆繭)① 0･

否彗

迩
±七5924

3 10,16

3,1016

K

3

7,927

4,316ね 4.30 677 18200 7,3,316.3.251191

167.038 32260
軸雨葺屋39-2 尺曇轆鞄

;れた2.5m未満

0･
1820否

.こご･毒5924
騨璽融朧(株) 犠取篇投

3,1016

3,10,l6 1

4,316

7,9,27

ね 4.30 677 18200 7,3,316.3.251191

占用許可物件一覧表 (指導後)
担当室窩滿-出張所 4283園山維持出輻所 2 号 上り 8. 9. 4 現在

占 用 露 顕 占 用 幼 秤 基 占 ′ ･用 者 濶 況 占 用 詳 厨
蝸 固

麟 -
廃 止曖止

薑 去錯

若準
氏 名
郵便番号/電話/国人コード 年月日

□ば巨人刀年月日年月日番号占用科議了日年月日番号年月日
翳 覊所

/ 舘番号 物件名鉢
表示内容
違反内容

数 量
単 菌
占用料

l67.657 3290↑
山南原尾島2丁目906-1

---‘繭)①
蹴 1820遜

÷コツ丁目18-=
融 - -鬮 4. LP 一うと一4.i02 7･4･1 l2 l820 G 33

167.740 220lo 拙看板(両面)⑨
1820
4I

I820
7280C

;
I
..
!

C

市長蹴 -7‘
2,925 1 4 10,9 7.4濃 131 728000,3.=

l69,l25 22020 拙者鬮両面)①

I820
7280C
1.6

18200
36 400

C
6 軸
0選愚蕁
0 )3

市森下町‐25

2,325

2lo.

1

1

4 10,9

2,l226

7.4,l

6,4 1

131

177

72800

36“00

0,3.=

9,331

169注45 22021 突出看板挿画)① AV-

0選愚蕁
0 )3
4
調

愚蕁鬮
)3 6

.-- ｢計1-21

2lo.

2 10溝

1

2

2,l226

3,124

6,4 1

8,4.

177

“

36“00

-8200

9,331

3.131

↑69,157 22022 突出看板(両面)① ハトV･

調

0遮
0

薹請負還
2 10溝

2,10,1

2

2

3,124

3, 124

8,4.

8,‘,l

“

79

-8200

l2れ400

3.131

3,3,31

169,157 22023 出看国輌)① ･AV･

0遮
0

脳i畜
0

稠阿 引トガ

2,10,1

2.10,

2

2

3, 124

3. 1,24

8,‘,l

8.4,1

79

79

l2れ400

18200

3,3,31

3.3.=

指導対象物件一覧表 (全不法物件)
2 号 上り 8. 9. 4現在担当輻麻網輛 4鵺因由維持雛輛

占 用 堝 孫 用 物 円 占 用 者 調査箋 蒋 導 炎 貿
距 饉 標 /台帳耆号
占 用 凰 莇

偽名勝/単位
示 内 容
反 内 容

教団
単価
占用日

住 所
氏 名
郵ぼ番号/竃話/囚人コード 博一

茜正化
“岡、馨幻

門1国執2国日3回粥4国窮5国瓢6囮箭7国調8回譲9国目10厘足正据鴻
虞 翠

l66.923 32262 ｣ 師贅屋64一↑
m m 6不□3,122 41 ." 4.3,れ9錢= ".叡52 .17"=.2 6話.1Cm o,197.l.贅79 2

l67.028 32261 価岡⑨ J 0･ 肺簑餓592 l

u蛔鰤斜
m m 6

m m e

云省

瀉劇

′

3,122

aI2.25

41 ."

4l誰

4.3,

4,3,3

れ9錢

4,田

= ".叡52 .17"=.2 6話.1Cm o,197.l.贅79 2

4,3笹
由議

167,038 32260 価㈲① ぜ

18鐐3
1駝M 2
043

18,
山雨認船592 ,

m m e

m m【

瀉劇

′
奔u

aI2.25

31225

4l誰

=回
7,9.2

4,3,34,田 4,3笹
由議

l67.045 32259
軸市自屋39一2

↑67.145 32258
軸雨蔑掠36一3

167.183 32256
軸雨離誌5ー4

l67溝95 32257

(両面)① 〆

鬮r
.m末講

鞏晒面)① #
I
丸5損未讃

疊蛔壷
価圏① J

0,4
1瞬ば

誌
IM 0[

, 1,4
18,獺麓,4は

圏璧可銑) 儀蹴
掟 棚細 嚼

藁,艦
'【鉋嚇 肌凶駐
-鬮諭嚢難 儀群

m o,1

3,1館

′
る脚,1

否

烙

菱

m嬢,

3.122

報復

l1回
れ鉛

4.u

4J J

れ3,

4凄,

49 ,2

4,舵 4川御

-

-

4,9,28糺
= 130
讃L

167.655 22002 ン 國 2. ｣南原尾島2丁目25-1

alo,l

2,925

護

否

3.12,2、

2Jai

4.=

3溝,18

4,3,

3.2,

4‐9‐2:

3,3美3,819m o, 312.(
･

れ928
斡去

3,12,9
籔去

篤67‐655 22003 板 J

3,鰍

2.国
笹饑
78,州

山南原姫も負2丁目25-1

2,925

2.9第

否

邁

2Jai

幻2,1
=回 2回 13回 T4回

m o, 312.( 籔去

167.657 22004 榊 (両面)① 〆

笹饑
78,州
1･y

搬爛
篭雄

u雨朧副島2丁目l8-14

2.9第

2,9姫

邁

逐

幻2,1

212

al器S

2琵.筑

6lo, 7･u 7,離そ

21226
囮去

簿67‐657 32901 =両面)① 話

･y
搬爛
篭雄
I誰

協鰡i
1離"

肺擦賭翌丁m 8一国
薑 :

29第

れu7

逐

邊

212

4,鉛

2琵.筑

4測定410233 0第

167.665 22005 錠示坂 本

協鰡i
1離"
1

れ
2,即

･一一･T目19一25

れu7

2,925

邊

遁

4,鉛

2,ロ.1l

4測定

l3i le

41023

3.2 7

3

7a a 3,8‘1(4 2 7

中議
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表 2 ー 2

第 7 回 指導調書 (是正指導 )

1.台帳鶯鰓塑番号 0 3 5 3 6 6 4 2 0 3 岡山鮒特出;期i 5 3号 上り 0 . 9 6 5 '‘&1

2.占用物件 突出看板 ネ満台 数鍵 : 0 . 2 嬰團総 , 5 0 0 占剛紬 事制球=‘;*

(表示内容)

3 . 占用場所 榊師お巾山下↑丁目 弱葭

4 .占用者 岡山市扮図釘戊‐4 T E L : 0 8 6‐鬮薹‐1 1 5 5

園山薑鬮圏ホテル (鞘 代天取添俊 玲法-8導

= )第 7回是正指導 (2 )琵止指導投げ込み (3 )指導通知郵送

" 9 4 - l ｣
“船山 “ “〆“開削弯問 / “ #"ククク} ~ / “ =U クタ} 脂導者

5･ 鰊 !纖壗薯鵜
鬱病塾礬禁饗 糯皺も の嚼きき姥

いいえのとき 子扶説明溶は投げ込んだか 鼠 はい 2 .いいえ

⑧ 指 導 の 相 手 方 斯のお名前は ( あ る ) 鐵の占用者力疣 はいくのいいえ

翼食 み発会釧競 8開 講礎,
5攣 団

④ 指 導 の 確 認 前回までの説明を御存知で競り @〕はい 2 ,いいえ

いいえのとき 占用許可手続きが必要なことを知っていましたが ↑.は(･、 2 .いいえ

⑤ 申請指講及び撤去脂護 占用許可q弱をして下さい 1 ,はい 2 ,いいえ

拗蕊して下熱、 =よい @ )いいえ
いいえのとき 何故ですか

6 .占用樹が高い;嬢塞がる 鰄森をい
3ホハ(難 物 の

当
9 .中諦する意思がない

10.撤去する意思がない 日.支障になっていない l之 看板業者に話して下さい

13,メーカー代話して下さい = 碓学鱒毬窿 M )はおかしい範 他が中諭したらする

@ その他( )

◎ 次 回 指 導 予 定 今度は何時に翁伺いtばしょうが 月 日 時 分頃

⑦ 特 記 舐 項 超 け すに炙葱すみ手足があ あ で、それるで猜 疑 ほしレJ d l
6 .前回までの懸導経過

@適正化説明通知 第 1回煙正IH澤 第 4回蒲日汽導 第 5回是正指導 第 6回是正指導

4 10叢5 4.熊 30 尾銅旨濁 6. 2l 6 苅日粍溥 6.10部 屋正指導 7 l .31 是正l汽溥

本人 (責任者)不在のため 考えてみる 考えてみる 考えてみる

相談してきめる

@

′
嚼きき姥

道々テセ 96.9 6 7



ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

表 3 不法占用適性化実施結果

年

度
区
砧

施
@

実
問

繖繃
の

許
数
)

語
@ 綴礬 溌

瀉
靴驫
鯰

リム … 郷 50 “ 113 M
QJ 加 鰓 103 228 331 即
4す 儼 廓 108 242 知 痰
ro 饅 廓 “ 268 纈 郷
AU 郷 鰺 〕̂〉

170 179 鯲
ワ.- 鰓 筬 n “ 110 知

表 2 ー 3 指導記録

蹴

減醸

鸚胡
膿
淺 指 導 記 録

嫌
＼年 月 日 掃纐繊 指淺内容

“鞠榔
｣“u 蜜州 覇 纖

融拝翔る↑往のにの

行こ 鋤
｣“u ｣黒 蹴 鮴

藺就享翔ろ↑仕のにの

Qu 鴬
+“u 報M 蝸 纖 ぎ,“峠 榔
+A= 盤ハ 際 廳礬にJ 燃
ムは 蜜ハ 鰓 廳 緘

RU

'‘!

QU

QJ

ぬ

12
撥 去 1 申 講 I【r 厳 田I I

五

終
わ
り
に

地
域
活
性
化
、
地
域
連
携
、
規
制
緩
和
等
様
々
な

方
針
が
打
ち
立
て
ら
れ
、
様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ

よ
う
と
し
て
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
私
た
ち
の
道
路
管
理
者
の
業
務
に

密
接
な
も
の
も
あ
り
、
私
達
も
道
路
の
利
用
者
を
常

に
頭
に
置
い
て
、
道
路
を
整
備
し
た
目
的
が
果
た
さ

れ
る
よ
う
、
少
し
で
も
役
立
て
れ
ば
と
、
今
後
も
工

夫
を
重
ね
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
も
っ
と
地
域
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
地
域
の
人
達
に
道
路
の
意
義
、
重
要
性

が
深
く
理
解
さ
れ
、
不
法
占
用
の
解
消
に
も
ご
理
解

一
〇
回
以
上
の
指
導
回
数
に
達
し
て
い
ま
す
。

が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
〇
回
以
上
指
導
を
行
っ
て
も
応
じ
な
い
よ
う
な

業
務
以
外
に
も
、
日
頃
か
ら
住
民
の
方
々
と
の
出

不
法
占
用
者
は
、
不
法
で
あ
る
こ
と
は
も
う
十
分
に

会
い
、
交
流
を
大
切
に
し
て
き
た
当
事
務
所
の
道
路

承
知
し
て
お
り
、
是
正
指
導
に
は
強
制
力
が
な
い
こ

管
理
の
伝
統
を
今
後
も
次
代
に
伝
え
た
い
と
考
え
て

と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
同
じ
よ
う
な
指

い
ま
す
。

導
を
続
け
て
も
是
正
の
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
無
い
と

(中
国
地
方
建
設
局
岡
山
国
道
工
事
事
務
所
管
理
第
一
課
長
)

考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今
後
の
適
正
化
は
単
な

る
指
導
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
本
省
か
ら
の
指
導
の
と
お
り
、
監

督
処
分
、
行
政
代
執
行
等
を
実
施
す
る
よ
う
、
本
局

の
指
導
を
得
な
が
ら
方
策
を
検
討
し
て
行
か
な
け
れ
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艦
幅
よ
る
拙
穢
鬱
鬮

石
金
み
え
子

私
の
勤
め
る
、
授
産
施
設
で
は
、
二
年
前
よ
り
｢福

祉
の
花
｣
と
名
づ
け
ら
れ
た
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
の
組

立
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
造
花
で
は
あ
り
ま
す
が

鉢
に
差
し
た
花
が
並
ぶ
と
作
業
室
一
面
に
色
と
り
ど

り
の
花
が
咲
き
誇
り
、
花
畑
に
な
り
ま
す
。
携
わ
る

所
生
達
も
心
が
安
ら
ぎ
、
情
操
教
育
効
果
も
働
き
ホ

ッ
ト
で
優
し
い
人
格
が
生
ま
れ
育
つ
よ
う
に
感
じ
、

ま
さ
し
く

｢心
の
み
ど
り
｣
で
あ
り
ま
す
。

組
立
↓
花
差
し
↓
草
差
し
↓
箱
詰
め
↓
納
品
と
い

う
行
程
で
は
、
作
っ
た
花
が
ど
ん
な
所
に
役
立
っ
て

い
る
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
“
自
分
の
手
で
作

っ
た
花

飾
っ
て
み
た
い
な
あ
"
と
、
納
品
の
折
に
担
当
者
に
、

私
の
考
え
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
思
い
が
神
様

に
通
じ
た
の
か
、
ご
招
待
で
東
海
北
陸
自
動
車
道
の

工
事
現
場
見
学
及
び
飾
り
付
け
作
業
に
、
ー
･･ム
マ後

の
作
業
に
活
か
し
て
欲
し
い
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
見
学
当
日
、
所
生
達
は
そ
れ
ぞ
れ
大
喜
び

で
し
た
。
現
場
に
近
づ
く
に
つ
れ

｢
こ
の
花
は
福
祉

施
設
の
生
徒
さ
ん
達
が
作
っ
た
花
で
す
｣
と
い
う
大

き
な
看
板
が
、
目
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
は
じ
め
て

体
験
す
る
緊
張
と
喜
び
を
与
え
て
戴
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
所
生
達
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
実
習
体
験
、

大
満
足
で
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
、

所
生
達
も
自
分
の
仕
事
に
自
信
を
持
ち
意
欲
的
に
ど

ん
な
仕
事
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
は
、
一
指
導
員
と
し
ま
し
て
、
人
の
目
に
ふ
れ

る
こ
の

｢福
祉
の
花
｣
を
通
し
、
人
々
の
幸
せ
を
願

う
と
共
に
、
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
達
の
存
在
を
、
こ

の
花
を
通
し
て
社
会
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
に

着
目
し
て
下
さ
っ
た
、
日
本
道
路
公
団
の
方
々
、
ま

た
工
事
の
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
こ
の

｢福
祉
の
花
｣
が
多
く
の
人
達
の
目
に

と
ま
り
、
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
八
の
社
会
へ
の
参
加
を

花
の
力
を
借
り
、
全
国
に
呼
び
か
け
た
い
願
い
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

(大
垣
市
立
障
害
者
か
わ
な
み
小
規
模
授
産
所
指
導
員
)
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“10 5

月
･日

世

界

の

動

き

○
中
国
政
府
は
核
実
験
を
実
施
し
た
と
発
表
、
併
せ
て
三
〇
日
以

降
の
核
実
験
の
停
止
を
宣
言
し
た
。
今
年
六
月
八
日
以
来
の
核
実

験
で
、
通
算
四
五
回
目
。

○
米
商
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
第
二
･
四
半
期

(四
-
六

月
)
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
実
質
成
長
率
は
、
前
期
比
年

率
換
算
で
四
･
二
%
と
な
っ
た
。
二
年
ぶ
り
の
高
水
準
で
、
政
府

支
出
に
加
え
住
宅
投
資
、
個
人
消
費
が
伸
び
た
。

○
日
米
半
導
体
交
渉
が
合
意
に
達
し
、共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。

合
意
内
容
は
、
①
政
府
に
よ
る
半
導
体
の
シ
ェ
ア
調
査
･
監
視
の

廃
止
②
民
間
の
世
界
半
導
体
会
議
を
設
立
し
、
日
米
が
参
加
③
日

本
政
府
に
よ
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
輸
出
監
視
を
廃
止
な
ど
。

○
世
界
銀
行
の
諮
問
機
関
で
あ
る
国
際
農
業
調
査
諮
問
グ
ル
ー
プ

が
、
熱
帯
雨
林
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
。
そ
の
中
で
地
球
上
で

は
、
毎
分
二
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
熱
鱒
雷
雨
林
が
消
失
し
て
い
る
と

指
摘
、
関
係
国
へ
の
支
援
措
置
を
訴
え
た
。

○
軍
反
乱
罪
、
内
乱
罪
な
ど
に
問
わ
れ
た
韓
国
の
元
大
統
領
全
斗

燠
、
前
大
統
領
盧
泰
愚
の
両
被
告
ら
の
論
告
求
刑
公
判
が
ソ
ウ
ル

地
裁
で
あ
り
、
検
察
側
は
、
収
賄
事
件
と
あ
わ
せ
て
全
被
告
に
死

刑
と
追
徴
金
、盧
被
告
に
無
期
懲
役
と
追
徴
金
を
求
刑
し
た
。

○
メ
キ
シ
コ
の
テ
ィ
フ
ァ
ナ
で
三
洋
電
機
の
米
国
子
会
社

｢サ
ン

ヨ
ー
ビ
デ
オ
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
｣
の
金
野
衛
社
長

(五
六
)
が
誘

拐
さ
れ
、
一
九
日
に
解
放
さ
れ
た
。
犯
人
は
六
人
組
で
、
身
代
金

三
〇
〇
万
ド
ル

(約
二
億
二
、
0
0
0
万
円
)
を
奪
っ
て
逃
走
し

事

項

“
19

月
･日

国

内

の
動

き

○
政
府
は
臨
時
閣
議
で
一
九
九
七
年
度
予
算
の
概
算
要
求
基
準

(シ
ー
リ
ン
グ
)を
了
解
し
た
。
政
策
的
経
費
で
あ
る
、
一
般
歳
出

の
伸
び
率
は
、
三
･
四
%
増
で
、
シ
ー
リ
ン
グ
段
階
で
三
%
台
に

な
る
の
は
、
九
四
年
度

(三
･
八
%
)
以
来
。

○
政
府
は
臨
時
閣
議
で
国
家
公
務
員
I
種
職
の
新
規
採
用
を
原
則

と
し
て
三
割
減
と
す
る
採
用
計
画
と
国
家
公
務
員
を
対
象
と
す
る

第
九
次
定
員
削
減
計
画
を
決
め
た
。
削
減
計
画
は
、
九
七
年
度
か

ら
五
年
間
に
四
･
一
一
%
の
人
員
減
。

○
厚
生
省
発
表
の

｢
一
九
九
五
年
簡
易
生
命
表
｣
に
よ
る
と
、
日

本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
と
も
や
や
下
が
っ
て
男
性
七
六
･
三

六
歳
、
女
性
八
二
･
八
四
歳
と
な
っ
た
。
男
女
と
も
下
が
っ
た
の

は
八
八
年
以
来
。

○
台
風
三
一号
が
東
北
地
方
を
横
断
し
た
の
に
伴
い
、
関
東
地
方

は
記
録
的
な
暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
。
最
高
気
温
は
熊
谷
三
八
･
九

度
で
、
東
京
は
観
測
史
上
二
位
の
三
八
･
七
度
、
水
戸
は
史
上
最

高
の
三
八
･
四
度
を
記
録
。

○
国
税
庁
が
今
年
一
月
一
日
時
点
で
、算
定
し
た
路
線
価
を
公
表
。

標
準
宅
地

(住
宅
地
、
商
業
地
、
工
業
地
な
ど
を
含
む
)
の
路
線

価
の
全
国
平
均
額
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
九
万
二
、
0

0
0
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
一
三
･
五
%
の
下
落
。
四
年
連
続
で

前
年
を
下
回
っ
た
。

事

項

8
1
'
紅

節
%
-
31

月
･日

道
路
行
政
の
動

き

○
道
路
を
ま
も
る
月
間

○
建
設
省
道
路
局
、
関
東
地
方
建
設
局
の
主
催
に
よ
り
、
官
庁
街

の
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実
施
さ
れ
た
。

○
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
中
央
行
事
と
し
て
｢
ロ
ー

ド
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
｣
等
が
開
催
さ
れ
た
。

○
日
本
の
道
を
考
え
る
会
主
催
に
よ
り
、｢日
本
･
E
U
に
お
け
る

道
路
政
策
の
新
た
な
展
開
｣
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。

○
道
路
防
災
週
間

事

項
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立
場
を
変
え
て
発
想
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
は
、

易
占
い
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。
と
言
う

よ
り
も
発
想
の
転
換
如
何
に
よ
っ
て
、
占
い
は
当
た

り
外
れ
が
で
る
の
で
あ
る
。
易
占
い
の
道
具
は
古
く

ぜ
いちく

さん
ぎ

えさ
き上ぅ

か
ら
笙
竹

算
木

易
経
の
三
点
と
な

っ
て
い
る
。

大
事
な
の
は
算
木
に
示
さ
れ
た
象
を
見
る
こ
と
で
あ

る
。
笙
竹
と
い
う
の
は
、
こ
の
象
を
算
木
に
表
す
た

め
に
あ
る
。
算
木
は
四
面
を
持
つ
長
さ
五
糎
ほ
ど
の

矩
形
の
木
片
で
、
六
本
を
一
組
と
し
こ
れ
を
卦
と
い

い
、
そ
の
一
本
ノ
＼
を
麦
と
言
う
。
一
本
の
麦
の
二

　

　

面
に
は

E
の
マ
ー
ク
、
裏
側
の
二
面
に
は

嘲
の
マ
ー

ク
が
つ
い
て
い
て
、
ひ
っ
く
り
か
え
す
と
そ
れ
ぞ
れ

の
陰
陽
が
逆
に
な
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
易
経
は

こ
の
卦
に
示
さ
れ
た
象
を
解
説
す
る
辞
書
の
よ
う
な

も
の
で
、
岩
波
文
庫
の

｢易
経
｣

h
メ
る
0

一
冊
が
あ
れ
ば
足

と
で
も
言
え
よ
う
。
易
は
陰
陽
二
元
論
を
根
本
に
据

え
て
い
る
か
ら
、
八
要
素
の
一
つ
/
＼
に
陰
と
陽
の

一
≠
兀
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
聾
震
は

震
動
の
ふ
る
う
と
い
う
意
味
だ
が
、
現
象
と
し
て
は

雷
震
と
地
震
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
雷
震
は
天

空
を
震
わ
し
雷
光
と
雷
音
が
交
差
す
る
陽
的
な
派
手

さ
は
あ
る
が
、
人
々
の
生
活
を
根
底
か
ら
覆
す
ほ
ど

の
被
害
は
出
な
い
。
地
震
は
そ
の
反
対
の
陰
性
で
派

手
さ
は
な
い
が
結
果
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

八
要
素
そ
れ
ハ
＼
に
陰
と
陽
が
か
ら
ん
で
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
八
卦
の
自
乗

(8
×
8
)
の
六
四
卦
で
易

経
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
で
示
し
た
い
o

易
者
の
看
板
に
よ
く
あ
る
蹴
蟄

は
地
天
泰
と
い
う
卦
で
あ
る
。
こ
れ
を
ジ
ー
と
見
つ

め
て
い
る
と
、
堅
固
な
地
盤
全
曲
)
の
上
に
築
か
れ
た

建
物
爺
粥
)
に
見
え
て
く
る
。
城
郭
と
言
い
た
い
が
表

現
が
古
け
れ
ば
、
高
層
ビ
ル
と
言
っ
て
も
よ
い
。
と

も
か
く
安
定
し
た
か
た
ち
を
し
て
い
る
。
安
心
し
て

見
て
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
卦
は
天
下
泰
平
の

語
源
と
も
な
っ
て
い
る
古
卦
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ

かたち

が
わ

かたち

も
ん

の
象
は
易
者
の
側
か
ら
見
た
象
で
、
相
い
対
す
る
間

ぜ
いし
や

鑪
者

(占
い
を
求
め
る
人
)
の
側
か
ら
見
れ
ば
逆
の

郊
趣
き
蟄
謙
に
な
る
o
律
は
算
木
に
示
さ
れ
た
象
を

見
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
地
盤
の
弱
い
と
こ
ろ
(粥
)

に
重
い
構
造
物
金
壷)を
乗
せ
た
よ
う
な
も
の
で
、
ぐ

ら
ハ
＼
し
て
不
安
定
そ
の
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。

だ
か
ら
泰
の
反
対
の
意
味
で
否
と
言
っ
て
い
る
。
卦

の
象
は
立
場
を
変
え
て
見
る
と
ま
る
っ
き
り
反
対
の

卦
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
立
場
を
変
え

地
天

な
く
て
も
麗
匿
泰
の
六
本
の
算
木
を
全
部
ひ
っ
く
り

返
す
、
即
ち
陰
陽
を
逆
に
す
る
と
立
場
を
変
え
た
の

と
同
じ
艦
船
否
に
な
っ
て
し
ま
う
。
易
占
い
に
当
た

り
眼
前
に
示
さ
れ
た
泰
の
象
の
吉
を
と
る
か
、
そ
れ

と
も
裏
側
の
否
の
凶
を
と
る
か
、
で
な
け
れ
ば
問
鑪

者
の
側
か
ら
見
た
否
と
す
る
か
は
そ
の
時
々
の
易
者

の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
易
経
に

書
か
れ
て
い
る
文
章
は
吉
に
も
凶
に
も
読
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
吉
と
か
凶

と
か
は
本
来
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら

｢当
た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
｣

は
易
の
シ
ス
テ
ム
に
欠
陥
が
あ
る
の
で
な
く
、
占
う

易
者
自
身
の
資
質
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
な

の
で
あ
る
。
医
者
が
病
理
検
査
の
外
に
患
者
の
顔
色

や
態
度
を
見
な
が
ら
病
歴
を
詳
し
く
き
い
て
診
断
を

下
す
よ
う
に
、
易
占
に
当
た
っ
て
は
問
鱸
者
と
易
者

と
が
対
話
を
通
じ
何
を
占
う
こ
と
が
、
そ
の
人
に
と

っ
て
幸
い
に
な
る
か
の
目
的

(占
的
)
を
は
っ
き
り

と
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
易
者

自
身
が
数
々
の
人
生
経
験
を
積
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

-
未
済
-

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです。
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監

発

刊
翹
件

前
書
き
は
さ
て
お
き
、
前
号
本
欄
で
お
約
束
し
た

｢当
た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
｣
に
つ
い
て

簡
単
に
説
明
し
た
い
。
八
卦
と
は
人
間
の
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
八
つ
の
自
然
現
象
を
い
う
。
算
木
で
表

す
と
･
謙
蹴
獸
詠
歌
腺
勲
詠と
な

る
。
こ
の
八
つ
は
現
代
風
に
言
え
ば
地
球
環
境
要
素




